
平成 年 月 日 金曜日

一

山 口 県

山
漁

業
権

報

告共 毎

（号 外 ）

う
み
ぞ

え
ご
の

お
ご
の

免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項

公
示
番
号

共
第
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

口
県
告
示
第
二
百
三
十
四
号

業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

の
免
許
の
内
容
た
る
べ
き
事
項
及

平
成
二
十
五
年
六
月
七
日

目

次

示同
漁
業
権
の
免
許
の
内
容
た
る
べ
き

告

週
火
・
金
曜
日
発
行

う
め
ん
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

三
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一

び
申
請
期
間
等
を
次
の
と
お
り

山
口
県
知

事
項
及
び
申
請
期
間
等
（
水
産
振
興
課

示

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
共
同
漁

定
め
た
。

事

山

本

繁
太
郎

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

平 成 年
月 日

（金曜日）

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

告

示



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

い
わ
の

関
係
地
区

萩
市
大
字
江
崎
、
大
字
上
田
万

公
示
番
号

共
第
二
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

大
字
上
田
万

点
に
設
置
し
た
標
識

点
に
設
置
し
た
標
識

点
イ

か
ら
〇
度
一
、

ロ

か
ら

を
見
通

と

か
ら
〇
度
の
線

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

点
の
位
置

基
点

島
根
県
益
田
市
と

萩
市
大
字
江
崎
と

大
字
須
佐
地沖

大
字
江
崎
江

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

萩
市
大
字
江
崎
及
び
大
字
下
田

漁
場
の
区
域

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

、
大
字
下
田
万
、
大
字
上
小
川

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

江
津
橋
右
岸
北
角

椿
橋
左
岸
北
角
か
ら
護
岸
沿
い

椿
橋
右
岸
北
角
か
ら
護
岸
沿
い

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

し
た
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー

と
の
交
点

を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

と

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

萩
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

同
市
大
字
須
佐
と
の
最
大
高
潮

島
頂
上

島
頂
上

津
江
津
橋
左
岸
北
角

漁
業

て
漁
業

漁
業

業漁
業

万
地
先

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

東
分
及
び
大
字
鈴
野
川

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

に
北
へ
一
二
・
九
メ
ー
ト
ル
の

に
北
へ
一
二
・
一
メ
ー
ト
ル
の

ト
ル
の
点
と
イ
と
を
結
ん
だ
線

を
結
ん
だ
線
及
び

と

と
を

に
お
け
る
境
界
点

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

う
み
ぞ
う
め
ん
漁
業

十
二
月
一

え
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

い
ぎ
す

い
わ
の

萩
市
大
字
上
田
万
、
大
字
下
田

須
佐公

示
番
号

共
第
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
の

あ
ら
め

大
字
須
佐
山

点
イ

か
ら
〇
度
一
、

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

ロ

か
ら
〇
度
一
、

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

ハ

か
ら
三
一
五
度

ニ

か
ら
〇
度
の
線

関
係
地
区

萩
市
大
字
須
佐
四
ツ
瀬
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

島
根
県
益
田
市
と

萩
市
大
字
須
佐
地沖

大
字
江
崎
と

え
ぼ
し

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

万
、
大
字
江
崎
、
大
字
上
小
川

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

島
頂
上

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
と

か

点
と
を
結
ん
だ
線
と

か
ら
〇

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
と

か

点
と
を
結
ん
だ
線
と

か
ら
三

の
線
と

か
ら
九
〇
度
の
線
と

と

か
ら
九
〇
度
の
線
と
の
交

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

萩
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

島
頂
上

島
頂
上

同
市
大
字
須
佐
と
の
最
大
高
潮

が
い
漁
業

漁
業

て
漁
業

漁
業

業漁
業

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

東
分
、
大
字
鈴
野
川
及
び
大
字

の

時

期

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら

を
見
通
し
た
線
上

か
ら

度
の
線
と
の
交
点

ら

を
見
通
し
た
線
上

か
ら

一
五
度
の
線
と
の
交
点

の
交
点

点 て
囲
ま
れ
た
区
域

に
お
け
る
境
界
点

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

う
み
ぞ
う
め
ん
漁
業

十
二
月
一

え
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

三

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



平

備

成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

萩
市
大
字
須
佐

考

ロ

か
ら
三
一
五
度

ハ

か
ら
〇
度
一
、

度
の
線
と
の
交
点

ニ

か
ら

を
見
通

ホ

と

と
を
結
ん

線
と
ヘ
か
ら
三
一
五

へ

か
ら
二
七
〇
度

関
係
地
区

島
根
県
益
田
市
と

萩
市
大
字
須
佐
地沖と

阿
武
郡
阿
武
町
大

境
界
点

宇

点
イ

か
ら
〇
度
の
線

漁
場
の
位
置

萩
市
大
字
須
佐
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

萩
市
大
字
江
崎
と

大
字
須
佐
山

い
せ
え

う
に
漁

え
ぼ
し

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

の
線
と

か
ら
九
〇
度
の
線
と

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点
と
ニ
と

し
た
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

度
の
線
と
の
交
点

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

萩
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

島
頂
上

島
頂
上

阿
武
郡
阿
武
町
と
の
最
大
高
潮

字
宇
田
と
同
町
大
字
木
与
と
の

田
島
南
西
端

と

か
ら
九
〇
度
の
線
と
の
交

ホ
、
ヘ
、

の
各
点
を
順
次
結

同
市
大
字
須
佐
と
の
最
大
高
潮

島
頂
上

び
漁
業

業が
い
漁
業

漁
業

て
漁
業

漁
業

業漁
業

の
交
点

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
三
一
五

ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点
と
ニ
と
を
結
ん
だ

に
お
け
る
境
界
点

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る

点 ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

い
が
い
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
月
一
日

う
み
ぞ
う
め
ん
漁
業

十
二
月
一

え
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

点
イ

か
ら
二
七
〇
度

ロ

イ
か
ら
三
一
五
度

の
点
と
ハ
と
を
結
ん

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

萩
市
大
字
須
佐
と地沖

阿
武
郡
阿
武
町
大

境
界
点

宇

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
宇
田
及
び

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

に
な
漁

ば
い
漁

は
ま
ぐ

よ
め
が

い
せ
え

う
に
漁

え
ぼ
し

え
む
し

い
た
や

か
き
漁

さ
ざ
え

つ
き
ひ

と
こ
ぶ

と
り
が

に
し
漁

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の
線
と

か
ら

を
見
通
し
た

だ
線
と
の
交
点

阿
武
郡
阿
武
町
と
の
最
大
高
潮

島
頂
上

島
頂
上

字
宇
田
と
同
町
大
字
木
与
と
の

田
島
南
西
端

て
漁
業

漁
業

業漁
業

大
字
惣
郷
地
先

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

業業り
漁
業

か
さ
漁
業

び
漁
業

業が
い
漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

が
い
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

業

線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

公
示
番
号

共
第
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ハ

と

と

関
係
地
区

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
宇

備
考制

限
又
は
条
件

定
置
漁
業
権
に
対
抗
す

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

う
み
ぞ
う
め
ん
漁
業

十
二
月
一

え
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
月
一
日

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

田
及
び
大
字
惣
郷

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

五

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

〇
メ
ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

宇

萩
市
櫃
島
南
東
端

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
木
与
及
び

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

阿
武
郡
阿
武
町
大

境
界
点

宇

う
に
漁

え
ぼ
し

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

と
こ
ぶ

と
り
が

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

は
ま
ぐ

よ
め
が

い
せ
え

あ
こ
や

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

い
た
や

か
き
漁

さ
ざ
え

つ
き
ひ

田
島
西
端

大
字
奈
古
地
先

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

字
宇
田
と
同
町
大
字
木
与
と
の

田
島
南
西
端

業が
い
漁
業

漁
業

て
漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

い
漁
業

業業業り
漁
業

か
さ
漁
業

び
漁
業

が
い
漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

が
い
漁
業

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る

基
点

島
根
県
益

萩
市
大
字

漁
場
の
位
置

萩
市
大
字
江
崎
、
大
字

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

び

と

と
を
結
ん
だ
線

点
の
位
置

第
二
種
共
同
漁
業

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
六
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

大
井

大
島

阿
武
郡
阿

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

関
係
地
区

阿
武
郡
阿
武
町
大
字
木

田
市
と
萩
市
と
の
最
大
高
潮
時
海

須
佐
地
島
頂
上

漁
業

か
ご
漁
業

一
月
一
日

下
田
万
及
び
大
字
須
佐
並
び
に
阿

、
ニ
、
ホ
、

の
各
点
を
順
次
結

と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

建
網
漁
業
（
網
丈

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

一
月
一
日

曲
建
網
漁
業
（
網
丈

一
八
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
限
る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

し
ろ
う
お
四
つ
手
網

二
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

鵜
山
岬
北
端

北
東
端

武
町
と
萩
市
大
井
と
の
最
大
高
潮

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
三
四
七
度

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
三
四
七
度

与
及
び
大
字
奈
古

岸
線
に
お
け
る
境
界
点

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

武
郡
阿
武
町

ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん
だ
線

て
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の
線
と
の
交
点

の
線
と
の
交
点

六

及



平成 年 月 日 金曜日

備

山 口 県 報 （号 外 ）

い
ぎ
す

い
わ
の

考制
限
又
は
条
件

定
置
漁
業
権
及
び
区
画
漁
業
権

公
示
番
号

共
第
七
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

点
イ

か
ら
〇
度
一
、

ロ

か
ら

を
見
通

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

萩
市
大
字
江
崎
、
大
字
上
田
万

野
川
並
び
に
阿
武
郡
阿
武
町

大
島
北
東
端

阿
武
郡
阿
武
町
と

萩
市
大
字
江
崎
江

大
字
上
田
万

点
に
設
置
し
た
標
識

点
に
設
置
し
た
標
識 沖

阿
武
郡
阿
武
町
大

境
界
点

宇宇

萩
市
櫃
島
南
東
端

大
井
鵜
山
岬

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

し
た
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

だ
線
と

か
ら
三
四
七
度
の
線

だ
線
と

か
ら
三
四
七
度
の
線

、
大
字
下
田
万
、
大
字
上
小
川

萩
市
大
井
と
の
最
大
高
潮
時
海

津
江
津
橋
左
岸
北
角

江
津
橋
右
岸
北
角

椿
橋
左
岸
北
角
か
ら
護
岸
沿
い

椿
橋
右
岸
北
角
か
ら
護
岸
沿
い

島
頂
上

字
宇
田
と
同
町
大
字
木
与
と
の

田
島
南
西
端

田
島
西
端

北
端

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

。

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

と
の
交
点

と
の
交
点

東
分
、
大
字
須
佐
及
び
大
字
鈴

岸
線
に
お
け
る
境
界
点

に
北
へ
一
二
・
九
メ
ー
ト
ル
の

に
北
へ
一
二
・
一
メ
ー
ト
ル
の

最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

う
み
ぞ
う
め
ん
漁
業

十
二
月
一

え
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

七

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

い
ぎ
す

い
わ
の

須
佐
並
び
に
阿
武
郡
阿
武
町

公
示
番
号

共
第
八
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
の

あ
ら
め

点
の
位
置

基
点

阿
武
郡
阿
武
町
宇宇

点
イ

か
ら
〇
度
五
〇

ロ

か
ら
二
七
〇
度

ハ

か
ら
一
八
〇
度

ニ

か
ら
九
〇
度
五

関
係
地
区

萩
市
大
字
江
崎
、
大
字
上
田
万

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
四
・
三

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

漁
場
の
位
置

阿
武
郡
阿
武
町
宇
田
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

い
せ
え

う
に
漁

え
ぼ
し

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

田
島
黒
瀬
頂
上

田
島
東
端

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

、
大
字
下
田
万
、
大
字
上
小
川

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

び
漁
業

業が
い
漁
業

漁
業

て
漁
業

漁
業

業漁
業

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

東
分
、
大
字
鈴
野
川
及
び
大
字

て
囲
ま
れ
た
区
域

は
ま
ぐ
り
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

う
み
ぞ
う
め
ん
漁
業

十
二
月
一

え
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

十
二
月
一

し
ら
も
漁
業

六
月
一
日

す
ぎ
の
り
漁
業

一
月
一
日

つ
か
さ
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

八



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

櫃
島
西
端

大
字
椿
東
虎

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

阿
武
郡
阿
武
町
と

萩
市
大
島
北
東
端

大
井
鵜
山
岬

櫃
島
南
東
端

阿
武
郡
阿
武
町
宇

萩
市
大
島
ロ
ボ
シ

い
か
巣

し
ろ
う

漁
業

か
ご
漁

漁
場
の
位
置

萩
市
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

を
結
ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
四
・
三

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

小
型
定

い
せ
え

う
に
漁

え
ぼ
し

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁（

北
金
鼻
）

ケ
崎
北
端

萩
市
大
井
と
の
最
大
高
潮
時
海

北
端

田
島
西
端

鼻
西
端

網
漁
業

二
月
一
日
か
ら

お
四
つ
手
網

二
月
一
日
か
ら

業

一
月
一
日
か
ら

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

の
各
点

だ
線
及
び

と

と
を
結
ん
だ

漁
業

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

置
網
漁
業

び
漁
業

業が
い
漁
業

漁
業

て
漁
業

漁
業

業

岸
線
に
お
け
る
境
界
点

六
月
三
十
日
ま
で

四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

と

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

定
置
漁
業
権
及
び
区
画

関
係
地
区

萩
市
（
萩
市
大
字
上
田

分
、
大
字
中
小
川
、
大
字

大
字
川
上
、
大
字
片
俣
、

木
、
大
字
佐
々
並
、
大
字

く
。
）

備
考制

限
又
は
条
件

点
イ

と

と

ロ

か
ら
三

ハ

か
ら

ニ

か
ら

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

へ
か
ら
ト

と
長

央
点
）

大
字

大
字

大
字

大
字

大
井

羽
島

壁
石

長
門
市
壁三

萩
市
三
見

長
門
市
三

萩
市
三
見

漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き

万
、
大
字
下
田
万
、
大
字
江
崎
、

下
小
川
、
大
字
須
佐
、
大
字
弥
富

大
字
高
佐
上
、
大
字
高
佐
下
、
大

福
井
上
、
大
字
福
井
下
、
大
字

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
三
四
七
度

四
七
度
の
線
と

と

と
を
結
ん

を
見
通
し
た
線
上

か
ら
一
、
五

を
見
通
し
た
線
上

か
ら
一
、
〇

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
見
通
し
た
線
と

を
通
る
川
岸

門
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に

椿
橋
本
橋
左
岸
西
角

御
許
町
橋
本
橋
右
岸
西
角

土
原
萩
橋
左
岸
北
角

椿
東
萩
橋
右
岸
北
角

門
前
大
井
鉄
橋
左
岸
北
角

門
前
大
井
鉄
橋
右
岸
北
角

山
田
ケ
鼻
東
端

（
大
壁
）
頂
上

石
（
小
壁
）
頂
上

隅
中
い
か
ば
の
鼻
東
端

め
ば
る
瀬
頂
上

隅
中
海
苔
摘
岩
頂
上

と
お
た
く
り
鼻

九

な
い
。

大
字
上
小
川
西
分
、
大
字
上
小
川

上
、
大
字
弥
富
下
、
大
字
鈴
野
川

字
吉
部
上
、
大
字
吉
部
下
、
大
字

黒
川
、
大
字
紫
福
及
び
見
島
を

の
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

平
行
線
と
の
交
点

お
け
る
境
界
点
（
飯
井
川
河
口
の

東、明除 中



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

つ
き
ひ

と
こ
ぶ

あ
か
が

あ
こ
や

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

い
た
や

か
き
漁

さ
ざ
え

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

み
り
ん

も
ず
く

ゆ
な
漁

わ
か
め

お
ご
の

か
じ
め

か
や
も

し
ら
も

す
ぎ
の

つ
か
さ

て
ん
ぐ

と
さ
か

公
示
番
号

共
第
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

う
み
ぞ

え
ご
の

が
い
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

が
い
漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

六
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

さ
漁
業

十
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

う
め
ん
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

ロ

か
ら
三

萩
市
尾
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

萩
市
尾
島

尾
島

尾
島

尾
島

点
イ

か
ら
四

漁
場
の
位
置

第
二
種
共
同
漁
業

二
〇
度
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

お
い
と
ん
岬
北
端

小
磯
鼻
北
端

深
山
西
ノ
鼻
南
西
端

観
音
崎
南
東
端

〇
度
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

曲
建
網
漁
業
（
網
丈

一
八
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
限
る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
一
日

か
ご
漁
業

一
月
一
日

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

点 よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

一
〇



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ゆ
な
漁

わ
か
め

て
ん
ぐ

と
さ
か

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

み
り
ん

も
ず
く

い
わ
の

う
み
ぞ

え
ご
の

お
ご
の

か
じ
め

か
や
も

し
ら
も

す
ぎ
の

つ
か
さ

く
。
）

公
示
番
号

共
第
十
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

ハ

か
ら
二
三
〇
度

ニ

か
ら
一
三
〇
度

関
係
地
区

萩
市
（
萩
市
大
字
上
田
万
、
大

分
、
大
字
中
小
川
、
大
字
下
小
川

大
字
川
上
、
大
字
片
俣
、
大
字
高

木
、
大
字
佐
々
並
、
大
字
福
井

業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

さ
漁
業

十
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

う
め
ん
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

六
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

字
下
田
万
、
大
字
江
崎
、
大
字

、
大
字
須
佐
、
大
字
弥
富
上
、

佐
上
、
大
字
高
佐
下
、
大
字
吉

上
、
大
字
福
井
下
、
大
字
黒
川

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

上
小
川
西
分
、
大
字
上
小
川
東

大
字
弥
富
下
、
大
字
鈴
野
川
、

部
上
、
大
字
吉
部
下
、
大
字
明

、
大
字
紫
福
及
び
見
島
を
除

漁
場
の
位
置

第
二
種
共
同
漁
業

か
ご
漁
業

一
月
一
日

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

曲
建
網
漁
業
（
網
丈

一
八
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
限
る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
一
日

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

一
一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

つ
か
さ

い
ぎ
す

い
わ
の

う
み
ぞ

え
ご
の

お
ご
の

か
じ
め

か
や
も

し
ら
も

す
ぎ
の

木
、
大
字
佐
々
並
、
大
字
福
井

く
。
）

公
示
番
号

共
第
十
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

点
イ

か
ら
〇
度
一
、

ロ

か
ら
二
七
〇
度

ハ

か
ら
一
八
〇
度

ニ

か
ら
九
〇
度
二

関
係
地
区

萩
市
（
萩
市
大
字
上
田
万
、
大

分
、
大
字
中
小
川
、
大
字
下
小
川

大
字
川
上
、
大
字
片
俣
、
大
字
高

萩
市
相
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

萩
市
相
島
黒
岩
頂

相
島
沖
の
大

相
島
火
崎
南

相
島
蛎
磯
の

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

う
め
ん
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

六
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

上
、
大
字
福
井
下
、
大
字
黒
川

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

字
下
田
万
、
大
字
江
崎
、
大
字

、
大
字
須
佐
、
大
字
弥
富
上
、

佐
上
、
大
字
高
佐
下
、
大
字
吉

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

上島
頂
上

端舟
糞
瀬
北
端

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
九
月
三
十
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

、
大
字
紫
福
及
び
見
島
を
除

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

上
小
川
西
分
、
大
字
上
小
川
東

大
字
弥
富
下
、
大
字
鈴
野
川
、

部
上
、
大
字
吉
部
下
、
大
字
明

て
囲
ま
れ
た
区
域

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
月
一
日

と
さ
か
の
り
漁
業

一
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

み
り
ん
漁
業

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

一
二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

ヘ

か
ら
一
八
〇
度

ト

か
ら
九
〇
度
二

関
係
地
区

萩
市
見
島

公
示
番
号

共
第
十
二
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

見
島
鯨
浦
南

見
島
片
尻
マ

見
島
日
崎
北

点
イ

か
ら
三
〇
度
二

ロ

か
ら
三
三
〇
度

ハ

か
ら
二
七
〇
度

ニ

か
ら
二
七
〇
度

ホ

か
ら
一
八
〇
度

多
そ
う

漁
場
の
位
置

萩
市
見
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

点
の
位
置

基
点

萩
市
見
島
長
尾
の

見
島
平
瀬
西

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

四
・
三

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

小
型
定

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

端カ
タ
南
端

端、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

張
網
漁
業

ヘ
、
ト
、
イ
を
順
次
結
ん
だ
線

鼻
北
端

端 漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

置
網
漁
業

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

長
門
市
壁笹

漁
場
の
位
置

長
門
市
通
及
び
三
隅
下

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、

、
ロ
、
イ

点
の
位
置

基
点

萩
市
壁
石

第
二
種
共
同
漁
業

石
（
小
壁
）
頂
上

島
地
先
東
沢
尾
曽
瀬
頂
上

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

か
ご
漁
業

一
月
一
日

野
波
瀬
並
び
に
萩
市
三
見
地
先

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

（
大
壁
）
頂
上

よ
め
が
か
さ
漁
業

う
に
漁
業

か
め
の
て
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

あ
わ
び
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

一
三

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

て
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

い
た
や

ほ
ん
だ

も
ず
く

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
か
が

あ
こ
や

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
じ
め

か
や
も

し
ら
も

つ
か
さ

て
ん
ぐ

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

公
示
番
号

共
第
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

三
隅
中
い

萩
市
三
見
十
文
字

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

長
門
市
通
、
三
隅
上
、
三
隅
中

が
い
漁
業

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業

十
二
月
一
日
か

漁
業

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

が
い
漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

七
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

四
月
一
日
か
ら

か
ば
の
鼻
東
端

飛
瀬
地
先
め
ば
る
瀬
頂
上

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

及
び
三
隅
下
並
び
に
萩
市
三
見

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

萩
市
三
見

漁
場
の
位
置

長
門
市
三
隅
中
、
三
隅

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ん
だ
線
及
び

と

と
を

点
の
位
置

基
点

萩
市
と
長

央
点
）

長
門
市
三

第
二
種
共
同
漁
業

と
お
た
く
り
鼻
西
端

下
、
仙
崎
及
び
通
地
先

、

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、

の
各
点

結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

門
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に

隅
中
海
苔
摘
岩
頂
上

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

曲
建
網
漁
業
（
網
丈

一
八
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
限
る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
一
日

か
ご
漁
業

一
月
一
日

よ
め
が
か
さ
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

と
を

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

お
け
る
境
界
点
（
飯
井
川
河
口
の

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

一
四

結中



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

備

報 （号 外 ）

い
わ
の

お
ご
の

定
置
漁
業
権
及
び
区
画
漁
業
権

公
示
番
号

共
第
十
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

か
ら
ニ
を
見
通

ヘ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

長
門
市
三
隅
上
、
三
隅
中
、
三

考制
限
又
は
条
件

萩
市
羽
島
南
端

長
門
市
通
字
山
嶋

仙
崎
王
子

今
浦

三
隅
中
琴琴

点
イ

を
通
る
川
岸
平

ロ

と

と
を
結
ん

長
門
市
三
隅
中
い

萩
市
三
見
め
ば
る

長
門
市
笹
島
地
先

萩
市
壁
石
（
大
壁

長
門
市
壁
石
（
小

萩
市
三
見
二
俣
瀬

長
門
市
油
谷
川
尻

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

四
月
一
日
か
ら

に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

し
た
線
と

と

と
を
結
ん
だ

だ
線
と

か
ら
三
五
〇
度
の
線

隅
下
、
仙
崎
及
び
通

三
二
番
八
に
設
置
し
た
標
柱

山
青
海
大
橋
橋
台
中
央
点

町
青
海
大
橋
橋
台
中
央
点

橋
右
岸
中
央
点

橋
左
岸
中
央
点

行
線
と
ハ
か
ら
ロ
を
見
通
し
た

だ
線
の
中
央
点

か
ば
の
鼻
東
端

瀬
頂
上

東
沢
尾
曽
瀬
頂
上

）
頂
上

壁
）
頂
上

恩
崎
鼻
東
端

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

。

の

時

期

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

線
と
の
交
点

と
の
交
点

線
と
の
交
点

第
二
種
共
同
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

つ
き
ひ
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

ふ
の
り
漁
業

十
一
月
一

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
こ
や
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

か
や
も
の
り
漁
業

一
月
一
日

し
ら
も
漁
業

七
月
一
日

つ
か
さ
の
り
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

は
ば
の
り
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

一
五

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

ロ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

長
門
市
仙
崎
、
通
、
西
深
川
、

蔵
小
田

公
示
番
号

共
第
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

長
門
市
油
谷
川
尻

日
置
中
と

萩
市
見
島
西
端

長
門
市
仙
崎
王
子

今
浦

東
深
川
深深

点
イ

か
ら
三
五
〇
度

漁
場
の
位
置

長
門
市
仙
崎
、
通
、
西
深
川
、

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

点
の
位
置

基
点

長
門
市
通
字
山
嶋

萩
市
羽
島
南
端

四
・
三

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

小
型
定

い
か
巣

か
ご
漁

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

東
深
川
、
日
置
上
、
日
置
中
、

び
漁
業
の
時
期

恩
崎
鼻

同
市
油
谷
津
黄
と
の
最
大
高
潮

山
青
海
大
橋
橋
台
中
央
点

町
青
海
大
橋
橋
台
中
央
点

川
川
山
陰
本
線
鉄
橋
左
岸
橋
台

川
川
山
陰
本
線
鉄
橋
右
岸
橋
台

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

東
深
川
、
日
置
上
及
び
日
置
中

を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

と

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

三
二
番
八
に
設
置
し
た
標
柱

メ
ー
ト
ル
以

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

置
網
漁
業

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

業

一
月
一
日
か
ら

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

と
の
交
点

日
置
下
、
日
置
野
田
及
び
日
置

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

と
の
交
点

地
先

を
結
ん
だ
線
及
び

と

と
を

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

基
点

長
門
市
日

萩
市
見
島

漁
場
の
位
置

長
門
市
油
谷
津
黄
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

置
中
と
同
市
油
谷
津
黄
と
の
最
大

西
端

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

ふ
の
り
漁
業

十
一
月
一

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
月
一
日

え
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

十
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

二
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

一
六

囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ば
い
漁

う
に
漁

わ
か
め

あ
わ
び

い
が
い

い
た
や

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

う
み
ぞ

か
じ
め

て
ん
ぐ

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

ゆ
な
漁

公
示
番
号

共
第
十
六
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

長
門
市
油
谷
津
黄

油
谷
後
畑

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

か
ら
〇
度
一
、

ハ

か
ら
〇
度
一
、

関
係
地
区

長
門
市
油
谷
津
黄

業業 漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

が
い
漁
業

漁
業

し
漁
業

業業 う
め
ん
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

業

十
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

長
尺
り
本
山
北
端

折
口
赤
岩
に
設
置
し
た
標
識

だ
線
上

か
ら
一
、
〇
〇
〇
メ

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

長
門
市
油
谷
後
畑

公
示
番
号

共
第
十
七

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

次
の

、
イ
、
ロ
、

た
区
域

点
の
位
置

基
点

長
門
市
油

点
イ

か
ら
〇

ロ

か
ら
〇

関
係
地
区

漁
場
の
位
置

長
門
市
油
谷
後
畑
地
先

漁
場
の
区
域

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

二
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
一
月
一

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
月
一
日

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
月
一
日

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

谷
後
畑
折
口
赤
岩
に
設
置
し
た
標

青
村
下
黒
瀬
頂
上

度
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

度
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

一
七

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

識

れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

え
ご
の

公
示
番
号

共
第
十
八
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

う
み
ぞ

点
の
位
置

基
点

長
門
市
油
谷
後

萩
市
見
島
西
端

点
イ

か
ら
〇
度
一

ロ

と

と
を
結

関
係
地
区

長
門
市
油
谷
後
畑
及
び
油
谷
川

え
む
し

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

長
門
市
油
谷
後
畑
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

た
区
域

い
が
い

い
た
や

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

う
に
漁

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

う
め
ん
漁
業

一
月
一
日
か
ら

畑
黒
瀬
頂
上

字
無
田
田
二
七
一
番
地
に
設

、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

ん
だ
線
上

か
ら
一
、
〇
〇
〇

尻 漁
業

業漁
業

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

漁
業

が
い
漁
業

漁
業

し
漁
業

業業業業

八
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

置
し
た
標
柱

メ
ー
ト
ル
の
点

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

点
イ

と

と

ロ

か
ら
三

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

点
の
位
置

基
点

長
門
市
油

萩
市
見
島

長
門
市
長油

下
関
市
豊

漁
場
の
位
置

長
門
市
油
谷
川
尻
及
び

漁
場
の
区
域

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
、
〇
〇

五
〇
度
一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、

の
各
点
を
順

域谷
後
畑
字
無
田
田
二
七
一
番
地
に

西
端

門
川
尻
岬
灯
台
基
部

谷
港
俵
島
灯
台
基
部

北
町
大
字
阿
川
金
山
岬
北
端
に
設

ば
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

油
谷
向
津
具
下
地
先

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

十
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

二
月
一
日

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

十
一
月
一

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

二
月
一
日

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点 次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

設
置
し
た
標
柱

置
し
た
標
柱

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

一
八

線



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

つ
き
ひ

と
こ
ぶ

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

い
た
や

か
き
漁

さ
ざ
え

う
み
ぞ

え
ご
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

公
示
番
号

共
第
十
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

あ
お
の

い
ぎ
す

い
わ
の

ハ

か
ら
三
一
九
度

ニ

か
ら
二
七
〇
度

ホ

か
ら
二
五
〇
度

ヘ

か
ら
三
五
四
度

関
係
地
区

長
門
市
油
谷
川
尻
並
び
に
油
谷

が
い
漁
業

し
漁
業

業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

う
め
ん
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
月
一
日
か
ら

二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

向
津
具
下
字
大
浦
東
及
び
字
大

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

浦
西

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

ロ

か
ら
三

関
係
地
区

長
門
市
油
谷
向
津
具
上

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
二
十

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

点
の
位
置

基
点

長
門
市
油

下
関
市
豊

長
門
市
油油

点
イ

か
ら
三

漁
場
の
位
置

長
門
市
油
谷
湾

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

四
七
度
四
八
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

、
油
谷
向
津
具
下
、
油
谷
蔵
小
田

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

号 れ
た
区
域

谷
港
俵
島
灯
台
基
部

北
町
大
字
阿
川
金
山
岬
北
端
に
設

谷
伊
上
山
陰
本
線
粟
野
隧
道
東
入

谷
蔵
小
田
渡
場
新
橋
左
岸
橋
台

渡
場
新
橋
右
岸
橋
台

五
四
度
二
、
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

み
る
く
い
漁
業

う
に
漁
業

一
九

業

の

時

期

ト
ル
の
点

及
び
油
谷
伊
上

置
し
た
標
柱

口
北
端
基
部

点 と

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
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曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

公
示
番
号

共
第
二
十
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

四
・
三

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

長
門
市
油
谷
川
尻

油
谷
後
畑

長
門
川
尻

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

か
ら
三
五
〇
度

関
係
地
区

長
門
市
油
谷
津
黄
、
油
谷
後
畑

長
門
市
油
谷
津
黄
、
油
谷
後
畑

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

長
門
市
日
置
中
と

萩
市
見
島
西
端

羽
島
南
端

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

四
・
三

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

か
ご
漁

漁
場
の
位
置

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

一
月
一
日
か
ら

恩
崎
鼻
東
端

字
無
田
田
二
七
一
番
地
に
設
置

岬
灯
台
基
部

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
上

か
ら
三
、
〇
〇
〇
メ

一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

及
び
油
谷
川
尻

及
び
油
谷
川
尻
地
先

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

同
市
油
谷
津
黄
と
の
最
大
高
潮

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

一
月
一
日
か
ら

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

業

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

し
た
標
柱

と
の
交
点

ー
ト
ル
の
点

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
二
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

点
イ

か
ら
三

ロ

か
ら
三

ハ

か
ら
二

ニ

か
ら
二

ホ

か
ら
三

ヘ

か
ら
三

関
係
地
区

長
門
市
油
谷
向
津
具
上

備
考 だ

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

点
の
位
置

基
点

長
門
市
長油

下
関
市
豊

長
門
市
油油

漁
場
の
位
置

長
門
市
油
谷
向
津
具
下

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

五
〇
度
一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

一
九
度
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

七
〇
度
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

五
〇
度
二
、
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

五
四
度
二
、
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

四
七
度
四
八
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

、
油
谷
向
津
具
下
、
油
谷
蔵
小
田

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

門
川
尻
岬
灯
台
基
部

谷
港
俵
島
灯
台
基
部

北
町
大
字
阿
川
金
山
岬
北
端
に
設

谷
伊
上
山
陰
本
線
粟
野
隧
道
東
入

谷
蔵
小
田
渡
場
新
橋
左
岸
橋
台

渡
場
新
橋
右
岸
橋
台

小
型
定
置
網
漁
業

し
ろ
う
お
四
つ
手
網

漁
業

十
一
月
一

か
ご
漁
業

一
月
一
日

地
先
及
び
油
谷
湾

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、

の
各
点
を
順

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

点点点点点ト
ル
の
点

及
び
油
谷
伊
上

置
し
た
標
柱

口
北
端
基
部

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

次
結
ん
だ
線
及
び

と

と
を
結

二
〇

ん
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か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

よ
め
が

い
せ
え

う
に
漁

え
ぼ
し

え
む
し

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

つ
か
さ

て
ん
ぐ

と
さ
か

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

い
ぎ
す

い
わ
の

う
み
ぞ

え
ご
の

お
ご
の

か
じ
め

か
や
も

て
漁
業

漁
業

業 業業業か
さ
漁
業

び
漁
業

業が
い
漁
業

漁
業

業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

二
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

う
め
ん
漁
業

四
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

下
関
市
豊
北
町
（
下
関

備
考制

限
又
は
条
件

ニ

か
ら
三

ホ

か
ら

へ

と

と

ト

か
ら
一

チ

か
ら
二

リ

か
ら
二

ヌ

か
ら
二

関
係
地
区

豊豊

点
イ

か
ら
三

ロ

か
ら
三

ハ

か
ら
二

点
の
位
置

基
点

長
門
市
油

下
関
市
豊

長
門
市
油

下
関
市
豊

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
北
町
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

線
及
び

と

と
を
結
ん

四
号
漁
業
権
に
係
る
漁
場

市
豊
北
町
大
字
角
島
を
除
く
。
）

三
五
度
一
、
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

を
見
通
し
た
線
と

と

と
を
結

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

〇
〇
度
一
、
九
二
五
メ
ー
ト
ル
の

〇
五
度
二
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

五
三
度
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

七
〇
度
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

大
字
神
田
猿
渡
し
西
端
に
設

大
字
神
田
上
御
崎
平
礁
に
設

浦
町
大
字
宇
賀
本
郷
字
三
月
田
に

北
町
大
字
粟
野
岩
鼻
の
対
岸
に
設

岩
鼻
（
粟
野
川
右

四
七
度
四
八
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

五
四
度
二
、
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の

五
〇
度
二
、
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

谷
伊
上
山
陰
本
線
粟
野
隧
道
東
入

北
町
大
字
阿
川
金
山
岬
北
端
に
設

谷
港
俵
島
灯
台
基
部

北
町
大
字
神
田
折
紙
鼻
北
端
に
設

伊
瀬
西
端

鳩
島
北
西
端

角
島
通
瀬
岬
南
端

な
ま
こ
漁
業

、
ニ
、

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

の
区
域
に
お
け
る
あ
わ
び
漁
業
及

二
一

点ん
だ
線
と
の
交
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点点点点 置
し
た
標
柱

置
し
た
標
柱

設
置
し
た
標
柱

置
し
た
標
柱

岸
）
に
設
置
し
た
標
識

ト
ル
の
点

点点 口
北
端
基
部

置
し
た
標
柱

置
し
た
標
識

リ
、
ヌ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
共
第
二

び
さ
ざ
え
漁
業
を
除
く
。
）

だ十
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ば
い
漁

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

て
ん
ぐ

と
さ
か

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

ゆ
な
漁

い
ぎ
す

い
わ
の

う
み
ぞ

え
ご
の

お
ご
の

か
じ
め

か
や
も

つ
か
さ

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
二
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
の

あ
ら
め

業 漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業 さ
漁
業

二
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業

十
一
月
一
日
か

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

う
め
ん
漁
業

四
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

の
り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

下
関
市
豊
北
町
大
字
角

ロ

か
ら
二

ハ

か
ら
二

ニ

か
ら
一

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

か
ら
三

チ

か
ら
二

関
係
地
区

長
門
市
油

点
イ

か
ら
二

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
北
町
角
島
地

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊

島 九
〇
度
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

〇
五
度
二
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

〇
〇
度
一
、
九
二
五
メ
ー
ト
ル
の

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

三
五
度
一
、
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

五
〇
度
二
、
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

角
島
灯
台
基
部

角
島
通
瀬
岬
南
端

大
字
神
田
猿
渡
し
西
端
に
設

伊
瀬
西
端

鳩
島
北
西
端

大
字
神
田
折
紙
鼻
北
端
に
設

谷
港
俵
島
灯
台
基
部

五
度
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

な
ま
こ
漁
業

先、
ホ
、
ヘ
、

、
ト
、
チ
、
イ
の

北
町
角
島
牧
崎
に
設
置
し
た
標
柱

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

点点点〇
メ
ー
ト
ル
の
点

し
た
線
と
の
交
点

点点 置
し
た
標
柱

置
し
た
標
識

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て

二
二

囲
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点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊
北
町
角

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
わ
び

さ
ざ
え

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
北
町
角
島
沖
（
汐
巻

漁
場
の
区
域

次
の
イ
を
中
心
と
し
た
半
径
二

ロ

か
ら

を
見
通

ハ

か
ら
二
〇
四
度

ニ

か
ら
一
五
九
度

ホ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

下
関
市
豊
北
町
大
字
角
島

公
示
番
号

共
第
二
十
五
号

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊
北
町
大鳩鳩島

点
イ

と

と
を
結
ん

公
示
番
号

共
第
二
十
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
わ
び

さ
ざ
え

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
北
町
鳩
島
地
先

島
牧
崎
に
設
置
し
た
標
柱

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
場
）

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に
よ
っ

し
た
線
上

か
ら
二
〇
〇
メ
ー

一
六
五
メ
ー
ト
ル
の
点

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
一
二
〇
メ
ー
ト

イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

字
神
田
伊
瀬
西
端

島
北
西
端

島
南
東
端

戸
漁
港

防
波
堤
突
端
中
央
部

だ
線
上

か
ら
二
五
〇
メ
ー
ト

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

て
囲
ま
れ
た
区
域

ト
ル
の
点

ル
の
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

ル
の
点 の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

豊

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大
高

点
の
位
置

基
点

長
門
市
油

下
関
市
豊

長
門
市
油

下
関
市
豊

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
北
町
及
び
同

漁
場
の
区
域

公
示
番
号

共
第
二
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
二
種
共
同
漁
業

点
イ

か
ら
三

と
の
交
点

関
係
地
区

下
関
市
豊
北
町
大
字
角

角
島
通
瀬
岬
南
端

大
字
神
田
上
御
崎
平
礁
に
設

浦
町
大
字
宇
賀
本
郷
字
三
月
田
に

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

の

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

谷
伊
上
山
陰
本
線
粟
野
隧
道
東
入

北
町
大
字
阿
川
金
山
岬
北
端
に
設

谷
港
俵
島
灯
台
基
部

北
町
角
島
牧
崎
に
設
置
し
た
標
柱

角
島
灯
台
基
部

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
一
日

し
ろ
う
お
四
つ
手
網

漁
業

一
月
一
日

か
ご
漁
業

一
月
一
日

市
豊
浦
町
大
字
宇
賀
地
先

六
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

建
網
漁
業
（
網
丈

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

一
月
一
日

曲
建
網
漁
業
（
網
丈

一
八
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
限
る
。
）

角
島
灯
台
基
部

〇
八
度
三
〇
分
三
六
秒
の
線
と

島

二
三

置
し
た
標
柱

設
置
し
た
標
柱

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

と

た
区
域

口
北
端
基
部

置
し
た
標
柱

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
三
三
一
度
三
四
分
一
二
秒
の
線
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備

（号 外 ）

わ
か
め

か
じ
め

て
ん
ぐ

と
さ
か

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

ゆ
な
漁

公
示
番
号

共
第
二
十
七
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

ト

か
ら
二
五
三
度

チ

か
ら
二
七
〇
度

関
係
地
区

下
関
市
豊
北
町

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

豊
北
町
大

点
イ

か
ら
三
四
七
度

ロ

か
ら
三
五
四
度

ハ

か
ら
二
五
〇
度

ニ

か
ら
二
五
度
二

ホ

か
ら
二
九
〇
度

ヘ

か
ら
二
〇
五
度

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

の
り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業

十
一
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

が
で
き
な
い
。

字
粟
野
岩
鼻
の
対
岸
に
設
置
し

岩
鼻
（
粟
野
川
右
岸
）

四
八
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
、
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

た
標
柱

に
設
置
し
た
標
識

の
点

第
一
種
共
同
漁
業

点
イ

か
ら
二

ロ

か
ら
二

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
宇

公
示
番
号

共
第
二
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
浦
町
大
字
宇

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

七
〇
度
三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

七
〇
度
三
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

賀八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

賀
地
先

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

浦
町
大
字
宇
賀
本
郷
字
三
月
田
に

と
同
市
豊
浦
町
大

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

点点

業

の

時

期

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

設
置
し
た
標
柱

字
小
串
と
の
境
界
に
設
置
し
た
標

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

二
四

れ柱
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漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

た
区
域

ま
て
が

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
浦
町
大
字
小
串
及
び

い
が
い

い
た
や

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

は
ま
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

と
さ
か

は
ば
の

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

い
漁
業

び
漁
業

業漁
業

業漁
業

豊
浦
町
大
字
川
棚
地
先

漁
業

が
い
漁
業

漁
業

し
漁
業

業業業り
漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

の
り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

下
関
市
豊
浦
町
大
字
小

公
示
番
号

共
第
二
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊

標
柱

点
イ

か
ら
二

ロ

か
ら
三

関
係
地
区

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
一
月
一

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
こ
や
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

と
さ
か
の
り
漁
業

十
一
月
一

は
ば
の
り
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

串
及
び
豊
浦
町
大
字
川
棚

九
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

浦
町
大
字
宇
賀
と
同
市
豊
浦
町
大

大
字
川
棚
と
同
市
豊
浦
町
大

七
〇
度
三
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

〇
〇
度
三
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

二
五

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

字
小
串
と
の
境
界
に
設
置
し
た
標

字
涌
田
後
地
と
の
境
界
に
設
置
し

点点

柱た
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公
示
番
号

共
第
三
十
号

点
イ

か
ら
三
〇
〇
度

ロ

か
ら
三
一
七
度

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
涌
田
後
地

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊
浦
町
大

標
柱

大

た
標
柱

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
浦
町
大
字
涌
田
後
地

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

は
ま
ぐ

ま
て
が

よ
め
が

三
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

が
で
き
な
い
。

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

字
川
棚
と
同
市
豊
浦
町
大
字
涌

字
涌
田
後
地
と
同
市
豊
浦
町
大

び
漁
業

業漁
業

て
漁
業

業漁
業

地
先

漁
業

し
漁
業

業業業り
漁
業

い
漁
業

か
さ
漁
業

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

田
後
地
と
の
境
界
に
設
置
し
た

字
室
津
下
と
の
境
界
に
設
置
し

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

津
下
地
先

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

と
さ
か
の
り
漁
業

十
一
月
一

は
ば
の
り
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

ゆ
な
漁
業

十
一
月
一

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

二
六



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

あ
さ
り

あ
わ
び

と
さ
か

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

ゆ
な
漁

わ
か
め

公
示
番
号

共
第
三
十
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

大
字
吉
母

点
イ

か
ら
三
一
七
度

ロ

か
ら
二
七
〇
度

ハ

か
ら
二
七
〇
度

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室
津
下

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊
浦
町
大

た
標
柱

大
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

の
り
漁
業

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

御
崎
石
灰
採
取
跡
地
に
設
置
し

四
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

字
涌
田
後
地
と
同
市
豊
浦
町
大

字
室
津
下
観
音
崎
北
西
端

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

た
標
識

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

字
室
津
下
と
の
境
界
に
設
置
し

ロ

か
ら
二

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室

公
示
番
号

共
第
三
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
二
種
共
同
漁
業

下
関
市
大
字
吉
母
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
大

点
イ

か
ら
二

漁
場
の
位
置

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

七
〇
度
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

津
下
及
び
同
市
大
字
吉
母

二
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

建
網
漁
業
（
網
丈

一
月
一
日

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

字
吉
母
御
崎
石
灰
採
取
跡
地
に
設

毘
沙
ノ
鼻
西
端

七
〇
度
二
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

二
七

点

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

置
し
た
標
識

点

れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口

備

県 報 （号 外 ）

お
ご
の

か
じ
め

公
示
番
号

共
第
三
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

え
ご
の

ロ

か
ら
二
七
〇
度

ハ

か
ら
二
七
〇
度

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
及
び
同
市
大
字

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
豊
浦
町
大大

大
字
吉
母

点
イ

か
ら
二
七
〇
度

曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

小
型
定

い
か
巣

か
ご
漁

漁
場
の
位
置

下
関
市
豊
浦
町
及
び
同
市
大
字

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

四
月
一
日
か
ら

二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

吉
母

が
で
き
な
い
。

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

字
宇
賀
本
郷
字
三
月
田
に
設
置

字
室
津
下
観
音
崎
北
西
端

毘
沙
ノ
鼻
西
端

三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

置
網
漁
業

網
漁
業

二
月
一
日
か
ら

業

一
月
一
日
か
ら

吉
母
地
先

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

し
た
標
柱

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

蓋

点
イ

か
ら
二

漁
場
の
位
置

下
関
市
蓋
井
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
水蓋

井
島
灯
台
基
部

八
四
度
一
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
イ
の
各
点

島
頂
上

井
島
威
瀬
頂
上

ば
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

二
月
一
日

は
ば
の
り
漁
業

十
二
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

ゆ
な
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

点 を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

二
八

れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

備

報 （号 外 ）

ほ
ん
だ

も
ず
く

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
わ
の

え
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

目
、
新
垢
田
西
町
三
丁
目
及
び
新

考制
限
又
は
条
件

定
置
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
三
十
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室
津
下
並

町
一
丁
目
、
永
田
本
町
二
丁
目
、

吉
見
竜
王
町
、
吉
見
本
町
一
丁
目

見
里
町
二
丁
目
、
大
字
吉
見
下
、

目
、
安
岡
本
町
一
丁
目
、
安
岡
本

丁
目
、
梶
栗
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

綾
羅
木
南
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

ロ

か
ら
三
二
〇
度

ハ

か
ら
〇
度
三
〇

ニ

か
ら
二
三
九
度

ホ

か
ら
三
〇
二
度

ヘ

か
ら
一
八
〇
度

ト

か
ら
一
三
〇
度

チ

か
ら
一
三
五
度

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

四
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

垢
田
西
町
四
丁
目

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

び
に
同
市
大
字
蓋
井
島
、
大
字

永
田
本
町
三
丁
目
、
吉
見
新
町

、
吉
見
本
町
二
丁
目
、
吉
見
古

大
字
福
江
、
横
野
町
二
丁
目
、

町
三
丁
目
、
安
岡
駅
前
二
丁
目

新
町
二
丁
目
、
綾
羅
木
本
町
六

南
町
三
丁
目
、
大
字
垢
田
、
新
垢

一
、
九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

吉
母
、
大
字
永
田
郷
、
永
田
本

一
丁
目
、
吉
見
新
町
二
丁
目
、

宿
町
、
吉
見
里
町
一
丁
目
、
吉

横
野
町
三
丁
目
、
横
野
町
四
丁

、
富
任
町
一
丁
目
、
梶
栗
町
一

丁
目
、
綾
羅
木
本
町
七
丁
目
、

田
北
町
、
新
垢
田
西
町
二
丁

見
里
町
二
丁
目
、
大
字
吉

目
、
安
岡
本
町
一
丁
目
、

丁
目
、
梶
栗
町
二
丁
目
、

点
イ

か
ら
一

ロ

か
ら
七

ハ

か
ら
三

ニ

か
ら
一

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室

町
一
丁
目
、
永
田
本
町
二

吉
見
竜
王
町
、
吉
見
本
町

漁
場
の
位
置

下
関
市
水
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

下
関
市
水

見
下
、
大
字
福
江
、
横
野
町
二
丁

安
岡
本
町
三
丁
目
、
安
岡
駅
前
二

綾
羅
木
新
町
二
丁
目
、
綾
羅
木
本

二
六
度
一
、
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
の

三
度
一
、
〇
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
五
度
二
八
五
メ
ー
ト
ル
の
点

九
二
度
七
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

津
下
並
び
に
同
市
大
字
蓋
井
島
、

丁
目
、
永
田
本
町
三
丁
目
、
吉
見

一
丁
目
、
吉
見
本
町
二
丁
目
、
吉

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

島
頂
上

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
ぼ
し
が
い
漁
業

ゆ
な
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

二
九

目
、
横
野
町
三
丁
目
、
横
野
町
四

丁
目
、
富
任
町
一
丁
目
、
梶
栗
町

町
六
丁
目
、
綾
羅
木
本
町
七
丁
目

点大
字
吉
母
、
大
字
永
田
郷
、
永
田

新
町
一
丁
目
、
吉
見
新
町
二
丁
目

見
古
宿
町
、
吉
見
里
町
一
丁
目
、

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

丁一、 本、吉
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考
関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室
津
下
並

町
一
丁
目
、
永
田
本
町
二
丁
目
、

吉
見
竜
王
町
、
吉
見
本
町
一
丁
目

見
里
町
二
丁
目
、
大
字
吉
見
下
、

目
、
安
岡
本
町
一
丁
目
、
安
岡
本

丁
目
、
梶
栗
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

綾
羅
木
南
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

目
、
新
垢
田
西
町
三
丁
目
及
び
新

点
の
位
置

基
点

下
関
市
水
島
頂
上

蓋
井
島
灯

点
イ

か
ら
一
六
〇
度

ロ

か
ら
八
五
度
二

ハ

か
ら
三
一
五
度

ニ

か
ら
二
九
四
度

ホ

か
ら
一
八
〇
度

ば
い
漁

い
せ
え

た
こ
漁

漁
場
の
位
置

下
関
市
蓋
井
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

号
及
び
共
第
三
十
四
号
の
漁
業
権

綾
羅
木
南
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

目
、
新
垢
田
西
町
三
丁
目
及
び
新

公
示
番
号

共
第
三
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

い
た
や

び
に
同
市
大
字
蓋
井
島
、
大
字

永
田
本
町
三
丁
目
、
吉
見
新
町

、
吉
見
本
町
二
丁
目
、
吉
見
古

大
字
福
江
、
横
野
町
二
丁
目
、

町
三
丁
目
、
安
岡
駅
前
二
丁
目

新
町
二
丁
目
、
綾
羅
木
本
町
六

南
町
三
丁
目
、
大
字
垢
田
、
新
垢

垢
田
西
町
四
丁
目

台
基
部

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

業び
漁
業

業イ
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て

に
係
る
漁
場
の
区
域
を
除
く
。

南
町
三
丁
目
、
大
字
垢
田
、
新
垢

垢
田
西
町
四
丁
目

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

が
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

吉
母
、
大
字
永
田
郷
、
永
田
本

一
丁
目
、
吉
見
新
町
二
丁
目
、

宿
町
、
吉
見
里
町
一
丁
目
、
吉

横
野
町
三
丁
目
、
横
野
町
四
丁

、
富
任
町
一
丁
目
、
梶
栗
町
一

丁
目
、
綾
羅
木
本
町
七
丁
目
、

田
北
町
、
新
垢
田
西
町
二
丁

囲
ま
れ
た
区
域
（
共
第
三
十
三

）
田
北
町
、
新
垢
田
西
町
二
丁

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

見
里
町
二
丁
目
、
大
字
吉

ロ

か
ら
八

ハ

か
ら
三

ニ

か
ら
二

ホ

か
ら
一

関
係
地
区

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室

町
一
丁
目
、
永
田
本
町
二

吉
見
竜
王
町
、
吉
見
本
町

下
関
市
蓋
井
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
水蓋

点
イ

か
ら
一

漁
場
の
位
置

制
限
又
は
条
件

定
置
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
三
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
二
種
共
同
漁
業

見
下
、
大
字
福
江
、
横
野
町
二
丁

五
度
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
五
度
五
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

九
四
度
一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

八
〇
度
四
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

津
下
並
び
に
同
市
大
字
蓋
井
島
、

丁
目
、
永
田
本
町
三
丁
目
、
吉
見

一
丁
目
、
吉
見
本
町
二
丁
目
、
吉

、
ホ
、
イ
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最

島
頂
上

井
島
灯
台
基
部

六
〇
度
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

曲
建
網
漁
業
（
網
丈

一
八
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
限
る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
一
日

か
ご
漁
業

一
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

建
網
漁
業
（
網
丈

一
月
一
日

目
、
横
野
町
三
丁
目
、
横
野
町
四

点点点大
字
吉
母
、
大
字
永
田
郷
、
永
田

新
町
一
丁
目
、
吉
見
新
町
二
丁
目

見
古
宿
町
、
吉
見
里
町
一
丁
目
、

大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

点 か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
〇

丁 本、吉 ま
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備

た
い
ら

と
こ
ぶ

も
ず
く

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

い
た
や

さ
ざ
え

い
わ
の

え
ご
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

と
さ
か

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

公
示
番
号

共
第
三
十
七
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

あ
お
の

い
ぎ
す

目
、
安
岡
本
町
一
丁
目
、
安
岡
本

丁
目
、
梶
栗
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

綾
羅
木
南
町
二
丁
目
、
綾
羅
木

目
、
新
垢
田
西
町
三
丁
目
及
び
新

考制
限
又
は
条
件

定
置
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

ぎ
漁
業

し
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業

十
二
月
一
日
か

漁
業

十
一
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

漁
業

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

四
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

の
り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

四
月
一
日
か
ら

町
三
丁
目
、
安
岡
駅
前
二
丁
目

新
町
二
丁
目
、
綾
羅
木
本
町
六

南
町
三
丁
目
、
大
字
垢
田
、
新
垢

垢
田
西
町
四
丁
目

が
で
き
な
い
。

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

、
富
任
町
一
丁
目
、
梶
栗
町
一

丁
目
、
綾
羅
木
本
町
七
丁
目
、

田
北
町
、
新
垢
田
西
町
二
丁

六伊彦 加大来安

の
点
に
設
置綾

北
九
州
市

下
関
市
長

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、

及
び

と

と
を
結
ん
だ

点
の
位
置

基
点

下
関
市
大大

漁
場
の
位
置

下
関
市
大
字
吉
母
毘
沙

連
島
北
端

崎
町
二
丁
目
根
岳
ノ
岬
西
端
に
設

島
迫
町
六
丁
目
六
二
一
九
番
地
の

茂
島
南
端

字
福
江
新
免
川
河
口
中
央
点

留
見
瀬
灯
標
基
部

岡
漁
港
甲
防
波
堤
灯
台
基
部
か
ら

し
た
標
識

羅
木
南
町
三
丁
目
鼻
ヅ
ラ
に
設
置

小
倉
北
区
藍
島
北
端

谷
川
河
口
中
央
点

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、

ラ
、
ム
、
ウ
、

の
各
点
を
順
次

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ

字
吉
母
毘
沙
ノ
鼻
西
端

眼
ノ
崎
に
設
置
し
た
標
柱

字
永
田
郷
折
否
川
河
口
中
央
点

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

ノ
鼻
西
端
以
南
の
日
本
海
地
先
（

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

三
一

置
し
た
標
識

一
九
に
設
置
し
た
標
識

護
岸
沿
い
に
北
東
へ
二
九
メ
ー
ト

し
た
標
柱

ヌ
、
ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ

結
ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん
だ

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

地
先
側
）

ル 、線
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ウ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区 タ

か
ら
二
〇
一
度

レ

か
ら
二
一
一
度

ソ

と

と
を
結
ん

ツ

か
ら
二
七
〇
度

ネ

か
ら
三
五
〇
度

ナ

か
ら
〇
度
五
〇

ラ

か
ら
〇
度
六
〇

ム

か
ら
二
九
〇
度

チ

か
ら
四
五
度
七

リ

か
ら
三
一
五
度

ヌ

か
ら
二
二
五
度

ル

か
ら
二
八
〇
度

ヲ

か
ら
二
四
〇
度

ワ

か
ら
一
八
〇
度

カ

か
ら
一
八
九
度

ヨ

か
ら
二
〇
七
度

下
関
漁
港

点
イ

か
ら
二
七
〇
度

ロ

か
ら
二
四
六
度

ハ

か
ら
二
四
二
度

ニ

か
ら
二
六
〇
度

ホ

か
ら
一
八
〇
度

ヘ

か
ら
一
〇
五
度

ト

か
ら
二
〇
五
度

竹
ノ
子
島

竹
ノ
子
島

旧
船
瀬
灯

四
秒
（
日
本
測
地
系

五
一
分
五
五
秒
（
世

彦
島
竹
ノ

彦
島
西
山

下
関
漁
港

だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

三
、
三
五
二
メ
ー
ト
ル
の
点

三
、
六
五
一
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
二
、
五
五
〇
メ

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

閘
門
南
側
東
端

九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
分
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

北
端
に
設
置
し
た
標
柱

西
端

浮
標
（
北
緯
三
三
度
五
六
分
一

に
よ
る
位
置
）
、
北
緯
三
三
度

界
測
地
系
に
よ
る
位
置
）
）

子
島
町
旧
竹
ノ
子
島
橋
西
側
南

町
四
丁
目
旧
竹
ノ
子
島
橋
東
側

閘
門
北
側
東
端

ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

と
の
交
点

と
の
交
点

五
秒
東
経
一
三
〇
度
五
二
分
〇

五
六
分
二
七
秒
東
経
一
三
〇
度

端南
端

公
示
番
号

共
第
三
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

目
、
竹
崎
町
一
丁
目
、
竹

大
和
町
二
丁
目
、
彦
島
本

村
町
六
丁
目
、
彦
島
海
士

彦
島
迫
町
六
丁
目
、
彦
島

西
山
町
四
丁
目
、
彦
島
竹

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

下
関
市
大
字
吉
母
、
大

目
、
吉
見
新
町
一
丁
目
、

丁
目
、
吉
見
古
宿
町
、
吉

野
町
二
丁
目
、
横
野
町
三

岡
駅
前
二
丁
目
、
富
任
町

綾
羅
木
本
町
六
丁
目
、
綾

字
垢
田
、
新
垢
田
北
町
、

武
久
町
二
丁
目
、
汐
入
町

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

え
ご
の
り
漁
業

三
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

四
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

と
さ
か
の
り
漁
業

十
二
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

四
月
一
日

崎
町
二
丁
目
、
竹
崎
町
三
丁
目
、

村
町
三
丁
目
、
彦
島
本
村
町
四
丁

郷
町
、
彦
島
老
町
一
丁
目
、
彦
島

西
山
町
一
丁
目
、
彦
島
西
山
町
二

ノ
子
島
町
及
び
大
字
六
連
島

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

字
永
田
郷
、
永
田
本
町
一
丁
目
、

吉
見
新
町
二
丁
目
、
吉
見
竜
王
町

見
里
町
一
丁
目
、
吉
見
里
町
二
丁

丁
目
、
横
野
町
四
丁
目
、
安
岡
本

一
丁
目
、
梶
栗
町
一
丁
目
、
梶
栗

羅
木
本
町
七
丁
目
、
綾
羅
木
南
町

新
垢
田
西
町
二
丁
目
、
新
垢
田
西

、
金
比
羅
町
、
筋
川
町
、
筋
ケ
浜

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

竹
崎
町
四
丁
目
、
大
和
町
一
丁
目

目
、
彦
島
本
村
町
五
丁
目
、
彦
島

老
町
二
丁
目
、
彦
島
老
町
三
丁
目

丁
目
、
彦
島
西
山
町
三
丁
目
、
彦

永
田
本
町
二
丁
目
、
永
田
本
町
三

、
吉
見
本
町
一
丁
目
、
吉
見
本
町

目
、
大
字
吉
見
下
、
大
字
福
江
、

町
一
丁
目
、
安
岡
本
町
三
丁
目
、

町
二
丁
目
、
綾
羅
木
新
町
二
丁
目

二
丁
目
、
綾
羅
木
南
町
三
丁
目
、

町
三
丁
目
、
新
垢
田
西
町
四
丁
目

町
、
伊
崎
町
一
丁
目
、
伊
崎
町
二

三
二

、本、島 丁二横安、大、丁



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

下
関
市
竹
ノ
子
島

六
連
島
東

旧
船
瀬
灯

下
関
市
六
連
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

域
点
の
位
置

基
点

下
関
市
六
連
島
平

六
連
島
北

北
九
州
市
小
倉
北

み
る
く

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

漁
場
の
位
置

た
い
ら

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

い
た
や

さ
ざ
え

北
端
に
設
置
し
た
標
柱

端浮
標
（
北
緯
三
三
度
五
六
分
一

ヘ
、
ト
、
イ
の
各
点
を
順
次
結

岩頂
上

区
馬
島
北
頂
上

い
漁
業

び
漁
業

業漁
業

漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

業業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

業

十
二
月
一
日
か

漁
業

十
一
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

漁
業

五
秒
東
経
一
三
〇
度
五
二
分
〇

ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

村
町
六
丁
目
、
彦
島
海
士

彦
島
迫
町
六
丁
目
、
彦
島

西
山
町
四
丁
目
、
彦
島
竹

公
示
番
号

共
第
三
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

丁
目
、
吉
見
古
宿
町
、
吉

野
町
二
丁
目
、
横
野
町
三

岡
駅
前
二
丁
目
、
富
任
町

綾
羅
木
本
町
六
丁
目
、
綾

字
垢
田
、
新
垢
田
北
町
、

武
久
町
二
丁
目
、
汐
入
町

目
、
竹
崎
町
一
丁
目
、
竹

大
和
町
二
丁
目
、
彦
島
本

短
距
離
の
中

ニ

ハ
と

と

ホ

か
ら
九

へ

か
ら
〇

ト

と
イ
と

関
係
地
区

下
関
市
大
字
吉
母
、
大

目
、
吉
見
新
町
一
丁
目
、

四
秒
（
日
本

五
一
分
五
五六永

点
イ

か
ら
二

ロ

と

と

ハ

下
関
市
六

ば
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

郷
町
、
彦
島
老
町
一
丁
目
、
彦
島

西
山
町
一
丁
目
、
彦
島
西
山
町
二

ノ
子
島
町
及
び
大
字
六
連
島

九
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

い
た
や
が
い
漁
業

一
月
一
日

見
里
町
一
丁
目
、
吉
見
里
町
二
丁

丁
目
、
横
野
町
四
丁
目
、
安
岡
本

一
丁
目
、
梶
栗
町
一
丁
目
、
梶
栗

羅
木
本
町
七
丁
目
、
綾
羅
木
南
町

新
垢
田
西
町
二
丁
目
、
新
垢
田
西

、
金
比
羅
町
、
筋
川
町
、
筋
ケ
浜

崎
町
二
丁
目
、
竹
崎
町
三
丁
目
、

村
町
三
丁
目
、
彦
島
本
村
町
四
丁

央
点

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

〇
度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

度
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
三
四
〇
度

字
永
田
郷
、
永
田
本
町
一
丁
目
、

吉
見
新
町
二
丁
目
、
吉
見
竜
王
町

測
地
系
に
よ
る
位
置
）
、
北
緯
三

秒
（
世
界
測
地
系
に
よ
る
位
置
）

連
島
灯
台
基
部

田
本
町
四
丁
目
一
一
九
・
四
高
地

七
二
度
五
三
分
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

を
結
ん
だ
線
上
最
大
高
潮
時
海
面

連
島
と
北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
島

三
三

老
町
二
丁
目
、
彦
島
老
町
三
丁
目

丁
目
、
彦
島
西
山
町
三
丁
目
、
彦

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

目
、
大
字
吉
見
下
、
大
字
福
江
、

町
一
丁
目
、
安
岡
本
町
三
丁
目
、

町
二
丁
目
、
綾
羅
木
新
町
二
丁
目

二
丁
目
、
綾
羅
木
南
町
三
丁
目
、

町
三
丁
目
、
新
垢
田
西
町
四
丁
目

町
、
伊
崎
町
一
丁
目
、
伊
崎
町
二

竹
崎
町
四
丁
目
、
大
和
町
一
丁
目

目
、
彦
島
本
村
町
五
丁
目
、
彦
島

だ
線
と
の
交
点

の
線
と
の
交
点

永
田
本
町
二
丁
目
、
永
田
本
町
三

、
吉
見
本
町
一
丁
目
、
吉
見
本
町

三
度
五
六
分
二
七
秒
東
経
一
三
〇

）山
頂

の
点

に
お
け
る
中
央
点

と
の
最
大
高
潮
時
に
お
け
る
海
峡

、島 横安、大、丁、本 丁二 度最



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

点
イ

か
ら
二
七
〇
度

ロ

か
ら
二
七
〇
度

彦
島
迫
町

伊
崎
町
根

武
久
町
二

綾
羅
木
南

北
九
州
市
小
倉
北

下
関
市
大
字
福
江

加
茂
島
南

大
字
吉
母

六
連
島
平

六
連
島
灯

六
連
島
東

旧
船
瀬
灯

四
秒
（
日
本
測
地
系

五
一
分
五
五
秒
（
世

竹
ノ
子
島

竹
ノ
子
島

基
点

下
関
市
大
字
吉
母

大
字
永
田

来
留
見
瀬

安
岡
漁
港

の
点
に
設
置
し
た
標

蓋
井
島
灯

六
連
島
北

永
田
本
町

た
こ
漁

漁
場
の
位
置

下
関
市
大
字
吉
母
毘
沙
ノ
鼻
西

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、
ラ
、
ム

点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲

点
の
位
置

九
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
丁
目
六
二
一
九
番
地
の
一
九

岳
ノ
岬
西
端
に
設
置
し
た
標
識

丁
目
長
谷
川
河
口
の
中
央
点

町
三
丁
目
鼻
ヅ
ラ
に
設
置
し
た

区
藍
島
北
端

新
免
川
河
口
中
央
点

端眼
ノ
崎
に
設
置
し
た
標
柱

岩台
基
部

端浮
標
（
北
緯
三
三
度
五
六
分
一

に
よ
る
位
置
）
、
北
緯
三
三
度

界
測
地
系
に
よ
る
位
置
）
）

北
端
に
設
置
し
た
標
柱

西
端

毘
沙
ノ
鼻
西
端

郷
折
否
川
河
口
中
央
点

灯
標
基
部

甲
防
波
堤
灯
台
基
部
か
ら
護
岸

識台
基
部

端四
丁
目
一
一
九
・
四
高
地

業端
以
南
の
日
本
海
地
先
（
沖
合

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

、

、
ウ
、
ヰ
、
ノ
、
オ
、
ク
、
ヤ

ま
れ
た
区
域

に
設
置
し
た
標
識

標
柱

五
秒
東
経
一
三
〇
度
五
二
分
〇

五
六
分
二
七
秒
東
経
一
三
〇
度

沿
い
に
北
東
へ
二
九
メ
ー
ト
ル

側
）

ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、

、
マ
、
ケ
、
フ
、
コ
、
イ
の
各

フ

か
ら
二

コ

か
ら
二

ウ

か
ら
二

ヰ

か
ら
二

ノ

か
ら
三

オ

か
ら
四

ク

か
ら
二

ヤ

か
ら
一

マ

か
ら
一

ケ

か
ら
二

タ

か
ら
二

レ

と

と

ソ

か
ら
二

ツ

か
ら
二

ネ

と

と

ナ

と

と

ラ

か
ら
一

ム

か
ら
二

リ

か
ら
九

ヌ

と

と

高
潮
時
に
お

ル

と

と

ヲ

か
ら
二

ワ

か
ら
〇

カ

か
ら
〇

ヨ

か
ら
三

ハ

か
ら
二

ニ

か
ら
二

ホ

か
ら
二

ヘ

と

と

と
を
結
ん
だ

ト

と

か

三
四
〇
度
の

チ

か
ら
〇

四
二
度
三
〇
分
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
六
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
一
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

二
五
度
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
五
度
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
度
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
五
度
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
五
度
一
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

八
〇
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
〇
度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
五
五

一
一
度
三
、
六
五
一
メ
ー
ト
ル
の

〇
一
度
三
、
三
五
二
メ
ー
ト
ル
の

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
二
〇
七
度

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
一
八
九
度

八
〇
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
〇
度
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
と
下
関
市
六
連
島
と

け
る
海
峡
最
短
距
離
の
中
央
点
と

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

九
〇
度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

度
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

度
五
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
度
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
二
度
三
〇
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

七
二
度
一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

六
三
度
三
〇
分
二
、
七
六
〇
メ
ー

を
結
ん
だ
線
と

と

か
ら
二
七

線
と
の
交
点

ら
二
七
二
度
五
三
分
五
〇
〇
メ
ー

線
と
の
交
点

度
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の
点

点点 〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点点の
線
と
の
交
点

の
線
と
の
交
点

北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
島
と
の
最

と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

ー
ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

点ト
ル
の
点

二
度
五
三
分
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

ト
ル
の
点
と
を
結
ん
だ
線
と

か

三
四

大 点ら



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報

備

（号 外 ）

漁
場
の
位
置

下
関
市
大
字
吉
母
毘
沙
ノ
鼻
西

下
の
も

た
だ
し

業
を
除

曲
建
網

一
八
メ

の
も
の

小
型
定

い
か
巣

か
ご
漁

第
三
種
共
同
漁
業

地
び
き

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
四
十
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

四
・
三

字
垢
田
、
新
垢
田
北
町
、
新
垢
田

武
久
町
二
丁
目
、
汐
入
町
、
金
比

目
、
竹
崎
町
一
丁
目
、
竹
崎
町
二

大
和
町
二
丁
目
、
彦
島
本
村
町
三

村
町
六
丁
目
、
彦
島
海
士
郷
町
、

彦
島
迫
町
六
丁
目
、
彦
島
西
山
町

西
山
町
四
丁
目
、
彦
島
竹
ノ
子
島

考
関
係
地
区

下
関
市
大
字
吉
母
、
大
字
永
田

目
、
吉
見
新
町
一
丁
目
、
吉
見
新

丁
目
、
吉
見
古
宿
町
、
吉
見
里
町

野
町
二
丁
目
、
横
野
町
三
丁
目
、

岡
駅
前
二
丁
目
、
富
任
町
一
丁
目

綾
羅
木
本
町
六
丁
目
、
綾
羅
木
本

端
以
南
の
日
本
海
地
先

の
に
限
る
。

、
曲
建
網
漁

く
。
）

漁
業
（
網
丈

ー
ト
ル
以
下

に
限
る
。
）

置
網
漁
業

網
漁
業

二
月
一
日
か
ら

業

一
月
一
日
か
ら

網
漁
業

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

一
月
一
日
か
ら

西
町
二
丁
目
、
新
垢
田
西
町
三

羅
町
、
筋
川
町
、
筋
ケ
浜
町
、

丁
目
、
竹
崎
町
三
丁
目
、
竹
崎

丁
目
、
彦
島
本
村
町
四
丁
目
、

彦
島
老
町
一
丁
目
、
彦
島
老
町

一
丁
目
、
彦
島
西
山
町
二
丁
目

町
及
び
大
字
六
連
島

郷
、
永
田
本
町
一
丁
目
、
永
田

町
二
丁
目
、
吉
見
竜
王
町
、
吉

一
丁
目
、
吉
見
里
町
二
丁
目
、

横
野
町
四
丁
目
、
安
岡
本
町
一

、
梶
栗
町
一
丁
目
、
梶
栗
町
二

町
七
丁
目
、
綾
羅
木
南
町
二
丁

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

丁
目
、
新
垢
田
西
町
四
丁
目
、

伊
崎
町
一
丁
目
、
伊
崎
町
二
丁

町
四
丁
目
、
大
和
町
一
丁
目
、

彦
島
本
村
町
五
丁
目
、
彦
島
本

二
丁
目
、
彦
島
老
町
三
丁
目
、

、
彦
島
西
山
町
三
丁
目
、
彦
島

本
町
二
丁
目
、
永
田
本
町
三
丁

見
本
町
一
丁
目
、
吉
見
本
町
二

大
字
吉
見
下
、
大
字
福
江
、
横

丁
目
、
安
岡
本
町
三
丁
目
、
安

丁
目
、
綾
羅
木
新
町
二
丁
目
、

目
、
綾
羅
木
南
町
三
丁
目
、
大

ヘ

か
ら
二

ト

と

と

チ

下
関
市
六 彦下下

点
イ

か
ら
二

ロ

か
ら
二

ハ

か
ら
二

ニ

か
ら
二

ホ

と

と

北
九
州
市

下
関
市
竹六旧

四
秒
（
日
本

五
一
分
五
五竹彦 来安

の
点
に
設
置蓋六永六六

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

と

と
を
結
ん
だ
線
及

た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
大大

七
二
度
五
三
分
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

を
結
ん
だ
線
上
最
大
高
潮
時
海
面

連
島
と
北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
島

島
西
山
町
四
丁
目
旧
竹
ノ
子
島
橋

関
漁
港
閘
門
北
側
東
端

関
漁
港
閘
門
南
側
東
端

七
〇
度
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

四
二
度
三
〇
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

七
二
度
一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

六
三
度
三
〇
分
二
、
七
六
〇
メ
ー

を
結
ん
だ
線
と

と
ヘ
と
を
結
ん

小
倉
北
区
馬
島
北
頂
上

ノ
子
島
北
端
に
設
置
し
た
標
柱

連
島
東
端

船
瀬
灯
浮
標
（
北
緯
三
三
度
五
六

測
地
系
に
よ
る
位
置
）
、
北
緯
三

秒
（
世
界
測
地
系
に
よ
る
位
置
）

ノ
子
島
西
端

島
竹
ノ
子
島
町
旧
竹
ノ
子
島
橋
西

留
見
瀬
灯
標
基
部

岡
漁
港
甲
防
波
堤
灯
台
基
部
か
ら

し
た
標
識

井
島
灯
台
基
部

連
島
灯
台
基
部

田
本
町
四
丁
目
一
一
九
・
四
高
地

連
島
平
岩

連
島
北
頂
上

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、

び

と

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大

字
吉
母
毘
沙
ノ
鼻
西
端

字
永
田
郷
折
否
川
河
口
中
央
点

三
五

の
点

に
お
け
る
中
央
点

と
の
最
大
高
潮
時
に
お
け
る
海
峡

東
側
南
端

点ト
ル
の
点

点ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点

分
一
五
秒
東
経
一
三
〇
度
五
二
分

三
度
五
六
分
二
七
秒
東
経
一
三
〇

）側
南
端

護
岸
沿
い
に
北
東
へ
二
九
メ
ー
ト

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

最 〇度 ル 、れ
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あ
さ
り

第
一
種
共
同
漁
業

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
四
十
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

綾
羅
木
本
町
六
丁
目
、
綾
羅
木
本

字
垢
田
、
新
垢
田
北
町
、
新
垢
田

武
久
町
二
丁
目
、
汐
入
町
、
金
比

目
、
竹
崎
町
一
丁
目
、
竹
崎
町
二

大
和
町
二
丁
目
、
彦
島
本
村
町
三

村
町
六
丁
目
、
彦
島
海
士
郷
町
、

彦
島
迫
町
六
丁
目
、
彦
島
西
山
町

西
山
町
四
丁
目
、
彦
島
竹
ノ
子
島

短
距
離
の
中
央
点

リ

チ
と

と
を
結
ん

関
係
地
区

下
関
市
大
字
吉
母
、
大
字
永
田

目
、
吉
見
新
町
一
丁
目
、
吉
見
新

丁
目
、
吉
見
古
宿
町
、
吉
見
里
町

野
町
二
丁
目
、
横
野
町
三
丁
目
、

岡
駅
前
二
丁
目
、
富
任
町
一
丁
目

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

四
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

十
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

町
七
丁
目
、
綾
羅
木
南
町
二
丁

西
町
二
丁
目
、
新
垢
田
西
町
三

羅
町
、
筋
川
町
、
筋
ケ
浜
町
、

丁
目
、
竹
崎
町
三
丁
目
、
竹
崎

丁
目
、
彦
島
本
村
町
四
丁
目
、

彦
島
老
町
一
丁
目
、
彦
島
老
町

一
丁
目
、
彦
島
西
山
町
二
丁
目

町
及
び
大
字
六
連
島

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

郷
、
永
田
本
町
一
丁
目
、
永
田

町
二
丁
目
、
吉
見
竜
王
町
、
吉

一
丁
目
、
吉
見
里
町
二
丁
目
、

横
野
町
四
丁
目
、
安
岡
本
町
一

、
梶
栗
町
一
丁
目
、
梶
栗
町
二

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

目
、
綾
羅
木
南
町
三
丁
目
、
大

丁
目
、
新
垢
田
西
町
四
丁
目
、

伊
崎
町
一
丁
目
、
伊
崎
町
二
丁

町
四
丁
目
、
大
和
町
一
丁
目
、

彦
島
本
村
町
五
丁
目
、
彦
島
本

二
丁
目
、
彦
島
老
町
三
丁
目
、

、
彦
島
西
山
町
三
丁
目
、
彦
島

と
の
交
点

本
町
二
丁
目
、
永
田
本
町
三
丁

見
本
町
一
丁
目
、
吉
見
本
町
二

大
字
吉
見
下
、
大
字
福
江
、
横

丁
目
、
安
岡
本
町
三
丁
目
、
安

丁
目
、
綾
羅
木
新
町
二
丁
目
、

四
秒
（
日
本

と
を
結
ん
だ
線
及
び

域
（

、
チ
、
リ
、

の

区
域
、

、
ヌ
、
ル
、
ヲ

て
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

点
の
位
置

基
点

下
関
市
竹旧

漁
場
の
位
置

下
関
市
関
門
海
峡
側
地

漁
場
の
区
域

次
の

、

、

、
イ

第
二
種
共
同
漁
業

測
地
系
に
よ
る
位
置
）
、
北
緯
三

と

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高

、
ワ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

と

と
を
結
ん
だ
線
及
び

、

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
を
除
く
。

ノ
子
島
西
端

船
瀬
灯
浮
標
（
北
緯
三
三
度
五
六

た
だ
し
、
曲
建
網
漁

業
を
除
く
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
十
五

か
ご
漁
業

一
月
一
日

先、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、

み
る
く
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

四
・
三
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限
る
。

あ
わ
び
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

三
度
五
六
分
二
七
秒
東
経
一
三
〇

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ

カ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線

）分
一
五
秒
東
経
一
三
〇
度
五
二
分

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
、

三
六

度 区たっと〇 と
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北
九
州
市
門
司
区

下
関
市
彦
島
竹
ノ

彦
島
西
山

下
関
市
旧
巌
流
島

五
六
分
〇
二
・
九
五

七
秒
東
経
一
三
〇
度

北
九
州
市
門
司
区

下
関
市
岬
之
町
防

置
し
た
標
識

北
九
州
市
門
司
区

下
関
市
壇
之
浦
町

五
四
分
四
八
秒
（
日

東
経
一
三
〇
度
五
四

北
九
州
市
門
司
区

ル
の
点

下
関
市
彦
島
旧
山

五
五
分
三
三
秒
（
日

東
経
一
三
〇
度
五
五

北
九
州
市
門
司
区

に
北
西
へ
二
六
〇
メ

下
関
市
彦
島
旧
大

三
〇
度
五
四
分
一
九

分
五
一
・
九
秒
東

置
）
）

北
九
州
市
門
司
区

一
・
三
五
メ
ー
ト
ル

下
関
市
彦
島
旧
金

五
一
分
五
五
秒
（
世

旧
笠
瀬
灯

八
秒
（
日
本
測
地
系

五
二
分
三
九
秒
（
世

彦
島
西
山

沿
い
に
東
へ
三
〇
メ

北
九
州
市
小
倉
北

門
司
埼
灯
台
基
部

子
島
町
旧
竹
ノ
子
島
橋
西
側
南

町
四
丁
目
旧
竹
ノ
子
島
橋
東
側

灯
台
跡
（
北
緯
三
三
度
五
五
分

秒
（
日
本
測
地
系
に
よ
る
位
置

五
五
分
五
四
・
三
秒
（
世
界
測

葛
葉
海
岸
通
り
四
番
護
岸
角

波
堤
屈
折
点
か
ら
埠
頭
沿
い
に

白
木
崎
護
岸
屈
折
点

火
の
山
下
潮
流
信
号
所
信
号
機

本
測
地
系
に
よ
る
位
置
）
、
北

分
三
九
・
四
秒
（
世
界
測
地
系

松
原
一
丁
目
高
田
川
橋
左
岸
高

底
ノ
鼻
灯
台
跡
（
北
緯
三
三
度

本
測
地
系
に
よ
る
位
置
）
、
北

分
二
四
・
四
秒
（
世
界
測
地
系

戸
ノ
上
山
山
頂

ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

山
ノ
鼻
灯
台
跡
（
北
緯
三
三
度

・
四
二
秒
（
日
本
測
地
系
に
よ

経
一
三
〇
度
五
四
分
一
〇
・
八

松
原
三
丁
目
村
中
川
河
口
左
岸

の
点

ノ
弦
岬
灯
台
跡
（
北
緯
三
三
度

界
測
地
系
に
よ
る
位
置
）
）

浮
標
（
北
緯
三
三
度
五
五
分
四

に
よ
る
位
置
）
、
北
緯
三
三
度

界
測
地
系
に
よ
る
位
置
）
）

町
一
丁
目
彦
島
製
錬
株
式
会
社

ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
柱

区
西
港
町
一
二
〇
番
地
日
明
埋

端南
端

四
八
・
九
七
秒
東
経
一
三
〇
度

）
、
北
緯
三
三
度
五
六
分
〇
・

地
系
に
よ
る
位
置
）
）

東
へ
三
五
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設

基
部

緯
三
三
度
五
四
分
三
九
・
七
秒

に
よ
る
位
置
）
）

欄
端
か
ら
右
岸
側
へ
二
メ
ー
ト

五
四
分
四
〇
秒
東
経
一
三
〇
度

緯
三
三
度
五
四
分
五
一
・
七
秒

に
よ
る
位
置
）
）

五
四
分
四
〇
・
一
九
秒
東
経
一

る
位
置
）
、
北
緯
三
三
度
五
四

秒
（
世
界
測
地
系
に
よ
る
位

か
ら
護
岸
沿
い
に
西
方
へ
二
三

五
四
分
二
八
秒
東
経
一
三
〇
度

八
秒
東
経
一
三
〇
度
五
二
分
四

五
六
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
〇
度

埋
立
地
護
岸
南
西
角
か
ら
護
岸

立
護
岸
南
東
角
か
ら
護
岸
沿
い

二
丁
目
、
彦
島
老
町
三
丁

寺
町
、
壇
之
浦
町
及
び
み

備
考

ヌ

か
ら
二

ル

か
ら
二

ヲ

か
ら
二

ワ

か
ら
二

カ

か
ら
三

関
係
地
区

下
関
市
伊
崎
町
一
丁
目

西
山
町
二
丁
目
、
彦
島
西

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

か
ら
二

リ

か
ら
二 荒

線
と
最
大
高細岬

点
イ

と

と 下下彦

業
所
埋
立
護

し
た
標
識

業
所
埋
立
護

目
、
彦
島
海
士
郷
町
、
彦
島
角
倉

も
す
そ
川
町

二
六
度
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
六
度
三
〇
分
三
八
五
メ
ー
ト
ル

一
〇
度
三
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
〇
度
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
六
度
一
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点

、
伊
崎
町
二
丁
目
、
彦
島
竹
ノ
子

山
町
三
丁
目
、
彦
島
西
山
町
四
丁

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
一
、
三
六

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
九
一
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
四
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上
最
大
高
潮
時
に
お

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
三
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上
最
大
高
潮
時
に
お

一
二
度
三
〇
分
二
〇
メ
ー
ト
ル
の

一
二
度
三
〇
分
二
〇
メ
ー
ト
ル
の

二
九
〇
〇
番
四
七

田
埠
頭
用
地
防
波
堤
突
端
か
ら
同

潮
時
海
岸
線
と
の
交
点

江
埠
頭
南
東
端

之
町
防
波
堤
灯
台
基
部

西
防
波
堤
突
端

埠
頭
北
西
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
一
、
五
八

関
漁
港
閘
門
北
側
東
端

関
漁
港
閘
門
南
側
東
端

島
迫
町
七
丁
目
三
〇
一
二
番
地
の

岸
北
西
端
角
か
ら
護
岸
沿
い
に
南

岸
南
東
端
角
か
ら
北
西
へ
二
七
メ

三
七

町
三
丁
目
、
大
字
六
連
島
、
阿
弥

の
点

島
町
、
彦
島
西
山
町
一
丁
目
、
彦

目
、
彦
島
老
町
一
丁
目
、
彦
島
老

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

け
る
海
面
の
中
央
点

ー
ト
ル
の
点

け
る
海
面
の
中
央
点

点点 に
設
置
し
た
標
柱

防
波
堤
と
直
角
に
陸
岸
を
見
通
し

五
メ
ー
ト
ル
の
点

一
下
関
三
井
化
学
株
式
会
社
彦
島

東
へ
一
四
二
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設

下
関
三
井
化
学
株
式
会
社
彦
島

ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

陀 島町 た 工置工



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

漁
場
の
位
置

し
お
ふ

に
し
漁

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

い
ぎ
す

え
ご
の

お
ご
の

て
ん
ぐ

ふ
の
り

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ

関
門
港
の
区
域
内
に
お
い
て

い
。

公
示
番
号

共
第
四
十
二
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

き
が
い
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

業漁
業

漁
業

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

五
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

と
が
で
き
な
い
。

は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等
を

び
漁
業
の
時
期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な

公
示
番
号

共
第
四
十

町
、
長
府
中
之
町
、
長
府

八
幡
町
、
長
府
古
城
町
、

陀
寺
町
、
壇
之
浦
町
及
び

備
考制

限
又
は
条
件

関
門
港
の
区
域
内
に
お

い
。

ホ

か
ら
一

ヘ

か
ら
一

ト

か
ら
一

チ

ト
と

か

を
結
ん
だ
線

関
係
地
区

下
関
市
長
府
黒
門
東
町

町
、
長
府
侍
町
二
丁
目
、 長満

点
イ

と

と

ロ

か
ら
一

ハ

か
ら
一

ニ

か
ら
一

下
関
市
壇
之
浦
町
及
び

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

点
の
位
置

基
点

下
関
市
壇

北
九
州
市

下
関
市
長

三
号

安
養
寺
四
丁
目
、
長
府
金
屋
浜
町

長
府
豊
城
町
、
長
府
四
王
司
町
、

み
も
す
そ
川
町

い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等

一
五
度
三
五
分
一
、
二
六
〇
メ
ー

一
四
度
一
五
分
一
、
二
三
〇
メ
ー

一
二
度
四
五
分
一
、
二
二
五
メ
ー

ら
一
二
五
度
二
、
〇
三
〇
メ
ー
ト

と
の
交
点

、
長
府
新
松
原
町
、
長
府
野
久
留

長
府
川
端
二
丁
目
、
長
府
惣
社
町

府
港
町
中
国
電
力
株
式
会
社
下
関

三
号
埋
立
地
関
門
港
湾
建

三
号
埋
立
地
護
岸
東
端

珠
島
北
端

を
結
ん
だ
線
上
最
大
高
潮
時
に
お

七
三
度
一
、
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

二
〇
度
四
〇
分
一
、
二
九
〇
メ
ー

一
九
度
三
〇
分
一
、
二
九
〇
メ
ー

長
府
港
町
地
先

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

の

ま
れ
た
区
域

之
浦
町
火
の
山
下
潮
流
信
号
所
信

門
司
区
門
司
埼
灯
台
基
部

府
宮
崎
町
串
崎
鼻
東
端
に
設
置
し

、
長
府
港
町
、
長
府
三
島
町
、
長

前
田
二
丁
目
、
長
府
浜
浦
町
、
阿

を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら

ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

ル
の
点
と
を
結
ん
だ
線
と

と

米
町
、
長
府
宮
崎
町
、
長
府
東

、
長
府
逢
坂
町
、
長
府
土
居
の

火
力
発
電
所
護
岸
東
端

設
株
式
会
社
護
岸
に
設
置
し
た
標

け
る
海
面
の
中
央
点

点ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高

号
機
基
部

た
標
識

三
八

府弥な と侍内 識 潮



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

下
関
市
長
府
港
町

ま
て
が

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

漁
場
の
位
置

下
関
市
長
府
扇
町
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

か
き
漁

さ
ざ
え

し
お
ふ

し
じ
み

に
し
漁

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

て
ん
ぐ

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

お
お
の

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

い
ぎ
す

え
ご
の

お
ご
の

三
号
埋
立
地
関
門
港
湾
建
設
株

い
漁
業

業漁
業

漁
業

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

業漁
業

き
が
い
漁
業

が
い
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

さ
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

が
い
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

五
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

式
会
社
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ハ

か
ら
一

関
係
地
区

下
関
市
長
府
才
川
一
丁

府
松
小
田
南
町
、
長
府
松

公
示
番
号

共
第
四
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の 満長亀

点
イ

と

と

と
ロ
と
を
結

ロ

か
ら
一

し
じ
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

し
お
ふ
き
が
い
漁
業

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
一
月
一

あ
お
の
り
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

え
ご
の
り
漁
業

五
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

三
七
度
三
〇
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

目
、
長
府
才
川
二
丁
目
、
長
府
松

小
田
東
町
、
長
府
松
小
田
北
町
及

四
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

珠
島
北
端

府
港
町
中
国
電
力
株
式
会
社
下
関

三
号
埋
立
地
護
岸
東
端

浜
町
と
同
市
ゆ
め
タ
ウ
ン
と
の
護

を
結
ん
だ
線
と

か
ら
一
一
二
度

ん
だ
線
と
の
交
点

二
五
度
二
、
〇
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

三
九

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ト
ル
の
点

小
田
本
町
、
長
府
松
小
田
中
町
、

び
千
鳥
ケ
丘
町

火
力
発
電
所
護
岸
東
端

岸
上
の
境
界
に
設
置
し
た
標
識

四
五
分
一
、
二
二
五
メ
ー
ト
ル
の

点

長 点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

関
係
地
区

下
関
市
亀
浜
町
、
千
鳥
浜
町
、

保
一
一
号
）

下
関
市
小
月
京
泊

王
喜
本
町

点
イ

か
ら
一
三
七
度

ロ

か
ら
一
八
二
度

ハ

か
ら
一
七
八
度

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

点
の
位
置

基
点

下
関
市
亀
浜
町
と

松
屋
本
町

標
識

工
領
開
作

山
陽
小
野
田
市
大

北
九
州
市
門
司
区

山
陽
小
野
田
市
大

漁
場
の
位
置

下
関
市
亀
浜
町
、
千
鳥
浜
町
、

町
二
丁
目
、
清
末
東
町
三
丁
目
、

王
喜
宇
津
井
一
丁
目
、
白
崎
一
丁

山
陽
小
野
田
市
大
字
埴
生
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

に
な
漁

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

王
司
本
町
一
丁
目
、
王
司
本
町

豊
厚
橋
右
岸
北
角

四
丁
目
豊
厚
橋
左
岸
北
角

三
〇
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
、
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

同
市
ゆ
め
タ
ウ
ン
と
の
護
岸
上

三
丁
目
海
上
自
衛
隊
小
月
航
空

王
喜
漁
港
護
岸
南
東
端
に
設
置

字
埴
生
埴
生
干
拓
護
岸
南
東
端

部
埼
灯
台
基
部

字
津
布
田
字
一
の
桂
ケ
迫
六
〇

乃
木
浜
一
丁
目
、
乃
木
浜
二
丁

清
末
東
町
五
丁
目
、
清
末
東
町

目
、
白
崎
二
丁
目
、
松
屋
本
町

ホ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

て
囲
ま
れ
た
区
域

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

業漁
業

漁
業

二
丁
目
、
王
司
本
町
三
丁
目
、

の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

の
境
界
に
設
置
し
た
標
識

基
地
護
岸
南
西
端
に
設
置
し
た

し
た
標
識

一
番
地
に
設
置
し
た
標
柱
（
海

目
、
乃
木
浜
三
丁
目
、
清
末
東

六
丁
目
、
王
喜
本
町
五
丁
目
、

三
丁
目
及
び
工
領
開
作
並
び
に

線
及
び

と

と
を
結
ん
だ
線

公
示
番
号

共
第
四
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

町
六
丁
目
、
王
喜
宇
津
井

一
丁
目
、
木
屋
川
本
町
二

丁
目
、
木
屋
川
南
町
一
丁

に
山
陽
小
野
田
市
大
字
埴

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

王
司
本
町
四
丁
目
、
王
司

丁
目
、
王
司
上
町
三
丁
目

川
端
二
丁
目
、
王
司
川
端

目
、
王
司
神
田
四
丁
目
、

目
、
乃
木
浜
二
丁
目
、
乃

丁
目
、
松
屋
本
町
四
丁
目

上
町
三
丁
目
、
松
屋
東
町

目
、
王
喜
本
町
二
丁
目
、

ば
い
漁
業

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

し
お
ふ
き
が
い
漁
業

に
し
漁
業

五
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
一
月
一

あ
お
の
り
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

一
丁
目
、
王
喜
宇
津
井
二
丁
目
、

丁
目
、
木
屋
川
本
町
三
丁
目
、
木

目
、
木
屋
川
南
町
二
丁
目
、
木
屋

生る
こ
と
が
で
き
な
い
。

本
町
五
丁
目
、
王
司
本
町
六
丁
目

、
王
司
上
町
四
丁
目
、
王
司
上
町

三
丁
目
、
王
司
神
田
一
丁
目
、
王

王
司
神
田
五
丁
目
、
王
司
神
田
六

木
浜
三
丁
目
、
松
屋
本
町
一
丁
目

、
松
屋
本
町
五
丁
目
、
松
屋
上
町

一
丁
目
、
松
屋
東
町
二
丁
目
、
松

王
喜
本
町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
四

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

王
喜
宇
津
井
三
丁
目
、
木
屋
川
本

屋
川
本
町
四
丁
目
、
木
屋
川
本
町

川
南
町
三
丁
目
及
び
大
字
松
屋
並

、
王
司
上
町
一
丁
目
、
王
司
上
町

五
丁
目
、
王
司
川
端
一
丁
目
、
王

司
神
田
二
丁
目
、
王
司
神
田
三

丁
目
、
王
司
南
町
、
乃
木
浜
一

、
松
屋
本
町
二
丁
目
、
松
屋
本
町

一
丁
目
、
松
屋
上
町
二
丁
目
、
松

屋
東
町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
一

丁
目
、
王
喜
本
町
五
丁
目
、
王
喜

四
〇

町五び 二司丁丁三屋丁本



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

あ
お
の

い
ぎ
す

町
、
長
府
中
之
町
、
長
府
安
養
寺

八
幡
町
、
長
府
古
城
町
、
長
府
豊

陀
寺
町
、
壇
之
浦
町
及
び
み
も
す

公
示
番
号

共
第
四
十
六
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

長
府
港
町

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

か
ら
九
七
度
五

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

下
関
市
長
府
黒
門
東
町
、
長

町
、
長
府
侍
町
二
丁
目
、
長
府

下
関
市
満
珠
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

下
関
市
満
珠
島
灯

北
九
州
市
門
司
区

下
関
市
満
珠
島
北

長
府
扇
町

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

漁
場
の
位
置

り
漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

四
丁
目
、
長
府
金
屋
浜
町
、
長

城
町
、
長
府
四
王
司
町
、
前
田

そ
川
町

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

中
国
電
力
株
式
会
社
下
関
火
力

だ
線
上

か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

府
新
松
原
町
、
長
府
野
久
留
米
町

川
端
二
丁
目
、
長
府
惣
社
町
、
長

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

台
基
部

部
埼
灯
台
基
部

端四
号
埋
立
地
護
岸
東
端

い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

業漁
業

漁
業

八
月
三
十
一
日
ま
で

府
港
町
、
長
府
三
島
町
、
長
府

二
丁
目
、
長
府
浜
浦
町
、
阿
弥

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

発
電
所
護
岸
南
端

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

、
長
府
宮
崎
町
、
長
府
東
侍

府
逢
坂
町
、
長
府
土
居
の
内

て
囲
ま
れ
た
区
域

北
九
州
市

山
陽
小
野

北
九
州
市

漁
場
の
位
置

山
陽
小
野
田
市
大
字
郡

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大
高

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野

保
一
一
号
）

門
司
区
部
埼
灯
台
基
部

田
市
大
字
郡
旧
宮
崎
鼻
に
設
置
し

門
司
区
津
村
島
北
端

地
先

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
、

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

田
市
大
字
津
布
田
字
一
の
桂
ケ
迫

に
し
漁
業

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

し
お
ふ
き
が
い
漁
業

し
じ
み
が
い
漁
業

つ
め
た
が
い
漁
業

え
ご
の
り
漁
業

五
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

四
一

た
標
柱

と

と
を
結
ん
だ
線
及
び

と

た
区
域

六
〇
一
番
地
に
設
置
し
た
標
柱
（

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

海



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報

備

（号 外 ）

か
き
漁

お
ご
の

て
ん
ぐ

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

お
お
の

公
示
番
号

共
第
四
十
七
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

い
ぎ
す

え
ご
の

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

山
陽
小
野
田
市
（
山
陽
小
野
田

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

山
陽
小
野
田
市
有

ル
の
点
に
設
置
し
た

北
九
州
市
門
司
区

山
陽
小
野
田
市
大大大

点
イ

と

と
を
結
ん

業 り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

が
い
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

五
月
一
日
か
ら

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

市
大
字
埴
生
及
び
大
字
小
野
田

が
で
き
な
い
。

帆
川
河
口
左
岸
西
角
か
ら
護
岸

標
識

戸
ノ
上
山
頂
上

字
郡
厚
狭
川
橋
右
岸
南
角

字
西
高
泊
厚
狭
川
橋
左
岸
南
角

字
小
野
田
小
野
田
橋
右
岸
南
角

小
野
田
橋
左
岸
南
角

だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇
〇
メ

八
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

を
除
く
。
）

沿
い
に
南
東
へ
四
〇
〇
メ
ー
ト

ー
ト
ル
の
点

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

福
岡
県
行

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

関
係
地
区

山
陽
小
野
田
市
大
字
小

備
考制

限
又
は
条
件

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野

〇
〇
メ
ー
ト

北
九
州
市

山
陽
小
野

北
九
州
市

山
陽
小
野

下
関
市
大

漁
場
の
位
置

山
陽
小
野
田
市
大
字
小

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ま
れ
た
区
域

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

橋
市
蓑
島
山
頂
上

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

野
田

田
市
大
字
小
野
田
有
帆
川
河
口
左

ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

門
司
区
戸
ノ
上
山
頂
上

田
市
大
字
小
野
田
竜
王
山
頂
上

門
司
区
鵜
ノ
瀬
鼻
南
端

田
市
大
字
小
野
田
本
山
岬
南
端
に

字
形
山
青
山
頂
上

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

野
田
地
先

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

さ
ざ
え
漁
業

し
お
ふ
き
が
い
漁
業

し
じ
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

岸
西
角
か
ら
護
岸
沿
い
に
南
東
へ

設
置
し
た
標
識

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

四
二

四 囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

大

下
関
市
工
領
開
作

松
屋
本
町

北
九
州
市
門
司
区

下
関
市
大
字
形
山

山
陽
小
野
田
市
大

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

北
九
州
市
門
司
区

山
陽
小
野
田
市
大

保
一
一
号
）

基
点

下
関
市
長
府
宮
崎

満
珠
島
灯

北
九
州
市
門
司
区

山
陽
小
野
田
市
大大

北
九
州
市
門
司
区

福
岡
県
行
橋
市
蓑

山
陽
小
野
田
市
大

し
ゃ
こ

漁
場
の
位
置

山
陽
小
野
田
市
大
字
小
野
田
本

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

ソ
、
ツ
、
ネ
、
イ
の
各
点
を
順

ウ
、
ナ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線

点
の
位
置

公
示
番
号

共
第
四
十
八
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
さ
り

に
し
漁

ま
て
が

え
む
し

字
埴
生
埴
生
干
拓
護
岸
南
東
端

王
喜
漁
港
護
岸
南
東
端
に
設
置

三
丁
目
海
上
自
衛
隊
小
月
航
空

鵜
ノ
瀬
鼻
南
端

青
山
頂
上

字
小
野
田
有
帆
川
河
口
左
岸
西

に
設
置
し
た
標
識

戸
ノ
上
山
頂
上

津
村
島
北
端

字
津
布
田
字
一
の
桂
ケ
迫
六
〇

町
串
崎
鼻
東
端
に
設
置
し
た
標

台
基
部

部
埼
灯
台
基
部

字
郡
旧
宮
崎
鼻
に
設
置
し
た
標

字
小
野
田
本
山
岬
南
端
に
設
置

網
の
鼻
東
端

島
山
頂
上

字
小
野
田
竜
王
山
頂
上

漁
業

山
岬
以
西
沖
合

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、

次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
を
除

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

業い
漁
業

漁
業

し
た
標
識

基
地
護
岸
南
西
端
に
設
置
し
た

角
か
ら
護
岸
沿
い
に
南
東
へ
四

一
番
地
に
設
置
し
た
標
柱
（
海

識柱し
た
標
識

ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、
レ
、

区
域
（
次
の
ナ
、
ラ
、
ム
、

く
。
） の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

関
係
地
区

下
関
市
長
府
黒
門
東
町

町
、
長
府
侍
町
二
丁
目
、

レ

か
ら
一

ソ

か
ら
一

ツ

か
ら
一

ネ

か
ら
一

ナ

と

と

ラ

か
ら
九

ム

と

と

ウ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

ル

と

と

ヲ

か
ら
一

ワ

か
ら
一

カ

か
ら
一

ヨ

か
ら
一

タ

か
ら
一

点
イ

か
ら
一

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

標
識

亀長満長長
、
長
府
新
松
原
町
、
長
府
野
久
留

長
府
川
端
二
丁
目
、
長
府
惣
社
町

一
三
度
四
〇
分
一
、
三
〇
〇
メ
ー

一
五
度
一
、
二
九
五
メ
ー
ト
ル
の

一
五
度
三
五
分
一
、
二
八
〇
メ
ー

二
〇
度
一
〇
分
一
、
三
一
五
メ
ー

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
〇
〇
メ

七
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
一
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

七
八
度
二
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

八
二
度
二
、
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

三
七
度
三
〇
分
二
、
〇
〇
〇
メ
ー

二
五
度
二
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

一
一
度
五
〇
分
一
、
三
〇
〇
メ
ー

七
三
度
一
、
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
二
、
〇
〇

浜
町
と
同
市
ゆ
め
タ
ウ
ン
と
の
護

府
港
町
三
号
埋
立
地
護
岸
東
端

中
国
電
力
株
式
会
社
下
関

珠
島
北
端

府
扇
町
四
号
埋
立
地
護
岸
東
端

府
港
町
中
国
電
力
株
式
会
社
下
関

四
三

米
町
、
長
府
宮
崎
町
、
長
府
東

、
長
府
逢
坂
町
、
長
府
土
居
の

ト
ル
の
点

点ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点点ト
ル
の
点

点ト
ル
の
点

点〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

岸
上
の
境
界
に
設
置
し
た
標
識

火
力
発
電
所
護
岸
東
端

火
力
発
電
所
護
岸
南
端

侍内



平成 年 月 日 金曜日 山 口

備

県 報 （号 外 ）

も
が
い

公
示
番
号

共
第
四
十
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
か
が

う
ち
む

た
い
ら

と
り
が

な
み
が

み
る
く

に
山
陽
小
野
田
市

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ

関
門
港
の
区
域
内
に
お
い
て

い
。

目
、
王
司
神
田
四
丁
目
、
王
司

目
、
乃
木
浜
二
丁
目
、
乃
木
浜
三

丁
目
、
松
屋
本
町
四
丁
目
、
松
屋

上
町
三
丁
目
、
松
屋
東
町
一
丁

目
、
王
喜
本
町
二
丁
目
、
王
喜
本

町
六
丁
目
、
王
喜
宇
津
井
一
丁
目

一
丁
目
、
木
屋
川
本
町
二
丁
目
、

丁
目
、
木
屋
川
南
町
一
丁
目
、
木

町
、
長
府
中
之
町
、
長
府
安
養
寺

八
幡
町
、
長
府
古
城
町
、
長
府
豊

陀
寺
町
、
壇
之
浦
町
、
み
も
す
そ

本
町
、
長
府
松
小
田
中
町
、
長
府

ケ
丘
町
、
亀
浜
町
、
千
鳥
浜
町
、

王
司
本
町
四
丁
目
、
王
司
本
町
五

丁
目
、
王
司
上
町
三
丁
目
、
王
司

川
端
二
丁
目
、
王
司
川
端
三
丁

漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

ら
さ
き
漁
業

ぎ
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

と
が
で
き
な
い
。

は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等
を

神
田
五
丁
目
、
王
司
神
田
六
丁
目

丁
目
、
松
屋
本
町
一
丁
目
、
松

本
町
五
丁
目
、
松
屋
上
町
一
丁

目
、
松
屋
東
町
二
丁
目
、
松
屋
東

町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
四
丁
目

、
王
喜
宇
津
井
二
丁
目
、
王
喜

木
屋
川
本
町
三
丁
目
、
木
屋
川

屋
川
南
町
二
丁
目
、
木
屋
川
南

四
丁
目
、
長
府
金
屋
浜
町
、
長

城
町
、
長
府
四
王
司
町
、
前
田

川
町
、
長
府
才
川
一
丁
目
、
長

松
小
田
南
町
、
長
府
松
小
田
東

王
司
本
町
一
丁
目
、
王
司
本
町

丁
目
、
王
司
本
町
六
丁
目
、
王

上
町
四
丁
目
、
王
司
上
町
五
丁

目
、
王
司
神
田
一
丁
目
、
王
司
神

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な

、
王
司
南
町
、
乃
木
浜
一
丁

屋
本
町
二
丁
目
、
松
屋
本
町
三

目
、
松
屋
上
町
二
丁
目
、
松
屋

町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
一
丁

、
王
喜
本
町
五
丁
目
、
王
喜
本

宇
津
井
三
丁
目
、
木
屋
川
本
町

本
町
四
丁
目
、
木
屋
川
本
町
五

町
三
丁
目
及
び
大
字
松
屋
並
び

府
港
町
、
長
府
三
島
町
、
長
府

二
丁
目
、
長
府
浜
浦
町
、
阿
弥

府
才
川
二
丁
目
、
長
府
松
小
田

町
、
長
府
松
小
田
北
町
、
千
鳥

二
丁
目
、
王
司
本
町
三
丁
目
、

司
上
町
一
丁
目
、
王
司
上
町
二

目
、
王
司
川
端
一
丁
目
、
王
司

田
二
丁
目
、
王
司
神
田
三
丁

点
イ

と

と

ロ

か
ら
一

下
関
市
小王

山
陽
小
野

下
関
市
長

北
九
州
市

下
関
市
長満

北
九
州
市

山
陽
小
野

北
九
州
市

福
岡
県
行

山
陽
小
野
田
市
大
字
小

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

線
、

と

と
を
結
ん
だ

ま
れ
た
区
域
（
次
の
ト
、

順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て

点
の
位
置

基
点

下
関
市
壇

第
二
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

を
結
ん
だ
線
上
最
大
高
潮
時
に
お

七
三
度
一
、
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

月
京
泊
豊
厚
橋
右
岸
北
角

喜
本
町
四
丁
目
豊
厚
橋
左
岸
北
角

田
市
大
字
郡
厚
狭
川
橋
右
岸
南
角

大
字
西
高
泊
厚
狭
川
橋
左
岸

大
字
小
野
田
小
野
田
橋
右
岸

小
野
田
橋
左
岸

府
港
町
三
号
埋
立
地
護
岸
東
端

中
国
電
力
株
式
会
社
下
関

門
司
区
門
司
埼
灯
台
基
部

府
宮
崎
町
串
崎
鼻
東
端
に
設
置
し

珠
島
灯
台
基
部

門
司
区
部
埼
灯
台
基
部

田
市
大
字
郡
旧
宮
崎
鼻
に
設
置
し

大
字
小
野
田
本
山
岬
南
端
に

門
司
区
網
の
鼻
東
端

橋
市
蓑
島
山
頂
上

野
田
本
山
岬
以
西
地
先

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、

の
各
点
を
順

線
及
び

と

と
を
結
ん
だ
線
と

チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ

囲
ま
れ
た
区
域
を
除
く
。
）

之
浦
町
火
の
山
下
潮
流
信
号
所
信

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

二
月
一
日

け
る
海
面
の
中
央
点

点 南
角

南
角

南
角

火
力
発
電
所
護
岸
東
端

た
標
識

た
標
柱

設
置
し
た
標
識

次
結
ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

、
ヨ
、
タ
、
レ
、
ソ
、
ト
の
各
点

号
機
基
部

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

四
四

だ囲を



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

目
、
王
喜
本
町
二
丁
目
、
王
喜
本

町
六
丁
目
、
王
喜
宇
津
井
一
丁
目

一
丁
目
、
木
屋
川
本
町
二
丁
目
、

ケ
丘
町
、
亀
浜
町
、
千
鳥
浜
町
、

王
司
本
町
四
丁
目
、
王
司
本
町
五

丁
目
、
王
司
上
町
三
丁
目
、
王
司

川
端
二
丁
目
、
王
司
川
端
三
丁

目
、
王
司
神
田
四
丁
目
、
王
司

目
、
乃
木
浜
二
丁
目
、
乃
木
浜
三

丁
目
、
松
屋
本
町
四
丁
目
、
松
屋

上
町
三
丁
目
、
松
屋
東
町
一
丁

ソ

か
ら
一
一
二
度

関
係
地
区

下
関
市
長
府
黒
門
東
町
、
長

町
、
長
府
侍
町
二
丁
目
、
長
府

町
、
長
府
中
之
町
、
長
府
安
養
寺

八
幡
町
、
長
府
古
城
町
、
長
府
豊

陀
寺
町
、
壇
之
浦
町
、
み
も
す
そ

本
町
、
長
府
松
小
田
中
町
、
長
府

ヌ

か
ら
一
一
三
度

ル

か
ら
一
一
五
度

ヲ

か
ら
一
一
五
度

ワ

か
ら
一
二
〇
度

カ

か
ら
一
二
〇
度

ヨ

か
ら
一
一
九
度

タ

か
ら
一
一
五
度

レ

か
ら
一
一
四
度

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

か
ら
一
二
五
度

チ

か
ら
一
二
五
度

リ

か
ら
一
一
一
度

町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
四
丁
目

、
王
喜
宇
津
井
二
丁
目
、
王
喜

木
屋
川
本
町
三
丁
目
、
木
屋
川

王
司
本
町
一
丁
目
、
王
司
本
町

丁
目
、
王
司
本
町
六
丁
目
、
王

上
町
四
丁
目
、
王
司
上
町
五
丁

目
、
王
司
神
田
一
丁
目
、
王
司
神

神
田
五
丁
目
、
王
司
神
田
六
丁
目

丁
目
、
松
屋
本
町
一
丁
目
、
松

本
町
五
丁
目
、
松
屋
上
町
一
丁

目
、
松
屋
東
町
二
丁
目
、
松
屋
東

四
五
分
一
、
二
二
五
メ
ー
ト
ル

府
新
松
原
町
、
長
府
野
久
留
米
町

川
端
二
丁
目
、
長
府
惣
社
町
、
長

四
丁
目
、
長
府
金
屋
浜
町
、
長

城
町
、
長
府
四
王
司
町
、
前
田

川
町
、
長
府
才
川
一
丁
目
、
長

松
小
田
南
町
、
長
府
松
小
田
東

四
〇
分
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

一
、
二
九
五
メ
ー
ト
ル
の
点

三
五
分
一
、
二
八
〇
メ
ー
ト
ル

一
〇
分
一
、
三
一
五
メ
ー
ト
ル

四
〇
分
一
、
二
九
〇
メ
ー
ト
ル

三
〇
分
一
、
二
九
〇
メ
ー
ト
ル

三
五
分
一
、
二
六
〇
メ
ー
ト
ル

一
五
分
一
、
二
三
〇
メ
ー
ト
ル

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
五
、
〇
〇
〇
メ

二
、
〇
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
分
一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

、
王
喜
本
町
五
丁
目
、
王
喜
本

宇
津
井
三
丁
目
、
木
屋
川
本
町

本
町
四
丁
目
、
木
屋
川
本
町
五

二
丁
目
、
王
司
本
町
三
丁
目
、

司
上
町
一
丁
目
、
王
司
上
町
二

目
、
王
司
川
端
一
丁
目
、
王
司

田
二
丁
目
、
王
司
神
田
三
丁

、
王
司
南
町
、
乃
木
浜
一
丁

屋
本
町
二
丁
目
、
松
屋
本
町
三

目
、
松
屋
上
町
二
丁
目
、
松
屋

町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
一
丁

の
点、

長
府
宮
崎
町
、
長
府
東
侍

府
逢
坂
町
、
長
府
土
居
の
内

府
港
町
、
長
府
三
島
町
、
長
府

二
丁
目
、
長
府
浜
浦
町
、
阿
弥

府
才
川
二
丁
目
、
長
府
松
小
田

町
、
長
府
松
小
田
北
町
、
千
鳥

の
点

の
点

の
点

の
点

の
点

の
点

の
点

ー
ト
ル
の
点

の
点

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野

第
二
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

山
陽
小
野
田
市
大
字
小

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
イ

公
示
番
号

共
第
五
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

丁
目
、
木
屋
川
南
町
一
丁

に
山
陽
小
野
田
市

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗

関
門
港
の
区
域
内
に

い
。

田
市
大
字
小
野
田
本
山
岬
南
端
に

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

野
田
本
山
岬
沖
合

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

か
き
漁
業

目
、
木
屋
川
南
町
二
丁
目
、
木
屋

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊

四
五

設
置
し
た
標
識

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

川
南
町
三
丁
目
及
び
大
字
松
屋
並

等
を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら

びな



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

え
ご
の

に
山
陽
小
野
田
市

公
示
番
号

共
第
五
十
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

い
ぎ
す

目
、
王
司
神
田
四
丁
目
、
王
司

目
、
乃
木
浜
二
丁
目
、
乃
木
浜
三

丁
目
、
松
屋
本
町
四
丁
目
、
松
屋

上
町
三
丁
目
、
松
屋
東
町
一
丁

目
、
王
喜
本
町
二
丁
目
、
王
喜
本

町
六
丁
目
、
王
喜
宇
津
井
一
丁
目

一
丁
目
、
木
屋
川
本
町
二
丁
目
、

丁
目
、
木
屋
川
南
町
一
丁
目
、
木

町
、
長
府
中
之
町
、
長
府
安
養
寺

八
幡
町
、
長
府
古
城
町
、
長
府
豊

陀
寺
町
、
壇
之
浦
町
、
み
も
す
そ

本
町
、
長
府
松
小
田
中
町
、
長
府

ケ
丘
町
、
亀
浜
町
、
千
鳥
浜
町
、

王
司
本
町
四
丁
目
、
王
司
本
町
五

丁
目
、
王
司
上
町
三
丁
目
、
王
司

川
端
二
丁
目
、
王
司
川
端
三
丁

北
九
州
市
門
司
区

福
岡
県
行
橋
市
蓑

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

下
関
市
長
府
黒
門
東
町
、
長

町
、
長
府
侍
町
二
丁
目
、
長
府

り
漁
業

五
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

二
月
一
日
か
ら

神
田
五
丁
目
、
王
司
神
田
六
丁
目

丁
目
、
松
屋
本
町
一
丁
目
、
松

本
町
五
丁
目
、
松
屋
上
町
一
丁

目
、
松
屋
東
町
二
丁
目
、
松
屋
東

町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
四
丁
目

、
王
喜
宇
津
井
二
丁
目
、
王
喜

木
屋
川
本
町
三
丁
目
、
木
屋
川

屋
川
南
町
二
丁
目
、
木
屋
川
南

四
丁
目
、
長
府
金
屋
浜
町
、
長

城
町
、
長
府
四
王
司
町
、
前
田

川
町
、
長
府
才
川
一
丁
目
、
長

松
小
田
南
町
、
長
府
松
小
田
東

王
司
本
町
一
丁
目
、
王
司
本
町

丁
目
、
王
司
本
町
六
丁
目
、
王

上
町
四
丁
目
、
王
司
上
町
五
丁

目
、
王
司
神
田
一
丁
目
、
王
司
神

網
の
鼻
東
端

島
山
頂
上

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
五
、
〇
〇
〇
メ

府
新
松
原
町
、
長
府
野
久
留
米
町

川
端
二
丁
目
、
長
府
惣
社
町
、
長八

月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

、
王
司
南
町
、
乃
木
浜
一
丁

屋
本
町
二
丁
目
、
松
屋
本
町
三

目
、
松
屋
上
町
二
丁
目
、
松
屋

町
三
丁
目
、
王
喜
本
町
一
丁

、
王
喜
本
町
五
丁
目
、
王
喜
本

宇
津
井
三
丁
目
、
木
屋
川
本
町

本
町
四
丁
目
、
木
屋
川
本
町
五

町
三
丁
目
及
び
大
字
松
屋
並
び

府
港
町
、
長
府
三
島
町
、
長
府

二
丁
目
、
長
府
浜
浦
町
、
阿
弥

府
才
川
二
丁
目
、
長
府
松
小
田

町
、
長
府
松
小
田
北
町
、
千
鳥

二
丁
目
、
王
司
本
町
三
丁
目
、

司
上
町
一
丁
目
、
王
司
上
町
二

目
、
王
司
川
端
一
丁
目
、
王
司

田
二
丁
目
、
王
司
神
田
三
丁

ー
ト
ル
の
点

、
長
府
宮
崎
町
、
長
府
東
侍

府
逢
坂
町
、
長
府
土
居
の
内

第
二
種
共
同
漁
業

下
の
も
の
に
限

る
。
）

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

一
月
一
日

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ば
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

し
お
ふ
き
が
い
漁
業

し
じ
み
が
い
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

十
一
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四
六



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

備

報 （号 外 ）

か
き
漁

た
い
ら

い
。公

示
番
号

共
第
五
十
二
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
か
が

あ
さ
り

う
ち
む

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

か
ら
一
八
〇
度

ハ

か
ら
九
四
度
四

関
係
地
区

宇
部
市
及
び
山
陽
小
野
田
市

考制
限
又
は
条
件

宇
部
港
の
区
域
内
に
お
い
て

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野
田
市
大

福
岡
県
行
橋
市
蓑

宇
部
市
西
沖
干
拓

に
設
置
し
た
標
柱

山
陽
小
野
田
市
大西

設
置
し
た
標
識 小

型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

山
陽
小
野
田
市
西
沖
干
拓
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

業ぎ
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

ら
さ
き
漁
業

だ
線
上

か
ら
五
、
〇
〇
〇
メ

四
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
五
メ
ー
ト
ル
の
点

は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等
を
妨

字
小
野
田
本
山
岬
南
端
に
設
置

島
山
頂
上

護
岸
東
端
か
ら
護
岸
沿
い
に
西

字
小
野
田
本
山
岬
本
山
観
音
前

沖
干
拓
護
岸
西
端
屈
曲
部
か
ら

置
網
漁
業

一
月
一
日
か
ら

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

、
ハ

て
囲
ま
れ
た
区
域

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な

し
た
標
識

へ
一
、
〇
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

に
設
置
し
た
標
柱

東
へ
一
二
一
メ
ー
ト
ル
の
点
に

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線

宇
部
市
及
び
山
陽
小
野

福
岡
県
と

宇
部
市
西

に
設
置
し
た

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

か
ら
一

関
係
地
区

山
陽
小
野
田
市
西
沖
干

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

山
陽
小
野

福
岡
県
行

宇
部
市
大

一
二
〇
メ
ー

第
二
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

田
市

大
分
県
と
の
境
界
（
山
国
川
河
口

沖
干
拓
護
岸
東
端
か
ら
護
岸
沿
い

標
柱

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
、
〇
〇

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

八
〇
度
四
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

拓
沖
合

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

田
市
大
字
小
野
田
本
山
岬
南
端
に

橋
市
蓑
島
山
頂
上

字
沖
宇
部
芝
中
沖
埋
立
地

一
〇

ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

い
か
巣
網
漁
業

四
月
一
日

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

四
七

中
央
点
）

に
西
へ
一
、
〇
八
〇
メ
ー
ト
ル
の

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点 よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

設
置
し
た
標
識

・
〇
メ
ー
ト
ル
岸
壁
西
端
か
ら
西

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

点 へ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ば
か
が

は
ま
ぐ

し
じ
み

た
い
ら

つ
め
た

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

ば
い
漁

あ
さ
り

あ
わ
び

う
ち
む

お
お
の

か
が
み

か
き
漁

さ
ざ
え

し
お
ふ

お
ご
の

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

公
示
番
号

共
第
五
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ま
も

い
ぎ
す

え
ご
の

い
漁
業

り
漁
業

が
い
漁
業

ぎ
漁
業

が
い
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業 漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

き
が
い
漁
業

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

四
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
一
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

山
口
市
竹

宇
部
市
と

一
二
〇
メ
ー

福
岡
県
と

宇
部
市
亀

山
口
市
深秋

宇
部
市
八

防
府
市
向

宇
部
市
大

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

線
及
び

と

と
を
結
ん

チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、
ヲ
、

点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
西

に
設
置
し
た大

第
二
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

宇
部
市
地
先

漁
場
の
区
域

島
南
西
端

山
口
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

大
分
県
と
の
境
界
（
山
国
川
河
口

浦
四
丁
目
に
設
置
し
た
標
柱

溝
藤
尾
鼻
東
端

穂
二
島
幸
崎
西
端

王
子
町
宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南

島
牛
ケ
頸
南
端

字
東
岐
波
月
崎
南
端

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、

の
各
点
を
順

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、
レ
、
ソ
、
ツ

大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

沖
干
拓
護
岸
東
端
か
ら
護
岸
沿
い

標
柱

字
沖
宇
部
芝
中
沖
埋
立
地

一
〇

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

に
お
け
る
境
界
点

中
央
点
）

東
端

次
結
ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
次
の
ト

、
ネ
、
ナ
、
ラ
、
ム
、
ウ
、

の

ま
れ
た
区
域
を
除
く
。
）

に
西
へ
一
、
〇
八
〇
メ
ー
ト
ル
の

・
〇
メ
ー
ト
ル
岸
壁
西
端
か
ら
西

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四
八

だ、各点へ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ウ

か
ら
一
三
五
度

関
係
地
区

宇
部
市

タ

か
ら
一
一
五
度

レ

か
ら
九
三
度
四

ソ

か
ら
八
六
度
一

ツ

か
ら
八
八
度
一

ネ

か
ら
九
〇
度
一

ナ

か
ら
八
二
度
三

ラ

か
ら
一
二
六
度

ム

か
ら
一
一
八
度

チ

か
ら
一
一
〇
度

リ

か
ら
一
二
三
度

ヌ

か
ら
一
九
七
度

ル

か
ら
一
九
四
度

ヲ

か
ら
一
二
九
度

ワ

か
ら
一
三
六
度

カ

か
ら
一
二
五
度

ヨ

か
ら
一
二
〇
度

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

か
ら
一
八
〇
度

ニ

と

と
を
結
ん

と
の
交
点

ホ

と

と
を
結
ん

と
の
交
点

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

か
ら
一
一
一
度

厚
東
川
宇

厚
東
川
宇

真
締
川
宇

真
締
川
宇

大
字
沖
宇

宇
部
岬
漁

点
イ

か
ら
一
八
〇
度

四
〇
分
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
分
六
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
分
八
一
五
メ
ー
ト
ル
の
点

、
〇
六
五
メ
ー
ト
ル
の
点

、
〇
三
五
メ
ー
ト
ル
の
点

五
分
一
、
〇
九
〇
メ
ー
ト
ル
の

〇
分
一
、
二
三
五
メ
ー
ト
ル
の

三
〇
分
四
七
五
メ
ー
ト
ル
の
点

二
〇
分
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
分
四
八
五
メ
ー
ト
ル
の
点

五
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
〇
分
六
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
〇
分
五
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
分
五
三
五
メ
ー
ト
ル
の
点

五
二
五
メ
ー
ト
ル
の
点

二
〇
分
五
三
五
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
六
、
五
〇
〇
メ

六
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八
三
度

だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八
三
度

だ
線
上

か
ら
一
、
三
〇
〇
メ

三
八
八
メ
ー
ト
ル
の
点

部
線
鉄
橋
右
岸
南
角

部
線
鉄
橋
左
岸
南
角

部
線
鉄
橋
右
岸
南
角

部
線
鉄
橋
左
岸
南
角

部
東
見
初
埋
立
地
護
岸
南
東
端

港
旧
防
波
堤
灯
台
跡
に
設
置
し

四
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

点点 ー
ト
ル
の
点

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

ー
ト
ル
の
点

た
標
識

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

（
次
の
ト
を
中
心
と
し
た

第
二
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

宇
部
市
沖
合

漁
場
の
区
域

公
示
番
号

共
第
五
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗

宇
部
港
の
区
域
内
に

い
。

、
ホ
、
ヘ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結

半
径
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に
よ

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

い
か
巣
網
漁
業

四
月
一
日

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

四
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

か
き
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

お
い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊

四
九

ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
を
除
く
。
）

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

等
を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら

域 な



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

あ
ま
も

宇
部
市

公
示
番
号

共
第
五
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ま
の

ニ

と

と
を
結
ん

と
の
交
点

ホ

か
ら
一
八
〇
度

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

北
緯
三
三
度
四

置
）
の
点
（
北
緯
三

三
五
三
秒
（
世
界
測

関
係
地
区

防
府
市
野
島
定
兼

宇
部
市
八
王
子
町

防
府
市
向
島
牛
ケ

宇
部
市
亀
浦
四
丁

点
イ

か
ら
一
八
〇
度

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

と
の
交
点

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
西
沖
干
拓

に
設
置
し
た
標
柱

大
字
沖
宇

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
の

福
岡
県
と
大
分
県

山
口
市
深
溝
藤
尾

秋
穂
二
島

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

り
漁
業

だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八
三
度

六
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
六
、
五
〇
〇
メ

九
分
四
五
秒
東
経
一
三
一
度
一
三

三
度
四
九
分
五
六
・
七
九
八
秒

地
系
に
よ
る
位
置
）
の
点
）

鼻
南
端

宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南
東
端

頸
南
端

目
に
設
置
し
た
標
柱

四
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八
三
度

護
岸
東
端
か
ら
護
岸
沿
い
に
西

部
芝
中
沖
埋
立
地

一
〇
・
〇

点
に
設
置
し
た
標
識

と
の
境
界
（
山
国
川
河
口
中
央

鼻
東
端

幸
崎
西
端

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

ー
ト
ル
の
点

分
（
日
本
測
地
系
に
よ
る
位

東
経
一
三
一
度
一
二
分
五
一
・

の
線
と
ロ
と

と
を
結
ん
だ
線

へ
一
、
〇
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

メ
ー
ト
ル
岸
壁
西
端
か
ら
西
へ

点
）

関
係
地
区

山
口
市
深
溝
、
江
崎
、 秋嘉

置
し
た
標
識名

か
ら
二

識

名秋

漁
場
の
位
置

山
口
市
椹
野
川
河
口

漁
場
の
区
域

次
の

と

と
を
結
ん

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

点
の
位
置

基
点

山
口
市
深

第
二
種
共
同
漁
業

名
田
島
及
び
秋
穂
二
島

穂
二
島
幸
崎
西
端

川
百
間
橋
右
岸
南
角
か
ら
護
岸
沿

田
島
新
開
作
百
間
橋
左
岸
南
角

七
〇
度
の
線
と
山
口
市
嘉
川
干
見

田
島
開
作
旧
堤
防
東
角
に
設
置
し

穂
二
島
上
田
開
作
旧
堤
防
基
部
に

小
型
定
置
網
漁
業

だ
線
、

、

、

の
各
点
を
順

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

溝
藤
尾
鼻
東
端

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

お
ご
の
り
漁
業

あ
か
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

し
じ
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

い
に
下
流
八
五
メ
ー
ト
ル
の
点
に

折
川
右
岸
と
の
交
点
に
設
置
し
た

た
標
識

設
置
し
た
標
識

次
結
ん
だ
線
及
び

と

と
を
結

五
〇

設標 ん



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

備

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

と
り
が

に
し
漁

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

え
む
し

し
ゃ
こ

た
こ
漁

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

う
ち
む

か
き
漁

さ
ざ
え

し
お
ふ

た
い
ら

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ま
の

あ
ま
も

お
ご
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
五
十
六
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

一
月
一
日
か
ら

い
漁
業

業り
漁
業

い
漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

業 漁
業

漁
業

い
漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

業漁
業

き
が
い
漁
業

ぎ
漁
業

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

漁
業

漁
業

わ
ら
漁
業

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
五
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

点
イ

か
ら
一

度
の
線
と
の

ロ

ハ
と

と

と
の
交
点

ハ

と

と

関
係
地
区

山
口
市
阿
知
須

備
考

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
と

山
口
市
深秋阿

漁
場
の
位
置

山
口
市
阿
知
須
地
先

漁
場
の
区
域

あ
ま
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

一
月
一
日

〇
九
度
三
〇
分
の
線
と

と

と

交
点

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

山
口
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

溝
藤
尾
鼻
東
端

穂
二
島
幸
崎
西
端

幸
崎
干
拓
西
堤
防
南
端

知
須
阿
知
須
干
拓
北
東
端

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

五
一

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八

だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八
三
度
の

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

に
お
け
る
境
界
点

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

三線 囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

点
イ

と

と
を
結
ん

漁
場
の
位
置

山
口
市
佐
山
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

点
の
位
置

基
点

山
口
市
深
溝
藤
尾

阿
知
須
阿

秋
穂
二
島

え
む
し

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の
る
。
）

い
か
巣

さ
ざ
え

し
お
ふ

た
い
ら

と
り
が

に
し
漁

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

う
ち
む

か
き
漁

幸
崎
干
拓
西
堤
防
南
端

だ
線
の
中
央
点

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

鼻
東
端

知
須
干
拓
北
東
端

幸
崎
西
端

漁
業

漁
業

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

き
が
い
漁
業

ぎ
漁
業

い
漁
業

業り
漁
業

い
漁
業

漁
業

漁
業

わ
ら
漁
業

漁
業

漁
業

い
漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

業

て
囲
ま
れ
た
区
域

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

漁
場
の
位
置

ニ

か
ら
一

関
係
地
区

山
口
市
阿
知
須

公
示
番
号

共
第
五
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

山
口
市
祖

宇
部
市
と

点
イ

か
ら
五

ロ

か
ら
三

ハ

か
ら
一

公
示
番
号

共
第
五
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

山
口
市
阿
知
須
地
先

ロ

と

と

と
の
交
点

ハ

と

と

関
係
地
区

山
口
市
嘉
川
、
江
崎
、

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

〇
九
度
三
〇
分
二
、
二
〇
〇
メ
ー

九
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

ぼ
ら
ち
ぬ
飼
付
漁
業

六
月
一
日

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

父
祖
母
岩
南
側
頂
上

山
口
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

〇
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
〇
度
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
九
度
三
〇
分
一
、
四
〇
〇
メ
ー

八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

ぼ
ら
ち
ぬ
飼
付
漁
業

六
月
一
日

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

深
溝
及
び
阿
知
須

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ト
ル
の
点

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

に
お
け
る
境
界
点

ト
ル
の
点

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
度
の
線
と
イ
と

と
を
結
ん
だ

五
二

線



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

な
み
が

に
し
漁

あ
か
が

あ
さ
り

う
ち
む

か
き
漁

さ
ざ
え

し
お
ふ

た
い
ら

と
り
が

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

ロ

か
ら
一
三
五
度

ハ

か
ら
一
〇
九
度

ニ

か
ら
一
〇
九
度

関
係
地
区

宇
部
市
大
字
東
岐
波
及
び
山
口

公
示
番
号

共
第
六
十
号

宇
部
市
大
字
東
岐
波
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
周
防
立
石

と
山
口
市

点
イ

か
ら
二
四
〇
度

い
漁
業

業 い
漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

業漁
業

き
が
い
漁
業

ぎ
漁
業

い
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

漁
業

漁
業

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
分
二
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

三
〇
分
一
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

市
阿
知
須

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

灯
台
基
部

と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
点

の
点

て
囲
ま
れ
た
区
域

け
る
境
界
点

宇
部
市
大
字
東
岐
波
及 秋

宇
部
市
と

点
イ

と

と

ロ

と

と

と
の
交
点

ハ

と

と

分
の
線
と
の

関
係
地
区

漁
場
の
位
置

宇
部
市
大
字
東
岐
波
地

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

点
の
位
置

基
点

宇
部
市
大

山
口
市
竹深

第
二
種
共
同
漁
業

び
山
口
市
阿
知
須

穂
二
島
幸
崎
西
端

山
口
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
一
、
三
〇

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八

交
点

先、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

字
東
岐
波
月
崎
南
端

島
南
西
端

溝
藤
尾
鼻
東
端

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

五
三

に
お
け
る
境
界
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
度
の
線
と

と

と
を
結
ん
だ

三
度
の
線
と

か
ら
一
〇
九
度
三

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で

線〇



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

も
が
い

う
に
漁

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

み
る
く

あ
わ
び

う
ち
む

お
お
の

か
が
み

か
き
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

公
示
番
号

共
第
六
十
一
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ま
の

あ
ま
も

お
ご
の

漁
業

業 い
漁
業

い
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

り
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
二
島
及
び

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
六
十

基
点

山
口
市
秋深

防
府
市
向

宇
部
市
八

山
口
市
秋

点
イ

と

と

ロ

イ
か
ら
一

ハ

か
ら
一

漁
場
の
位
置

山
口
市
秋
穂
二
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
一
月
一

あ
お
の
り
漁
業

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

名
田
島

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二
号

穂
二
島
幸
崎
西
端

溝
藤
尾
鼻
東
端

島
牛
ケ
頸
南
端

王
子
町
宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南

穂
西
有
限
会
社

護
岸
南
端

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

八
三
度
の
線
と

と

と
を
結
ん

八
六
度
の
線
と

と

と
を
結
ん

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

東
端

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

五
四

囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

山
口
市
秋
穂
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
て
が

み
る
く

も
が
い

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

漁
場
の
位
置

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

い
が
い

う
ち
む

お
お
の

か
が
み

か
き
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

つ
め
た

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

び
漁
業

業漁
業

漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業業い
漁
業

り
漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

が
い
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

基
点

山
口
市
秋深

漁
場
の
位
置

山
口
市
秋
穂
二
島
、
秋

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

公
示
番
号

共
第
六
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

第
二
種
共
同
漁
業

ロ

ハ
か
ら
一

ハ

か
ら
二

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
（
旧
大
海

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

山
口
市
秋

防
府
市
向

宇
部
市
八

山
口
市
秋

点
イ

か
ら
一

穂
二
島
幸
崎
西
端

溝
藤
尾
鼻
東
端

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

穂
西
及
び
秋
穂
東
地
先

、
ニ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

三
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

た
こ
漁
業

一
月
一
日

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

八
〇
度
の
線
と

と

と
を
結
ん

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

村
の
区
域
を
除
く
。
）

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

穂
西
有
限
会
社

護
岸
南
端

島
牛
ケ
頸
南
端

王
子
町
宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南

穂
東
秋
穂
漁
港
筈
倉
護
岸

南
西

八
六
度
の
線
と

と

と
を
結
ん

五
五

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

だ
線
と
の
交
点

東
端

端
に
設
置
し
た
標
識

だ
線
と
の
交
点

っ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報

備

（号 外 ）

う
ち
む

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ま
も

あ
ら
め

い
ぎ
す

お
ご
の

て
ん
ぐ

山
口
市
秋
穂
二
島
、
名
田
島
及

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
六
十
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

防
府
市
向
島
牛
ケ

宇
部
市
八
王
子
町

山
口
市
秋
穂
東
秋

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

イ
か
ら
一
八
三
度

ハ

ニ
か
ら
一
八
〇
度

ニ

か
ら
二
七
〇
度

関
係
地
区

ら
さ
き
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
一
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

漁
業

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

り
漁
業

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

び
秋
穂
東
（
旧
大
海
村
の
区
域

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

頸
南
端

宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南
東
端

穂
漁
港
筈
倉
護
岸

南
西
端

だ
線
の
中
央
点

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

を
除
く
。
）

と
の
交
点

と
の
交
点

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

漁
場
の
位
置

山
口
市
秋
穂
東
日
地
赤

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

第
二
種
共
同
漁
業

下
の
も
の
に
限

る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

石
山
地
先

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

も
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

一
月
一
日

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
が
み
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

つ
め
た
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五
六

囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

山
口
市
秋
穂
東
小

点
イ

か
ら
二
二
三
度

ロ

か
ら
一
六
二
度

ハ

か
ら
一
五
二
度

ニ

か
ら
一
四
七
度

ホ

か
ら
九
〇
度
一

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
東
（
旧
大
海
村
の

第
三
種
共
同
漁
業

ぼ
ら
ち

漁
場
の
位
置

山
口
市
秋
穂
東
大
海
小
浜
崎
地

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

山
口
市
秋
穂
東
小

か
ら
二
七
六
度

ハ

か
ら
一
八
〇
度

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
西
及
び
秋
穂
東

公
示
番
号

共
第
六
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

基
点

山
口
市
秋
穂
東
秋

防
府
市
向
島
牛
ケ

宇
部
市
八
王
子
町

山
口
市
秋
穂
東
日

る
境
界
に
設
置
し
た

点
イ

か
ら
二
七
〇
度

ロ

イ
か
ら
一
八
〇
度

浜
灯
台
基
部

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
五
分
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル

四
五
分
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
五
分
四
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
防
府

ぬ
飼
付
漁
業

六
月
一
日
か
ら

先ホ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

磯
崎
南
端

の
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

穂
漁
港
筈
倉
護
岸

南
西
端
に

頸
南
端

宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南
東
端

地
山
と
同
市
秋
穂
東
小
浜
山
と

標
識

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

の
点

市
大
字
台
道
及
び
大
字
西
浦

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

の
交
点
に
設
置
し
た
標
識

と
の
交
点の

時

期

設
置
し
た
標
識

の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け

と
の
交
点

ロ

か
ら
二

ハ

か
ら
一

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

防
府
市
西西大

点
イ

か
ら
三

山
口
市
秋
穂
東
（
旧
大

公
示
番
号

共
第
六
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

防
府
市
大
字
西
浦
地
蔵

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

山
口
市
秋

点
イ

か
ら
一

ロ

か
ら
一

ハ

か
ら
一

ニ

か
ら
一

関
係
地
区

公
示
番
号

共
第
六
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

山
口
市
秋
穂
東
大
海
小

漁
場
の
区
域

五
一
度
三
〇
分
二
三
〇
メ
ー
ト
ル

九
四
度
一
五
分
八
五
〇
メ
ー
ト
ル

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

浦
漁
港
西
防
波
堤
突
端

浦
港
西
一
号
防
波
堤
灯
台

字
西
浦
地
蔵
鼻
南
端
に
設
置
し
た

四
八
度
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

海
村
の
区
域
に
限
る
。
）
並
び
に

七
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

ぼ
ら
ち
ぬ
飼
付
漁
業

六
月
一
日

鼻
地
先

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

穂
東
小
浜
灯
台
基
部

三
九
度
三
〇
分
一
、
二
三
〇
メ
ー

七
三
度
三
〇
分
一
、
〇
三
〇
メ
ー

七
四
度
三
〇
分
一
、
三
三
〇
メ
ー

四
六
度
一
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

六
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

ぼ
ら
ち
ぬ
飼
付
漁
業

六
月
一
日

磯
崎
地
先

五
七

の
点

の
点

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

標
柱

防
府
市
大
字
台
道
及
び
大
字
西
浦

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

ト
ル
の
点

点

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口

備

県 報 （号 外 ）

て
ん
ぐ

公
示
番
号

共
第
六
十
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ま
も

あ
ら
め

お
ご
の

ハ

か
ら
二
〇
七
度

ニ

か
ら
一
九
八
度

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
東
（
旧
大
海
村
の

考制
限
ま
た
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

漁
場
の
位
置

防
府
市
大
字
西
浦
地
蔵
鼻
沖
合

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

防
府
市
西
浦
漁
港

点
イ

か
ら
二
〇
二
度

ロ

か
ら
二
一
二
度

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
東
（
旧
大
海
村
の

公
示
番
号

共
第
六
十
八
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
三
種
共
同
漁
業

ぼ
ら
ち

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

三
〇
分
一
、
八
二
〇
メ
ー
ト
ル

一
五
分
一
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル

区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
防
府

が
で
き
な
い
。

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

西
防
波
堤
突
端

一
、
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
分
一
、
五
五
〇
メ
ー
ト
ル

区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
防
府

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

ぬ
飼
付
漁
業

六
月
一
日
か
ら

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

の
点

の
点

市
大
字
台
道
及
び
大
字
西
浦

て
囲
ま
れ
た
区
域

の
点

市
大
字
台
道
及
び
大
字
西
浦

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
種
共
同
漁
業

下
の
も
の
に
限

る
。
）

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

十
一
月
一

う
に
漁
業

一
月
一
日

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

一
月
一
日

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

し
じ
み
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

つ
め
た
が
い
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

一
月
一
日

ふ
の
り
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

十
一
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五
八



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

備

報 （号 外 ）

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
七
十
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

大
字
佐
野

大
字
植
松

点
イ

か
ら
一
八
〇
度

ロ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

山
口
市
秋
穂
東
（
旧
大
海
村
の

考
点
の
位
置

基
点

山
口
市
秋
穂
東
日

る
境
界
に
設
置
し
た

防
府
市
向
島
牛
ケ

宇
部
市
八
王
子
町

防
府
市
大
字
西
浦

佐
波
島
頂

大
字
台
道

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

防
府
市
及
び
山
口
市
秋
穂
東
地

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線

さ
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

横
曽
根
川
鉄
橋
左
岸
南
角

佐
波
川
鉄
橋
右
岸
南
角

佐
波
川
鉄
橋
左
岸
南
角

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

区
域
に
限
る
。
）
並
び
に
防
府

地
山
と
同
市
秋
穂
東
小
浜
山
と

標
識

頸
南
端

宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南
東
端

地
蔵
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
柱

上横
曽
根
川
鉄
橋
右
岸
南
角

置
網
漁
業

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

先
の
大
海
湾

を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

と

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

七
月
三
十
一
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

と
の
交
点

と
の
交
点

市
大
字
台
道
及
び
大
字
西
浦

の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け

六
月
三
十
日
ま
で

を
結
ん
だ
線
及
び

と

と
を

公
示
番
号

共
第
七
十

点
の
位
置

基
点

防
府
市
大佐大

点
イ

と

と

ロ

か
ら
一

関
係
地
区

防
府
市
大
字
田
島
（
中

漁
場
の
位
置

防
府
市
大
字
田
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

た
区
域

一
号

字
西
浦
地
蔵
鼻
南
端
に
設
置
し
た

波
島
頂
上

字
田
島

風
岩
南
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

浦
地
区
に
限
る
。
）

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

ば
い
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

か
き
漁
業

五
九

標
柱

ー
ト
ル
の
点

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

基
点

防
府
市
大
字
田
島

大
字
浜
方

漁
場
の
位
置

防
府
市
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

レ
、
ソ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん

の
ツ
、
ネ
、
ハ
、
ニ
、
ナ
、
ラ
、

た
区
域
を
除
く
。
）

点
の
位
置

ば
い
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ほ
ん
だ

も
ず
く

風
岩
南
端

中
関
西
泊
崎
南
東
端

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

ム
、
ウ
、
ヰ
、
ツ
の
各
点
を
順

業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

業 び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

さ
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
次

次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

ソ

と

と

ツ

か
ら
八

ヌ

か
ら
一

ル

か
ら
一

ヲ

か
ら
九

ワ

か
ら
九

カ

か
ら
二

ヨ

と

と

タ

と

と

レ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

か
ら
一

ト

と

と

チ

と

と

リ

か
ら
一 三牟大大野大大

点
イ

か
ら
一 向向大佐向向向

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

一
度
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
一
、
一
〇

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
六
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
一
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
五
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

田
尻
中
関
港
郷
ケ
崎
防
波
堤
灯
台

礼
漁
港
南
防
波
堤
突
端

字
牟
礼
江
泊
山
山
頂

字
江
泊
旧
三
田
尻
灯
台
基
部

島
天
石
鼻
西
端

字
牟
礼
末
田
お
こ
ん
川
河
口
左
岸

字
浜
方
字
大
浜
二
ノ
桝
四
七
三
の

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

島
牛
ケ
頸
南
端

島
漁
港
（
小
田
）
西
防
波
堤
基
部

字
浜
方
中
関
西
泊
崎
南
端

中
関
西
泊
崎
防
波
堤
突
端

波
島
頂
上

島
タ
ズ
ノ
鼻
南
端

島
赤
崎
南
東
端

島
翁
崎
東
端

ー
ト
ル
の
点

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

基
部

南
西
角

一
二
番
地
南
西
端 六

〇



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報

備

（号 外 ）

は
ま
ぐ

ま
て
が

あ
さ
り

あ
わ
び

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

ば
い
漁

ば
か
が

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

防
府
市
（
中
浦
地
区
並
び
に
防

く
。
）

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
七
十
二
号

ネ

か
ら
一
五
五
度

ナ

か
ら
一
四
五
度

ラ

か
ら
一
一
〇
度

ム

か
ら
九
六
度
九

ウ

か
ら
七
二
度
八

ヰ

か
ら
七
〇
度
七

関
係
地
区

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
一
月
一
日
か

さ
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

府
市
大
字
台
道
、
大
字
西
浦
、

が
で
き
な
い
。

四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

の

時

期

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

七
月
三
十
一
日
ま
で

五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

大
字
富
海
及
び
大
字
野
島
を
除

防
府
市
大
字
富
海

公
示
番
号

共
第
七
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

と

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

か
ら
一

ホ

か
ら
八

ヘ

と

と

関
係
地
区

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

点
の
位
置

基
点

防
府
市
大野大大大

漁
場
の
位
置

防
府
市
大
字
富
海
地
先

漁
場
の
区
域

な
み
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

三
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

一
月
一
日

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
り
が
い
漁
業

周
南
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
度
一
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、

の
各
点
を
順

域字
牟
礼
末
田
お
こ
ん
川
河
口
左
岸

島
天
石
鼻
西
端

字
富
海
新
開
作
護
岸
西
端

字
江
泊
旧
三
田
尻
灯
台
基
部

字
富
海
八
崎
岬
南
端

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

六
一

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
お
け
る
境
界
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

南
西
角

線



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ヌ

か
ら
九
六
度
九

ル

か
ら
七
二
度
八

ロ

か
ら
一
八
〇
度

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

か
ら
八
一
度
二

ホ

か
ら
一
五
五
度

ヘ

か
ら
二
〇
八
度

ト

か
ら
二
〇
〇
度

チ

か
ら
一
四
五
度

リ

か
ら
一
一
〇
度

向
島
牛
ケ

宇
部
市
八
王
子
町

防
府
市
向
島
タ
ズ

と
周
南
市

野
島
天
石

周
南
市
大
津
島
丸

防
府
市
大
字
浜
方

点
イ

と

と
を
結
ん

防
府
市
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域
（
次
の
ニ
、
ホ
、
ヘ

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
を
除
く

点
の
位
置

基
点

防
府
市
大
字
西
浦

佐
波
島
頂

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の

る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

二
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
八
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

頸
南
端

宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南
東
端

ノ
鼻
南
端

と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お

鼻
西
端

山
鼻
北
端

字
大
浜
二
ノ
桝
四
七
三
の
一
二

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、
ヲ

。
）

地
蔵
鼻
南
端
に
設
置
し
た
標
柱

上 業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

と
の
交
点

け
る
境
界
点

番
地
南
西
端

と
の
交
点

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

、
ニ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

防
府
市
（
防
府
市
大
字

漁
場
の
位
置

防
府
市
佐
波
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

を
中
心
と
し
た

点
の
位
置

基
点

防
府
市
佐

関
係
地
区

第
二
種
共
同
漁
業

公
示
番
号

共
第
七
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ヲ

か
ら
七

関
係
地
区

防
府
市
（
防
府
市
大
字

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

台
道
及
び
大
字
野
島
を
除
く
。
）

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

半
径
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に

波
島
頂
上

た
い
ら
ぎ
漁
業

な
み
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

う
に
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

四
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

〇
度
七
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

台
道
、
大
字
西
浦
及
び
大
字
野
島

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

を
除
く
。
）

六
二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

防
府
市
向
島
牛
ケ

宇
部
市
八
王
子
町

大
字
沖
宇

山
口
市
及
び
防
府
市
沖
合

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

域
（
次
の

を
中
心
と
し
た
半

く
。
）

点
の
位
置

基
点

山
口
市
深
溝
藤
尾

秋
穂
二
島

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の
る
。
）

い
か
巣

漁
場
の
位
置

う
ち
む

か
き
漁

た
い
ら

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

ば
か
が

ま
て
が

み
る
く

公
示
番
号

共
第
七
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
か
が

あ
さ
り

頸
南
端

宇
部
岬
漁
港
八
号
護
岸
南
東
端

部
芝
中
沖
埋
立
地

一
〇
・
〇

ヘ
、
ト
、
イ
の
各
点
を
順
次
結

径
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に

鼻
東
端

幸
崎
西
端

漁
業

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

ら
さ
き
漁
業

業ぎ
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業い
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

メ
ー
ト
ル
岸
壁
西
端
か
ら
西
へ

ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
を
除

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
七
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

か
ら
一

ト

と

と

関
係
地
区

山
口
市
及
び
防
府
市

備
考制

限
又
は
条
件

大

防
府
市
大佐

点
イ

と

と

と
の
交
点

ロ

と

と

の
中
央
点
と

ハ

か
ら
二

一
二
〇
メ
ー

福
岡
県
と

防
府
市
野と野向

周
南
市
馬

ひ
じ
き
漁
業

十
一
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

六
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
一
月
一

い
ぎ
す
漁
業

二
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

八
〇
度
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

津
島
丸
山
鼻
北
端

字
西
浦
地
蔵
鼻
南
端
に
設
置
し
た

波
島
頂
上

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
か
ら
一
八

と
を
結
ん
だ
線
と
の
交
点

五
五
度
二
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

ト
ル
の
点
に
設
置
し
た
標
識

大
分
県
と
の
境
界
（
山
国
川
河
口

島
定
兼
鼻
南
端

周
南
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

島
天
石
鼻
西
端

島
タ
ズ
ノ
鼻
南
端

島
金
ケ
崎
南
西
端

六
三

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

点だ
線
と
の
交
点

標
柱

三
度
の
線
と

と

と
を
結
ん
だ

三
度
の
線
と

と

と
を
結
ん
だ

点 中
央
点
）

に
お
け
る
境
界
点

線線



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の

る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

防
府
市
大
字
野
島
地
先

は
ま
ぐ

み
る
く

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

う
ち
む

か
き
漁

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

て
漁
業

漁
業

業 漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業い
漁
業

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

業

て
囲
ま
れ
た
区
域

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

公
示
番
号

共
第
七
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

向

点
イ

か
ら
一

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

か
ら
二

関
係
地
区

防
府
市
大
字
野
島

点
の
位
置

基
点

防
府
市
野沖

周
南
市
岩馬

大
分
県
東

防
府
市
野と

つ
か
さ
の
り
漁
業

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

え
ご
の
り
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

か
じ
め
漁
業

か
や
も
の
り
漁
業

し
ら
も
漁
業

す
ぎ
の
り
漁
業

七
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

一
月
一
日

あ
お
の
り
漁
業

あ
ま
の
り
漁
業

あ
ま
も
漁
業

島
タ
ズ
ノ
鼻
南
端

五
八
度
三
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

五
五
度
二
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

島
定
兼
鼻
南
端

島
洲
埼
東
端

島
南
端

島
金
ケ
崎
南
端

国
東
郡
姫
島
村
姫
島
東
端

島
天
石
鼻
西
端

周
南
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

点だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

点 に
お
け
る
境
界
点 六

四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

に
な
漁

ば
い
漁

ば
か
が

し
じ
み

た
い
ら

つ
き
ひ

つ
め
た

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

い
が
い

い
た
や

う
ち
む

お
お
の

か
が
み

か
き
漁

さ
ざ
え

し
お
ふ

む
か
で

も
ず
く

ゆ
な
漁

わ
か
め

あ
か
が

あ
こ
や

あ
さ
り

あ
わ
び

て
ん
ぐ

と
さ
か

は
ば
の

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

み
り
ん

業業い
漁
業

が
い
漁
業

ぎ
漁
業

が
い
漁
業

が
い
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業 漁
業

が
い
漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

き
が
い
漁
業

の
り
漁
業

漁
業

業漁
業

い
漁
業

が
い
漁
業

漁
業

漁
業

さ
漁
業

の
り
漁
業

り
漁
業

漁
業

漁
業

わ
ら
漁
業

漁
業

沖

周
南
市
岩

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

だ
線
及
び

と

を
結
ん

点
の
位
置

基
点

防
府
市
と野

周
南
市
馬

防
府
市
向

漁
場
の
位
置

周
南
市
及
び
下
松
市
地

漁
場
の
区
域

第
二
種
共
同
漁
業

島
洲
埼
東
端

島
南
端

、
ニ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

て
囲
ま
れ
た
区
域
（
次
の

、
ホ

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に

周
南
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

島
天
石
鼻
西
端

島
金
ケ
崎
南
端

島
タ
ズ
ノ
鼻
南
端

る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

え
り
漁
業

し
ろ
う
お
四
つ
手
網

漁
業

先 え
ぼ
し
が
い
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

一
月
一
日

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

よ
め
が
か
さ
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

六
五

線
及
び

と

を
結
ん
だ
線
と
最

、
ヘ
、
ト
、

の
各
点
を
順
次
結

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
を
除
く
。

に
お
け
る
境
界
点

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

大ん）



平成 年 月 日 金曜日

備

山 口 県 報 （号 外 ）

公
示
番
号

共
第
七
十
八
号

関
係
地
区

周
南
市
及
び
下
松
市

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ

徳
山
下
松
港
の
区
域
内
に
お

ら
な
い
。

点
の
位
置

基
点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

を
結
ん
だ

ヘ

と

を
結
ん
だ

ト

と

を
結
ん
だ

蛇
島
西
端

新
宮
町
出

ん
だ
線
と
護
岸
と
の

粭
島
東
端

樺
島
南
端

大
字
大
島

大
字
櫛
ヶ

大
分
県
東
国
東
郡

防
府
市
野
島
定
兼

光
市
牛
島
黒
岳
南

大
字
浅
江
字

岸
沿
い
に
東
へ
八
九

下
松
市
大
字
末
武

周
南
市
新
宮
町
出

と
が
で
き
な
い
。

い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

か
ら
一
九
九
度
の
線

線
上

か
ら
二
五
四
メ
ー
ト
ル

線
上

か
ら
四
七
六
メ
ー
ト
ル

線
と

と

と
を
結
ん
だ
線
と

光
興
産
株
式
会
社
徳
山
製
油
所

交
点
に
設
置
し
た
標
識

漁
人
鼻
西
端

浜
南
堀
川
橋
南
岸

南
堀
川
橋
北
岸

姫
島
村
姫
島
東
端

鼻
南
端

端懸
山
周
南
流
域
下
水
道
浄
化
セ

・
五
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し

中
荒
神
大
橋
右
岸
南
角

荒
神
大
橋
左
岸
南
角

光
興
産
株
式
会
社
徳
山
製
油
所

等
を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な

と
の
交
点

と
の
交
点

と
の
交
点

と
の
交
点

の
点

の
点

の
交
点

石
油
タ
ン
ク
東
端
と

と
を
結

ン
タ
ー
埋
立
地
南
西
端
か
ら
護

た
標
柱

西
桟
橋
九
号
埋
立
地
南
西
端

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

一
月
一
日

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

六
六



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

周
防
牛
島
灯

徳
山
下
松
港

小
水
無
瀬
島

大
水
無
瀬
島

大
字
島
田
新

徳
山
下
松
港

光
漁
港
（
戸

大
字
室
積
村

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、
ラ
、

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

点
の
位
置

基
点

光
市
大
字
浅
江
字

岸
沿
い
に
東
へ
八
九

虹
ケ
浜
三
丁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

光
市
地
先
（
光
市
牛
島
地
先
を

も
が
い

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

亀
岩
南
端

赤
崎
南
東
端

標 （
光
港
）
埠
頭
防
波
堤
基
部

北
西
端

灯
台
基
部

日
鐵
住
金
株
式
会
社
埋
立
地
南

光
南
防
波
堤
灯
台
基
部

仲
）
戸
仲
南
防
波
堤
南
東
角

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
光
ひ
ょ

杵
崎
西
端

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

れ
た
区
域

懸
山
周
南
流
域
下
水
道
浄
化
セ

・
五
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し

目
柱
崎
南
端

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

除
く
。
）

漁
業

び
漁
業

業漁
業

て
漁
業

漁
業

業

西
角

こ
た
ん
橋
北
西
角

ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、

と

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大

ン
タ
ー
埋
立
地
南
西
端
か
ら
護

た
標
柱

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

光
市
（
光
市
大
字
牛
島

タ

か
ら
一

レ

と

と

ソ

と

と

ツ

と

と

ネ

と

と

ナ

と

と

ラ

と

と

関
係
地
区 チ

と

と

リ

か
ら
一

ヌ

か
ら
一

ル

か
ら
一

ヲ

か
ら
〇

ワ

と

と

カ

か
ら
二

ヨ

か
ら
一

島
田

点
イ

か
ら
一

ロ

か
ら
一

ハ

か
ら
二

ニ

か
ら
二

ホ

か
ら
二

ヘ

か
ら
二

ト

か
ら
一

室
積

大
字

尾
島

大
字

島
田

を
除
く
。
）

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

川
千
歳
大
橋
左
岸
南
角

九
九
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

港
灯
台
基
部

室
積
村
赤
岩
南
端

正
木
の
鼻
南
端

北
端

室
積
村
三
ツ
石
南
端

梶
取
岬
南
端

川
千
歳
大
橋
右
岸
南
角

六
七

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

次
の

と

と
を
結
ん
だ
線
と

点
の
位
置

基
点

光
市
光
漁
港
（
戸

光
漁
港
（
西

関
係
地
区

光
市
（
光
市
大
字
牛
島
を
除
く

公
示
番
号

共
第
八
十
一
号

公
示
番
号

共
第
八
十
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
三
種
共
同
漁
業

地
び
き

漁
場
の
位
置

光
市
光
井
一
丁
目
、
室
積
新
開

漁
場
の
区
域

域
点
の
位
置

基
点

光
市
虹
ケ
浜
三
丁

大
字
島
田
徳

浅
江
六
丁
目

関
係
地
区

光
市
（
光
市
大
字
牛
島
を
除
く

公
示
番
号

共
第
七
十
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
三
種
共
同
漁
業

地
び
き

漁
場
の
位
置

光
市
大
字
浅
江
、
虹
ケ
浜
二
丁

漁
場
の
区
域

次
の

、

、

の
各
点
を
順

び
漁
業
の
時
期

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

仲
）
戸
仲
南
防
波
堤
南
東
角

ノ
浜
）
西
ノ
浜

防
波
堤
基
部

。
）

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

網
漁
業

一
月
一
日
か
ら

一
丁
目
、
室
積
松
原
、
室
積
四

目
柱
崎
南
端

山
下
松
港
（
光
港
）
護
岸
西
端

島
田
川
河
口
右
岸
護
岸
南
端

。
）

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

網
漁
業

一
月
一
日
か
ら

目
、
虹
ケ
浜
三
丁
目
、
浅
江
六

次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海

て
囲
ま
れ
た
区
域

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

丁
目
及
び
室
積
六
丁
目
地
先

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

丁
目
及
び
浅
江
七
丁
目
地
先

岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

え
む
し
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

と
り
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
八



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

光
市
牛
島
黒
岳
南

牛
島
平
茂
鼻

熊
毛
郡
上
関
町
長白

平
生
町
周

光
市
牛
島
十
郎
鼻

熊
毛
郡
田
布
施
町

点
イ

と

と
を
結
ん

牛
島
押
通
鼻

尾
島
北
端

牛
島
港
牛
島

牛
島
竜
尾
岬

尾
島
明
神
鼻

牛
島
百
合
鼻

熊
毛
郡
上
関
町
祝

漁
場
の
位
置

光
市
牛
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

点
の
位
置

基
点

光
市
周
防
牛
島
灯

大
字
室
積
村

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

い
か
巣

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

端東
端

島
現
後
鼻
西
端

井
田
港

防
波
堤
灯
台
基
部

防
筏
瀬
灯
標

東
端

刎
島
南
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

赤
崎
南
東
端

西
端

一
号
防
波
堤
灯
台
基
部

西
端

東
端

西
端

島
烏
帽
子
鼻
東
端

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、

区
域

標梶
取
岬
南
端

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ヲ
、
ワ
、
カ
、
イ
の
各
点
を
順

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ヲ

と

と

ワ

と

と

カ

と

と

関
係
地
区

光
市
大
字
牛
島

公
示
番
号

共
第
八
十

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

か
ら
二

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

ル

と

と
あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

二
号

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

六
九

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

光
市
尾
島
明
神
鼻

牛
島
竜
尾
岬

光
市
尾
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

点
の
位
置

基
点

光
市
尾
島
北
端

大
字
室
積
村

尾
島
西
端

熊
毛
郡
上
関
町
祝

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

み
る
く

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

し
ゃ
こ

う
ち
む

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

に
し
漁

東
端

西
端

イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

赤
崎
南
東
端

島
烏
帽
子
鼻
東
端

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

業

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

公
示
番
号

共
第
八
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

大
字

点
イ

と

と

ロ

か
ら
二

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

関
係
地
区

光
市
大
字
牛
島

か
き
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

三
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

室
積
村
梶
取
岬
南
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

七
〇



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

周
防
牛
島
灯

熊
毛
郡
田
布
施
町

い
か
巣

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
田
布
施
町
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

点
の
位
置

基
点

光
市
大
字
室
積
村

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

み
る
く

も
が
い

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

標円
石
灯
標

馬
島
大
塩
鼻
南
西
端

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

梶
取
岬
南
端

て
漁
業

漁
業

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

び
漁
業

業漁
業

漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業

六
月
三
十
日
ま
で

ル
、
ヲ
、
ワ
、

の
各
点
を
順

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

公
示
番
号

共
第
八
十

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

ル

と

と

ヲ

と

と

ワ

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
田
布
施
町

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

中
央
点

ヘ

と

と

ト

と

と 田平田平田

識

平 平田平田平
四
号

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
七
〇
メ

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

布
施
町
馬
島
北
東
端

生
町
大
字
佐
賀
字
阿
多
田
島
四
〇

布
施
町
馬
島
才
塩
鼻
北
端

生
町
大
字
佐
賀
字
阿
多
田
島
西
端

布
施
町
大
字
別
府
国
木
田
独
歩
詩

尾
津
漁
港
西
側
防
波
堤
屈

生
町
大
字
佐
賀
字
阿
多
田
島
阿
多

刎
島
南
端

生
町
佐
合
島
ク
グ
リ
岩
西
端

佐
合
島
蜂
巣
鼻
北
端

布
施
町
刎
島
東
端

生
町
平
生
佐
賀
港
沖
防
波
堤
西
灯

布
施
町
馬
島
小
山
頂
上

生
町
大
字
佐
賀
平
生
港
（
田
名
）

七
一

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点
と
ニ
と
を
結
ん
だ
線

ー
ト
ル
の
点

〇
〇
番
一
四
の
桟
橋
南
西
角

碑
跡
地
の
下
の
岩
壁
に
設
置
し
た

折
部
南
角

田
島
灯
標
基
部

台
基
部

埋
立
地
南
東
角

の 標



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ま
て
が

み
る
く

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

い
た
や

う
ち
む

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

い
漁
業

い
漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

漁
業

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

二
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
一
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四
月
三
十
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

関
係
地
区

熊
毛
郡
田
布
施
町
及
び

公
示
番
号

共
第
八
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
田平田平

点
イ

と

と

第
二
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
田
布
施
町
及
び

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、

の
各

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

平
生
町

五
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

区
域

布
施
町
大
字
別
府
尾
津
漁
港
西
側

生
町
大
字
佐
賀
字
阿
多
田
島
阿
多

西
端

布
施
町
田
布
施
川
新
八
海
橋
右
岸

生
町
田
布
施
川
新
八
海
橋
左
岸
北

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

小
型
定
置
網
漁
業

平
生
町
地
先
の
平
生
港

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

と

も
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

防
波
堤
屈
折
部
南
角

田
島
灯
標
基
部

北
角

角 か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

七
二

岸



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

み
る
く

も
が
い

い
せ
え

う
ち
む

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

い
た
や

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

業漁
業

て
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

び
漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

漁
業

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

二
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四
月
三
十
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
一
月
三
十
日
ま
で

平上

点
イ

と

と 平上平上 田

識

平田平田

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
平
生
町
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
平

第
二
種
共
同
漁
業

生
町
大
字
尾
国
唐
釜
西
端

関
町
室
津
漁
港
（
志
田
）
西
側
防

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

生
町
佐
賀
漁
港
（
丸
山
）
西
側
防

佐
合
島
末
州
鼻
北
東
端

佐
賀
漁
港
（
小
森
）
沖
側
防

平
生
佐
賀
港
沖
防
波
堤
西
灯

大
字
小
郡
秋
森
鼻
南
端

関
町
長
島
奈
古
屋
崎
北
端

生
町
佐
賀
漁
港
（
尾
国
）
沖
側
防

関
町
亀
岩
灯
標

布
施
町
尾
津
漁
港
西
側
防
波
堤
屈

大
字
別
府
国
木
田
独
歩
詩

馬
島
才
塩
鼻
北
端

生
町
大
字
佐
賀
字
阿
多
田
島
四
〇

布
施
町
馬
島
北
東
端

生
町
大
字
佐
賀
平
生
港
（
田
名
）

布
施
町
馬
島
小
山
頂
上

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、

岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

生
町
大
字
佐
賀
字
阿
多
田
島
西
端

阿
多

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

小
型
定
置
網
漁
業

七
三

波
堤
基
部

波
堤
突
端

波
堤
突
端

台
基
部

波
堤
突
端

折
部
南
角

碑
跡
地
の
下
の
岩
壁
に
設
置
し
た

〇
〇
番
一
四
の
桟
橋
南
西
角

埋
立
地
南
東
角

ヌ
、
ル
、
ヲ
、

の
各
点
を
順
次

田
島
灯
標
基
部

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

標 結



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

あ
わ
び

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

ヌ

と

と
を
結
ん

ル

と

と
を
結
ん

ヲ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

熊
毛
郡
平
生
町

公
示
番
号

共
第
八
十
六
号

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

と

と
を
結
ん

チ

と

と
を
結
ん

リ

と

と
を
結
ん

漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

二
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

り
漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
六
七
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
一
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

四
月
三
十
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
田

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
平
生
町
佐
合
島

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

第
二
種
共
同
漁
業

布
施
町
刎
島
東
端

下
の
も
の
に
限

る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

地
先

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

一
月
一
日

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

い
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

ル
、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

七
四

に



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

チ

と

と
を
結
ん

リ

と

と
を
結
ん

ヌ

と

と
を
結
ん

ル

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

熊
毛
郡
平
生
町

公
示
番
号

共
第
八
十
七
号

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

中
央
点

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

と

と
を
結
ん

光
市
牛
島
平
茂
鼻

熊
毛
郡
上
関
町
白

平
生
町
佐

上
関
町
亀

平
生
町
大佐

上
関
町
長

平
生
町
佐

平
生
町
平

田
布
施
町

平
生
町
佐

光
市
周
防
牛
島
灯

熊
毛
郡
平
生
町
佐佐周

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

東
端

井
田
港

防
波
堤
灯
台
基
部

合
島
大
浦
鼻
南
端

岩
灯
標

字
小
郡
秋
森
鼻
南
端

合
島
丈
ケ
鼻
北
東
端

島
奈
古
屋
崎
北
端

合
島
末
州
鼻
北
東
端

生
佐
賀
港
沖
防
波
堤
西
灯
台
基

刎
島
南
端

合
島
蜂
巣
鼻
北
端

標合
島
ク
グ
リ
岩
西
端

合
島
小
潟
鼻
西
端

防
筏
瀬
灯
標

の

時

期

ル
の
点

ル
の
点

と
の
交
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点
と
ニ
と
を
結
ん
だ
線
の

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

部

第
一
種
共
同
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

七
五

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん 上大大舵八と

柳
井
市
ハ
ン
ド
ウ

点
イ

と

と
を
結
ん

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
室長大沖室長室

る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
室
津
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
の
中
央
点

関
港

防
波
堤
灯
台
基
部

字
室
津
上
関
大
橋
橋
台
南
東
角

字
長
島
上
関
大
橋
橋
台
北
東
角

掛
岩
灯
標

島
洲
崎
北
端

柳
井
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

島
西
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

津
漁
港
（
志
田
）
西
側
防
波
堤

島
奈
古
屋
崎
北
端

字
室
津
弁
天
島
西
端

鍋
島
東
端

津
港
昭
和
町
防
波
堤
灯
台
基
部

島
龍
の
鼻
北
端

津
港
瀬
戸
防
波
堤
南
西
角

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

ホ
、
ヘ
、
ト
、

の
各
点
を
順

業漁
業

て
漁
業

漁
業

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

ル
の
点

線
に
お
け
る
境
界
点

ル
の
点

基
部

六
月
三
十
日
ま
で

次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

公
示
番
号

共
第
八
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
室

と
こ
ぶ
し
漁
業

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

津

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

七
六



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

長上長

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、
ラ
、
ム

点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
長八長

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
地
先

み
る
く

も
が
い

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

島
桜
崎
東
端

関
漁
港
（
蒲
井
）
南
側
防
波
堤

島
木
崎
南
東
端

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

、
ウ
、
ヰ
、
ノ
、
オ
、
ク
、
ヤ

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

島
ア
オ
サ
ダ
イ
東
端

島
西
端

島
イ
ー
ボ
南
端

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

い
漁
業

漁
業

び
漁
業

業漁
業

て
漁
業

漁
業

業 い
漁
業

い
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

突
端

ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、

、
マ
、
ケ
、
フ
、
コ
、

の
各

た
区
域

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

平上平上

光
市
牛
島

熊
毛
郡
上 平上平上

叶
島
東
端

円
石
頂
上

叶
島
南
西
端

生
町
大
字
尾
国
唐
釜
西
端

関
町
長
島
小
山
の
鼻
北
西
端

生
町
周
防
筏
瀬
灯
標

関
町
長
島
石
割
西
端

平
茂
鼻
東
端

関
町
長
島
三
石
鼻
西
端

白
井
田
港

防
波
堤
灯
台
基

長
島
師
走
鼻
北
西
端

室
津
港
昭
和
町
防
波
堤
灯
台

沖
鍋
島
北
東
端

大
字
室
津
弁
天
島
西
端

長
島
奈
古
屋
崎
北
端

生
町
大
字
小
郡
秋
森
鼻
南
端

関
町
上
関
漁
港
（
中
ノ
浦
）
防
波

生
町
平
生
佐
賀
港
沖
防
波
堤
西
灯

関
町
亀
岩
灯
標

横
島
イ
モ
ン
ボ
鼻
東
端

舵
掛
岩
灯
標

室
津
漁
港
（
白
浜
）
防
波
堤

大
字
長
島
上
関
大
橋
橋
台
北

大
字
室
津
上
関
大
橋
橋
台
南

上
関
港

防
波
堤
灯
台
基
部

室
津
港
瀬
戸
防
波
堤
南
西
角

長
島
龍
の
鼻
北
端

八
島
洲
崎
北
東
端

横
島
長
崎
鼻
西
端

長
島
先
鹿
尾
鼻
東
端

横
島
岩
戸
崎
南
端

長
島
赤
石
鼻
大
岩
南
端

横
島
大
石
鼻
北
端

横
島
平
バ
エ
鼻
東
端

七
七

部 基
部

堤
突
端

台
基
部

南
東
角

東
角

東
角



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

マ

と

と
を
結
ん

ケ

と

と
を
結
ん

ラ

と

と
を
結
ん

ム

と

と
を
結
ん

ウ

と

と
を
結
ん

ヰ

と

と
を
結
ん

ノ

と

と
を
結
ん

オ

と

と
を
結
ん

ク

と

と
を
結
ん

ヤ

と

と
を
結
ん

ヨ

か
ら
九
〇
度
三

タ

と

と
を
結
ん

線
の
中
央
点
と
を
結

レ

と

と
を
結
ん

ソ

と

と
を
結
ん

ツ

と

と
を
結
ん

ネ

と

と
を
結
ん

ナ

と

と
を
結
ん

ト

と

と
を
結
ん

チ

か
ら
一
八
〇
度

リ

と

と
を
結
ん

ヌ

と

と
を
結
ん

ル

と

と
を
結
ん

ヲ

と

と
を
結
ん

ワ

と

と
を
結
ん

カ

か
ら
九
〇
度
三 長長

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

か
ら
一
八
〇
度

ハ

か
ら
九
〇
度
三

ニ

か
ら
一
三
五
度

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

島
カ
ギ
ヨ
ウ
鼻
西
端

島
ゾ
ウ
人
ケ
浦
北
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点
と

と

と
を
結
ん
だ

線
と
の
交
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

第
三
種
共
同
漁
業
権
に

公
示
番
号

共
第
八
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

フ

と

と

コ

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長

先
浦
向
、
字
浦
向
、
字
西

島
備
考制

限
ま
た
は
条
件

か
き
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

九
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

島
（
四
代
地
区
（
熊
毛
郡
上
関
町

浦
向
及
び
字
窪
畑
を
い
う
。
以
下

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

大
字
長
島
字
前
浦
村
、
字
浦
村
、

同
じ
。
）
を
除
く
。
）
及
び
大
字

七
八

字八



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

熊
毛
郡
上
関
町
祝叶長

い
か
巣

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
叶
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
叶

光
市
牛
島
平
茂
鼻

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

み
る
く

も
が
い

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

島
烏
帽
子
鼻
東
端

島
東
端

島
師
走
鼻
北
西
端

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

島
南
西
端

東
端

て
漁
業

漁
業

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

び
漁
業

業漁
業

漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業

六
月
三
十
日
ま
で

て
囲
ま
れ
た
区
域

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

公
示
番
号

共
第
九
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

平

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

生
町
周
防
筏
瀬
灯
標

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

島
（
四
代
地
区
を
除
く
。
）
及
び

七
九

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

大
字
八
島



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

八八

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
八舵八横

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の

る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
八
島
地
先

み
る
く

も
が
い

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

た
こ
漁

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

島
セ
ン
ガ
イ
瀬
西
端

島
港

１
防
波
堤
灯
台
基
部

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、

島
洲
崎
北
東
端

掛
岩
灯
標

島
粒
瀬
北
端

島
岩
戸
崎
南
西
端

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

三
月
一
日
か
ら

い
漁
業

漁
業

び
漁
業

業漁
業

て
漁
業

漁
業

業 し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

ヲ
、
ワ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

熊
毛
郡
上
関
町
横
島
岩

制
限
又
は
条
件

第
三
種
共
同
漁
業
権
に

公
示
番
号

共
第
九
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

リ

か
ら
九

ヌ

か
ら
九

ル

か
ら
九

ヲ

か
ら
九

ワ

か
ら
九

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長

備
考

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

か
ら
二

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

か
ら
二

ト

か
ら
一

チ

か
ら
七

戸
崎
地
先

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

た
い
飼
付
漁
業

一
月
一
日

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

島
（
四
代
地
区
を
除
く
。
）
及
び

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
度
一
、
六
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

天
田
島
灯
台
基
部

八
島
地
蔵
鼻
西
端

八
島
西
端

八
島
灯
台
基
部

八
島
盛
鼻
東
端

八
島
小
久
米
東
端

八
島
惣
崎
東
端

八
島
古
浦
東
端

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

大
字
八
島

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

八
〇



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

公
示
番
号

共
第
九
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

点
イ

か
ら
二
四
〇
度

ロ

か
ら
二
〇
五
度

ハ

か
ら
一
五
五
度

ニ

か
ら
一
二
〇
度

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
（
四

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
三
種
共
同
漁
業

た
い
飼

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
八
島
平
根
崎
地

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
八 八

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長
島
（
四

公
示
番
号

共
第
九
十
二
号

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

た
区
域

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
横宇横

び
漁
業
の
時
期

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

代
地
区
を
除
く
。
）
及
び
大
字

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

付
漁
業

一
月
一
日
か
ら

先各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

島
灯
台
基
部

島
洲
崎
北
東
端

だ
線
上

か
ら
一
、
〇
〇
〇
メ

だ
線
上

か
ら
一
、
二
〇
〇
メ

代
地
区
を
除
く
。
）
及
び
大
字

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

島
岩
戸
崎
南
端

和
島
南
西
端

島
平
バ
エ
鼻
東
端

八
島

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

て
囲
ま
れ
た
区
域

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

八
島

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

え
む
し
漁
業

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

と
り
が
い
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

八
一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ホ

か
ら
〇
度
三
〇

ヘ

と

と
を
結
ん 八長長八

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

か
ら
三
一
五
度

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん 祝鼻鼻ホ長天臼天

熊
毛
郡
上
関
町
長
島
四
代
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
長

光
市
牛
島
平
茂
鼻

熊
毛
郡
上
関
町
長

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網

一
・
五

下
の

る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

島
港

１
防
波
堤
灯
台
基
部

島
西
の
鼻
東
端

島
ア
オ
サ
ダ
イ
東
端

島
西
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

島
烏
帽
子
鼻
東
端

繰
島
東
端

繰
島
灯
台
基
部

ウ
ジ
ロ
灯
台
基
部

島
一
ツ
石
頂
上

田
島
北
端

瀬
沖
ノ
臼
頂
上

田
島
灯
台
基
部

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

島
ゾ
ウ
人
ケ
浦
北
端

東
端

島
現
後
鼻
西
端

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、

の

れ
た
区
域

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

第
一
種
共
同
漁
業

ヨ

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
長

公
示
番
号

共
第
九
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

ル

と

と

ヲ

か
ら
一

ワ

と

と

カ

か
ら
九

か
き
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

二
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

十
二
月
一

わ
か
め
漁
業

一
月
一
日

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

あ
さ
り
漁
業

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

二
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

島
四
代
地
区

四
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

業

の

時

期

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

八
二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

識

小

熊
毛
郡
上
関
町
祝
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
祝

光
市
牛
島
竜
尾
岬

熊
毛
郡
上
関
町
大

た
こ
漁

な
ま
こ

第
二
種
共
同
漁
業

建
網
一
・
五

下
の
る
。
）

小
型
定

い
か
巣

漁
場
の
位
置

は
ま
ぐ

ま
て
が

み
る
く

い
せ
え

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

し
ゃ
こ

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

に
し
漁

に
な
漁

字
通
り
矢
二
三
三
一
番

祝
島
白
石
北
端

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、

囲
ま
れ
た
区
域

島
小
山
ノ
鼻
北
端

西
端

字
祝
島
字
峯
ノ
本
一
二
〇
四
番

業漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業
（
網
丈

メ
ー
ト
ル
以

も
の
に
限

一
月
一
日
か
ら

置
網
漁
業

網
漁
業

四
月
一
日
か
ら

り
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

び
漁
業

業漁
業

て
漁
業

漁
業

漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

業業

地
地
先
の
護
岸
に
設
置
し
た
標

ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、
イ
の

地
六
に
設
置
し
た
標
識

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

タ

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
祝

チ

か
ら
〇

リ

か
ら
二

ヌ

か
ら
二

ル

か
ら
二

ヲ

か
ら
二

ワ

か
ら
一

カ

か
ら
一

ヨ

と

と

点
イ

と

と

ロ

か
ら
三

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

か
ら
〇

ヘ

か
ら
〇

ト

か
ら
九

識

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

島 度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

二
五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

叶
島
西
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

一
五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

小
祝
島
カ
マ
ノ
ウ
ラ
西
端

小
島
ム
シ
ロ
ウ
チ
頂
上

祝
島
矢
尾
鼻
南
端

祝
島
院
倉
ノ
越
南
端

祝
島
翁
鼻
南
端

祝
島
烏
帽
子
鼻
東
端

天
田
島
灯
台
基
部

祝
島
オ
ト
モ
鼻
防
波
堤
東
角

大
字
祝
島
字
通
り
矢
一
五
九

小
祝
島
南
端

祝
島
小
田
岩
北
端

小
島
北
端

小
祝
島
平
棒
東
端

小
祝
島
豆
腐
瀬
西
端

八
三

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

番
地
二
地
先
の
護
岸
に
設
置
し
た
標



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

備

に
し
漁

い
が
い

う
ち
む

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

と
こ
ぶ

と
り
が

な
み
が

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
か
が

あ
さ
り

あ
わ
び

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

考制
限
又
は
条
件

第
三
種
共
同
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
九
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

業 漁
業

ら
さ
き
漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

し
漁
業

い
漁
業

い
漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

二
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

い
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

二
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
一
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ホ

か
ら
一

ヘ

か
ら
四

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

か
ら
二

ニ

か
ら
一

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
ホ
ウ
ジ

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上

第
二
種
共
同
漁
業

三
五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

五
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

ホ
ウ
ジ
ロ
灯
台
基
部

祝
島
烏
帽
子
鼻
東
端

ホ
ウ
ジ
ロ
島
西
端

宇
和
島
南
東
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

七
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

い
か
巣
網
漁
業

四
月
一
日

ロ
島
及
び
宇
和
島
地
先

、
ホ
、
ヘ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結

関
町
宇
和
島
北
端

鼻
繰
島
灯
台
基
部

か
め
の
て
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

小
型
定
置
網
漁
業

に
な
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

も
が
い
漁
業

い
せ
え
び
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
祝天

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
三
種
共
同
漁
業

た
い
飼

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
祝
島
烏
帽
子
鼻

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

祝小小

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
祝
島

公
示
番
号

共
第
九
十
七
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

第
三
種
共
同
漁
業

た
い
飼

漁
場
の
位
置

熊
毛
郡
上
関
町
小
祝
島
瀬
戸
地

漁
場
の
区
域

次
の

、

、

、

の
各
点

た
区
域

点
の
位
置

基
点

熊
毛
郡
上
関
町
小

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町

公
示
番
号

共
第
九
十
六
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

島
烏
帽
子
鼻
に
設
置
し
た
標
柱

田
島
灯
台
基
部

名
称

漁

業

付
漁
業

一
月
一
日
か
ら

地
先

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

島
平
ド
ア
頂
上

島
北
東
端

祝
島
北
東
端

び
漁
業
の
時
期

付
漁
業

一
月
一
日
か
ら

先を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

祝
島
南
西
端

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

の

時

期

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

の

時

期

漁
場
の
位
置

光
市
並
び
に
熊
毛
郡
田

第
二
種
共
同
漁
業

関
係
地
区

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
祝

公
示
番
号

共
第
九
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と
布
施
町
、
平
生
町
及
び
上
関
町
沖

も
が
い
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
に
限

る
。
）

一
月
一
日

い
か
巣
網
漁
業

四
月
一
日

い
た
や
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

に
し
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

島八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

祝
島
オ
ト
モ
鼻
防
波
堤
東
角

叶
島
西
端

大
字
祝
島
九
八
六
番
地
二
地

長
島
現
後
鼻
北
西
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

八
五

合 日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

先
の
護
岸
に
設
置
し
た
標
識

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ニ

か
ら
一
八
〇
度

ホ

か
ら
一
六
〇
度

熊
毛
郡
上
関
町
大

光
市
島
田
川
千
歳

島
田
川
千
歳

熊
毛
郡
田
布
施
町

平
生
町
田

点
イ

か
ら
一
九
九
度

ロ

か
ら

を
見
通

ハ

か
ら

を
見
通

熊
毛
郡
上
関
町
八祝ホ

柳
井
市
ハ
ン
ド
ウ

熊
毛
郡
上
関
町
と

柳
井
市
平
郡
島

熊
毛
郡
上
関
町
横

柳
井
市
平
郡
島
蛇

牛
島
黒
岳
南

防
府
市
野
島
定
兼

熊
毛
郡
上
関
町
祝

下
松
市
笠
戸
島
火

熊
毛
郡
平
生
町
佐

光
市
尾
島
仏
の
岩

大
字
室
積
村

尾
島
明
神
鼻

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

と
を
結
ん
だ
線
及
び

と

と

域
（
共
第
七
十
八
号
、
共
第
八
十

十
五
号
ま
で
の
漁
業
権
に
係
る
漁

点
の
位
置

基
点

光
市
大
字
浅
江
字

岸
沿
い
に
東
へ
八
九

三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

字
室
津
千
葉
崎
南
東
端

大
橋
右
岸
南
角

大
橋
左
岸
南
角

田
布
施
川
新
八
海
橋
右
岸
北
角

布
施
川
新
八
海
橋
左
岸
北
角

の
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

し
た
線
と

と

と
を
結
ん
だ

し
た
線
と

か
ら

を
見
通
し

島
灯
台
基
部

島
南
西
端

ウ
ジ
ロ
灯
台
基
部

島
西
端

柳
井
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

崎
南
端

島
岩
戸
崎
南
端

の
池
西
側
角

端鼻
南
端

島
オ
ト
モ
鼻
防
波
堤
東
角

振
岬
南
端

合
島
蜂
巣
鼻
北
端

北
端

梶
取
岬
南
端

東
端

ホ
、
ヘ
、

、
ト
、
チ
、

の

を
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海

一
号
か
ら
共
第
九
十
号
ま
で
及

場
の
区
域
を
除
く
。
）

懸
山
周
南
流
域
下
水
道
浄
化
セ

・
五
メ
ー
ト
ル
の
点
に
設
置
し

と
の
交
点

線
と
の
交
点

た
線
と
の
交
点

線
に
お
け
る
境
界
点

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
、

と

岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

び
共
第
九
十
三
号
か
ら
共
第
九

ン
タ
ー
埋
立
地
南
西
端
か
ら
護

た
標
柱

公
示
番
号

共
第
九
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ヘ

か
ら
一

ト

と

と

チ

と

と

関
係
地
区

光
市
並
び
に
熊
毛
郡
田

備
考制

限
又
は
条
件

第
三
種
共
同
漁
業
権
に

と
こ
ぶ
し
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

九
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

一
五
度
四
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

布
施
町
、
平
生
町
及
び
上
関
町

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

点だ
線
と
の
交
点 八

六



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

池
の

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

柳
井
市
阿
月
漁
港

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
阿
月
黒
崎

高
辺

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
阿
月
面
影

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
阿
月
鍋
割

基
点

柳
井
市
と
熊
毛
郡

ハ
ン
ド
ウ

阿
月
黒
崎

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
阿
月
鍋
割

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
阿
月
横
添

大
島
郡
周
防
大
島

え
む
し

漁
場
の
位
置

柳
井
市
阿
月
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

点
の
位
置

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

浦
水
窪
東
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

（
相
ノ
浦
）

防
波
堤
北
東
角

町
彦
島
頂
上

北
東
端

鼻
北
端

町
大
字
日
見
日
見
崎
西
端

鼻
東
端

町
大
字
志
佐
脇
ケ
鼻
西
端

鼻
に
設
置
し
た
標
識

上
関
町
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

島
西
端

鼻
東
端

町
下
荷
内
島
南
端

鼻
東
端

町
下
荷
内
島
北
端

鼻
東
端

町
大
字
戸
田
押
前
鼻
北
端

漁
業

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

の
各
点

区
域
（
次
の

、
リ
、
ヌ
、

ま
れ
た
区
域
を
除
く
。
）

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業

ル
の
点

ル
の
点

線
に
お
け
る
境
界
点

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最

公
示
番
号

共
第
百
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ヌ

か
ら
九

関
係
地
区

柳
井
市
阿
月

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

か
ら
九

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

〇
度
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

〇
度
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

八
七

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

設
置
し
た
標
識

伊
保
庄
上

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
裸
島
頂
上

伊
保
庄
向黒

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
柳
井
字
宮

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
柳
井
字
宮

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

リ
、
ヌ
、
ル
、

の
各
点
を
順
次

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
阿
月
面
影

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
烏
島
南
端

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
烏
島
北
端

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

柳
井
市
伊
保
庄
地
先

漁
場
の
区
域

い
が
い

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

浜
塩
田
跡
地
護
岸
水
路
出
口
南

町
野
島
頂
上

田
川
河
口
左
岸
東
角

島
防
波
堤
基
部

町
笠
佐
島
北
西
端

本
塩
浜
中
国
電
力
株
式
会
社
柳

町
笠
佐
島
南
端

本
塩
浜
中
国
電
力
株
式
会
社
柳

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

の
各
点

結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

鼻
東
端

町
大
字
志
佐
脇
ケ
鼻
西
端

町
大
字
日
見
日
見
崎
西
端

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

東
角

井
発
電
所
揚
液
桟
橋
基
部

井
発
電
所
西
護
岸
水
路
出
口
に

を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

、

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

関
係
地
区

柳
井
市
伊
保
庄

公
示
番
号

共
第
百
一

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

ル

と

と 南南伊南

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と
も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

浜
四
丁
目
柳
井
湾
一
号
埋
立
地
護

浜
三
丁
目
土
穂
石
川
水
門
左
岸
下

保
庄
土
穂
石
川
水
門
右
岸
下
流
端

旧
旭
橋
右
岸
下
流
端

浜
三
丁
目
旧
旭
橋
左
岸
下
流
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点

岸
南
西
角

流
端

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

八
八



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ハ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

柳
井
市
（
柳
井
市
伊
保
庄
、
阿

南
浜
三
丁

伊
保
庄
土

南
浜
四
丁

伊
保
庄
上

柳
井
字
宮

設
置
し
た
標
識

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

漁
場
の
位
置

柳
井
市
柳
井
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
南
浜
三
丁

伊
保
庄
旧

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

だ
線
の
中
央
点

月
、
平
郡
、
遠
崎
、
大
畠
及
び

目
土
穂
石
川
水
門
左
岸
下
流
端

穂
石
川
水
門
右
岸
下
流
端

目
柳
井
湾
一
号
埋
立
地
護
岸
南

浜
塩
田
跡
地
護
岸
水
路
出
口
南

本
塩
浜
中
国
電
力
株
式
会
社
柳

だ
線
の
中
央
点

だ
線
の
中
央
点

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

目
旧
旭
橋
左
岸
下
流
端

旭
橋
右
岸
下
流
端

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

神
代
を
除
く
。
）

西
角

東
角

井
発
電
所
西
護
岸
水
路
出
口
に

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

柳
井
市
柳
井
地
先

漁
場
の
区
域

漁
場
の
位
置

公
示
番
号

共
第
百
二

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

八
九

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

あ
わ
び

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

公
示
番
号

共
第
百
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
遠
崎
境
川

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

と
の
交
点

関
係
地
区

柳
井
市
（
柳
井
市
伊
保
庄
、
阿

次
の

、
イ
、
ロ
、

の
各
点

た
区
域

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
柳
井
字
宮

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
裸
島
頂
上

烏
島
北
端

大
島
大
橋

漁
業

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

町
大
島
大
橋
第
四
橋
脚
北
西
角

河
口
左
岸
南
角

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
の
中
央
点
と

と
を
結
ん

月
、
平
郡
、
遠
崎
、
大
畠
及
び

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

本
塩
浜
中
国
電
力
株
式
会
社
柳

町
笠
佐
島
南
端

第
三
橋
脚
南
西
角

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

と
の
交
点

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

神
代
を
除
く
。
）

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

井
発
電
所
揚
液
桟
橋
基
部

柳
井
市
平

熊
毛
郡
上

大
島
郡
周

柳
井
市
平

大
島
郡
周

柳
井
市
平

大
島
郡
周

柳
井
市
平平

大
島
郡
周

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、
ラ
、

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
平掛平掛平

漁
場
の
位
置

柳
井
市
平
郡
島
地
先

漁
場
の
区
域

郡
島
蛇
の
池
西
側
角

関
町
横
島
北
端

防
大
島
町
大
字
秋
仏
崎
南
端

郡
島
黒
鼻
北
端

防
大
島
町
大
字
出
井
雨
ケ
浦
鼻
東

郡
島
赤
崎
北
端

防
大
島
町
大
字
出
井
法
師
岩
頂
上

郡
島
東
風
止
西
端

郡
島
甲
月
鼻
北
端

防
大
島
町
大
字
戸
田
下
荷
内
島
頂

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ

郡
島
今
崎
北
端

津
島
州
鼻
南
端

郡
島
高
月
鼻
北
端

津
島
水
谷
北
西
端

郡
島
風
無
鼻
北
端

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

い
が
い
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

端上 ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、
レ

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

九
〇

、
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レ

か
ら
九
〇
度
三

ソ

と

と
を
結
ん

ツ

と

と
を
結
ん

リ

と

と
を
結
ん

ヌ

と

と
を
結
ん

ル

と

と
を
結
ん

ヲ

と

と
を
結
ん

ワ

と

と
を
結
ん

カ

か
ら
一
八
〇
度

ヨ

か
ら
一
八
〇
度

タ

か
ら
一
八
〇
度

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

と

と
を
結
ん

チ

と

と
を
結
ん

平
郡
沖
ノ

平
郡
島
板

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
平
郡
島
盛

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
掛
津
島
松

平
郡
漁
港

平
郡
島
盛

柳
井
市
平
郡
島

熊
毛
郡
上
関
町
横

柳
井
市
ハ
ン
ド
ウ

平
郡
漁
港

平
郡
島
長

平
郡
島
長

平
郡
島
黒

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

瀬
灯
標

敷
東
端

町
小
水
無
瀬
島
南
端

鼻
北
東
端

町
小
水
無
瀬
島
北
端

節
鼻
東
端

（
東
浦
）
羽
仁

防
波
堤
南
東

鼻
北
端

崎
南
端

島
南
端

島
頂
上

（
西
浦
）
西

防
波
堤
北
西
角

砠
の
鼻
西
端

崎
鼻
南
端

崎
南
端

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

角

漁
場
の
位
置

柳
井
市
掛
津
島
地
先

公
示
番
号

共
第
百
四

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ネ

と

と

ナ

と

と

ラ

と

と

関
係
地
区

柳
井
市
平
郡

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

九
一

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点
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て
ん
ぐ

公
示
番
号

共
第
百
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

か
じ
め

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

柳
井
市
平
郡

平
郡
島
風

掛
津
島
州

平
郡
島
今

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
平
郡
漁
港

大
島
郡
周
防
大
島

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
掛
津
島
松

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
掛
津
島
水

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
掛
津
島
長

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

無
鼻
北
端

鼻
南
端

崎
北
端

町
大
字
外
入
伊
崎
鼻
南
端

（
東
浦
）
羽
仁

防
波
堤
南
東

町
大
水
無
瀬
島
洲
首
鼻
北
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

ヘ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

節
鼻
東
端

町
大
字
秋
仏
崎
南
端

谷
北
西
端

町
大
字
戸
田
上
荷
内
島
南
端

浜
崎
西
端

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ル
の
点

ル
の
点

と
の
交
点

ル
の
点

角ル
の
点

ル
の
点

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

関
係
地
区

柳
井
市
平
郡

大
島
郡
周

熊
毛
郡
上

柳
井
市
掛平

点
イ

と

と

ル
の
点

ロ

と

と

線
上

か
ら

漁
場
の
区
域

次
の

と
イ
と
を
結
ん

及
び
ロ
と

と
を
結
ん
だ

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
ハハ

熊
毛
郡
上

柳
井
市
平

漁
場
の
位
置

柳
井
市
ハ
ン
ド
ウ
島
地

防
大
島
町
小
水
無
瀬
島
西
泊
り
乱

関
町
八
島
南
端

津
島
松
節
鼻
東
端

郡
島
盛
鼻
北
東
端

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
と

と
を

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
、

を
中
心
と
し
た
半
径
一

線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ

ン
ド
ウ
島
頂
上

ン
ド
ウ
島
西
端

関
町
横
島
南
端

郡
島

崎
南
端

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

先 ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

れ
岩
頂
上

結
ん
だ
線
上

か
ら
一
五
〇
メ
ー

し
た
線
と
の
交
点
と

と
を
結
ん

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
の
北
側
の
円

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
二

トだ 弧
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柳
井
市
遠
崎
及
び
大
畠
地
先

漁
場
の
区
域

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

あ
ら
め

い
ぎ
す

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

公
示
番
号

共
第
百
六
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

業 漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

第
一
種
共
同
漁
業

柳
井
市
遠
崎
、
大
畠
及

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
百
七

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

柳
井
市
裸神

大
島
郡
周

点
イ

と

と

と
の
交
点

ロ

と

と

と
の
交
点

関
係
地
区

次
の

、
イ
、
ロ
、

た
区
域

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
遠烏大

大
島
郡
周

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

び
神
代

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

島
頂
上

代
石
神
川
河
口
左
岸
南
角

防
大
島
町
大
字
小
松
字
御
開
作

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点
と

と
を

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

崎
境
川
河
口
左
岸
南
角

島
北
端

島
大
橋
第
三
橋
脚
南
西
角

防
大
島
町
大
島
大
橋
第
四
橋
脚
北

九
三

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

浮
桟
橋
突
端

だ
線
の
中
央
点
と

と
を
結
ん
だ

結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

西
角

線線 れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

関
係
地
区

柳
井
市
遠
崎
、
大
畠
及
び
神
代

柳
井
市
裸
島
頂
上

大
島
大
橋

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
と
柳
井
市

大
島
郡
周
防
大
島

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

漁
場
の
位
置

柳
井
市
神
代
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
神
代
石
神

大
島
郡
周
防
大
島

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

並
び
に
岩
国
市
由
宇
町
神
東

第
三
橋
脚
南
西
角

町
大
島
大
橋
第
四
橋
脚
北
西
角

と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お

町
大
字
椋
野
幣
振
鼻
北
端

だ
線
と

と
ロ
と
を
結
ん
だ
線

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

川
河
口
左
岸
南
角

町
大
字
小
松
字
御
開
作

浮
桟

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

け
る
境
界
点

と
の
交
点

ル
の
点

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

橋
突
端

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

大
島
郡
周

漁
場
の
位
置

柳
井
市
大
磯
漁
場

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
神

第
一
種
共
同
漁
業

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
百
八

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

防
大
島
町
笠
佐
島
北
西
端

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

代
瀬
戸
鼻
南
端

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

号名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

九
四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

あ
さ
り

あ
わ
び

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

公
示
番
号

共
第
百
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

柳
井
市
遠
崎
、
大
畠
及
び
神
代

字
笠
佐
島
、
大
字
小
松
、
大
字
小

房
、
大
字
出
井
、
大
字
戸
田
、
大

柳
井
市
神
代
石
神

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
鳴
門
漁
港

大
島
郡
周
防
大
島

点
イ

と

と
を
結
ん

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

か
ら

を
見
通
し
た

だ
線
と

か
ら

を
見
通
し
た

並
び
に
大
島
郡
周
防
大
島
町
大

松
開
作
、
大
字
志
佐
、
大
字
東

字
横
見
、
大
字
日
見

川
河
口
左
岸
南
角

町
大
字
小
松
字
御
開
作

浮
桟

（
遠
崎
）
沖
側
防
波
堤
南
東
角

町
小
松
港
小
松
地
区

防
波
堤

野
島
北
西
端

笠
佐
島
南
東
端

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

と
の
交
点

線
と
の
交
点

線
と
の
交
点

字
東
三
蒲
、
大
字
西
三
蒲
、
大

屋
代
、
大
字
西
屋
代
、
大
字
家

橋
突
端

基
部

と
の
交
点

制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

岩
国
市
由

大
島
郡
周

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

関
係
地
区

岩
国
市
由
宇
町
神
東

備
考

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
と

大
島
郡
周

岩
国
市
由

大
島
郡
周

漁
場
の
位
置

岩
国
市
由
宇
町
神
東
地

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

宇
町
有
家
飛
石
下
の
石
南
端

防
大
島
町
前
島
北
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

柳
井
市
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

防
大
島
町
大
字
椋
野
幣
振
鼻
北
端

宇
町
神
東
由
宇
漁
港
駅
前
旧
防
波

防
大
島
町
福
島
南
端

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

先 い
が
い
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

九
五

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

に
お
け
る
境
界
点

堤
突
端
跡
に
設
置
し
た
標
識

囲



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
由
宇
町
第

え
む
し

漁
場
の
位
置

岩
国
市
由
宇
町
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
由
宇
町
有

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

も
が
い

う
に
漁

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

公
示
番
号

共
第
百
十
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

町
前
島
北
端

一
干
拓
護
岸
北
東
端

漁
業

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び

た
区
域

家
飛
石
下
の
石
南
端

漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業漁
業

業 漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

と

と
を
結
ん
だ
線
と
最
大
高

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

関
係
地
区

岩
国
市
由
宇
町
（
岩
国

公
示
番
号

共
第
百
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業 岩

国
市
長

広
島
県
呉

岩
国
市
由

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と
に
し
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

市
由
宇
町
神
東
を
除
く
。
）

一
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

甲
島
南
東
端

野
と
同
市
由
宇
町
と
の
最
大
高
潮

市
倉
橋
島
岳
浦
山
頂
上

宇
町
由
宇
川
山
陽
本
線
鉄
橋
右
岸

由
宇
川
山
陽
本
線
鉄
橋
左
岸

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

下
流
端

下
流
端

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

九
六



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

メ
ー
ト
ル
の
点

ハ

と

と
を
結
ん

メ
ー
ト
ル
の
点

ニ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

岩
国
市
由
宇
町
（
岩
国
市
由
宇

公
示
番
号

共
第
百
十
二
号

に
設
置
し
た
標
柱

岩
国
市
三
角
町
一

岩
国
市
由
宇
町
由

広
島
県
呉
市
鹿
島

と

と
を
結
ん

に
設
置
し
た
標
柱

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

岩
国
市
由
宇
町
甲
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
由
宇
町
甲

広
島
県
大
竹
市
玖

と

と
を
結
ん

に
な
漁

ば
か
が

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

町
神
東
を
除
く
。
）

丁
目
東
新
開
作
護
岸
南
東
端

宇
港
由
宇
一
号
防
波
堤
灯
台
基

宮
の
口
鼻
南
端

だ
線
と
広
島
県
大
竹
市
甲
島
の

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と

島
頂
上

波
三
五
六
高
地

だ
線
と
広
島
県
大
竹
市
甲
島
の

業い
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

の

時

期

の
交
点
か
ら

方
向
へ
三
〇
〇

ル
の
点

部最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
点

ル
の
点

の
交
点
か
ら

方
向
へ
三
〇
〇

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
の
交
点

た
区
域

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
長

漁
場
の
位
置

岩
国
市
通
津
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

第
一
種
共
同
漁
業

野
と
同
市
由
宇
町
と
の
最
大
高
潮

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

九
七

時
海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

は
ま
ぐ

あ
わ
び

い
が
い

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

公
示
番
号

共
第
百
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

お
ご
の

広
島
県
呉
市
倉
橋

岩
国
市
通
津
波
の

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

岩
国
市
通
津
及
び
長
野

り
漁
業

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

島
岳
浦
山
頂
上

浦
水
路
出
口
中
央
点
に
設
置
し

だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

た
標
識

ル
の
点

ル
の
点

岩
国
港
の
区
域
内
に
お

い
。

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

関
係
地
区

岩
国
市
（
岩
国
市
通
津

川
町
及
び
美
和
町
を
除
く

備
考制

限
又
は
条
件

岩
国
市
三由岩

点
に
設
置
し門門

点
イ

と

と

ロ

と

と

び
最
大
高
潮
時
海
岸
線
と

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
通

広
島
県
呉

岩
国
市
藤伊門

大
島
郡
周

漁
場
の
位
置

岩
国
市
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
八
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
八
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
八
〇
〇
メ

、
長
野
、
柱
島
、
由
宇
町
、
玖
珂

。
）

角
町
一
丁
目
東
新
開
作
護
岸
南
東

宇
町
甲
島
頂
上

国
基
地
南
防
波
堤
屈
折
点
か
ら
護

た
標
識

前
川
堰
堤
右
岸
下
流
端
に
設
置
し

前
川
堰
堤
左
岸
下
流
端
に
設
置
し

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

津
波
の
浦
水
路
出
口
中
央
点
に
設

市
倉
橋
島
岳
浦
山
頂
上

生
町
一
丁
目
中
国
電
力
株
式
会
社

勢
小
島
北
端

前
川
河
口
右
岸
に
設
置
し
た
標
識

防
大
島
町
前
島
北
東
端

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

、
ニ
、
ホ
、

の
各
点
を
順
次
結

を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

町
、
本
郷
町
、
周
東
町
、
錦
町
、

端
に
設
置
し
た
標
識

岸
沿
い
に
西
へ
八
二
〇
メ
ー
ト
ル

た
標
識

た
標
識

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

置
し
た
標
識

岩
国
発
電
所
護
岸
南
東
端

ん
だ
線
、

と

と
を
結
ん
だ
線

九
八

な 美 の 及



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

え
む
し

漁
場
の
位
置

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

た
い
ら

あ
ら
め

い
ぎ
す

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

公
示
番
号

共
第
百
十
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業 漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

ぎ
漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

川
町
及
び
美
和
町
を
除
く

備
考制

限
又
は
条
件

岩
国
港
の
区
域
内
に
お

い
。公

示
番
号

共
第
百
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

た
標
識

今今

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

関
係
地
区

岩
国
市
（
岩
国
市
通
津 岩

の
点
に
設
置姫今

広
島
県
江

岩
国
市
飯

広
島
県
大

岩
国
市
と

岩
国
市
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
岩

に
設
置
し
た

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

。
）

い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等

五
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

津
川
堰
堤
右
岸
下
流
端
に
設
置
し

津
川
堰
堤
左
岸
下
流
端
に
設
置
し

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
五
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
八
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

、
長
野
、
柱
島
、
由
宇
町
、
玖
珂

国
基
地
北
防
波
堤
基
部
か
ら
護
岸

し
た
標
識

小
島
頂
上

津
川
河
口
右
岸
東
角
に
設
置
し
た

田
島
市
大
黒
神
島
南
端

田
町
二
丁
目
突
堤
突
端

竹
市
阿
多
田
島
北
端

玖
珂
郡
和
木
町
と
の
最
大
高
潮
時

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
、

囲
ま
れ
た
区
域

国
基
地
北
防
波
堤
基
部
か
ら
護
岸

標
識

九
九

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら

た
標
識

た
標
識

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点

町
、
本
郷
町
、
周
東
町
、
錦
町
、

沿
い
に
北
へ
一
、
〇
二
三
メ
ー
ト

標
識

海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点
に
設
置

と

と
を
結
ん
だ
線
及
び
最
大

沿
い
に
南
へ
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の

な 美 ルし 高点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

姫
小
島
頂

広
島
県
と
山
口
県

漁
場
の
位
置

玖
珂
郡
和
木
町
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

、

、

小
瀬
川
の
中
央
線
と
す
る
。
）
と

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
と
玖
珂
郡

た
標
識

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

し
じ
み

と
こ
ぶ

あ
お
の

あ
ら
め

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ほ
ん
だ

も
ず
く

上と
の
小
瀬
川
河
口
に
お
け
る
境

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

最
大
高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ

和
木
町
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

業業い
漁
業

り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

が
い
漁
業

し
漁
業

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

り
漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

二
月
一
日
か
ら

界
第
二
標
石

線
（

と

と
を
結
ぶ
線
は
、

て
囲
ま
れ
た
区
域

線
に
お
け
る
境
界
点
に
設
置
し

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

九
月
三
十
日
ま
で

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

玖
珂
郡
和
木
町

備
考制

限
又
は
条
件

岩
国
港
の
区
域
内
に
お

い
。公

示
番
号

共
第
百
十

広
島
県
と

岩
国
市
由

広
島
県
大

玖
珂
郡
和

点
イ

と

と

ロ

か
ら

関
係
地
区

か
き
漁
業

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

い
て
は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等

六
号

山
口
県
と
の
小
瀬
川
河
口
に
お
け

宇
町
甲
島
頂
上

竹
市
玖
波
三
五
六
高
地

木
町
大
和
橋
の
中
央
点

大
和
橋
右
岸
下
流
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
見
通
し
た
線
と

と

と
を
結

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

を
妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら

る
境
界
第
一
標
石

ー
ト
ル
の
点

ん
だ
線
と
の
交
点

一
〇
〇

な



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

黒
島
南
東

柱
島
平
崎

端
島
光
石

石
小
島
頂

手
島
東
端

広
島
県
呉
市
倉
橋

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

基
点

岩
国
市
保
高
島
北

広
島
県
江
田
島
市

岩
国
市
保
高
島
北

由
宇
町
甲

中
小
島
頂

伊
勢
小
島

端
島
南
端

芋
島
西
端

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

岩
国
市
端
島
、
手
島
及
び
保
高

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

た
区
域

点
の
位
置

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

ま
て
が

も
が
い

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
と

か
ら

を
見
通
し
た

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

端南
西
端

鼻
東
端

上町
西
五
番
之
砠
灯
標

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

端長
島
南
端

西
端

島
頂
上

上北
端

業漁
業

島
地
先

ヘ
、
ト
、
チ
、
イ
の
各
点
を
順

漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

い
漁
業

漁
業

ル
の
点

線
と
の
交
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
百
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

関
係
地
区

岩
国
市
柱
島

備
考制

限
又
は
条
件

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

一
〇
一

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

柱
島
新
宮

広
島
県
呉
市
倉
橋

岩
国
市
柱
島
柱
島

小
柱
島
東

広
島
県
呉
市
倉
橋

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

柱
島
平
崎

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
続
島
州
鼻

福
良
島
西

福
良
島
南

大
島
郡
周
防
大
島

愛
媛
県
松
山
市
津

岩
国
市
続
島
東
端

次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
小
柱
島
明

手
島
東
端

石
小
島
頂

中
小
島
頂

端
島
南
端

柱
島
大
崩

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

岩
国
市
柱
島
、
小
柱
島
、
続
島

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

鼻
東
端

町
横
島
南
端

港
（
松
田
）
沖
側
防
波
堤
北
端

端町
西
五
番
之
砠
灯
標

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

南
西
端

町
頭
島
セ
イ
ゼ
ノ
上
鼻
北
端

北
端

端端町
大
字
伊
保
田
松
ケ
鼻
北
東
端

和
地
島
苅
藻
鼻
南
西
端

区
域

神
神
窪
の
鼻
北
西
端

上上の
鼻
西
端

い
漁
業

漁
業

業漁
業

、
長
島
及
び
福
良
島
地
先

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
ル
、

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

と
の
交
点

ヲ
、
ワ
、
カ
、
イ
の
各
点
を
順

公
示
番
号

共
第
百
十

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

カ

と

と

関
係
地
区

岩
国
市
柱
島

備
考制

限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

か
ら
九

ル

と

と

ヲ

と

と

ワ

と

と
い
が
い
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点 一

〇
二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

岩
国
市
柱
島

公
示
番
号

共
第
百
十
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

基
点

岩
国
市
伊
勢
小
島

保
高
島
北

由
宇
町
由

伊
勢
小
島

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
鞍
掛
島
東

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

岩
国
市
伊
勢
小
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

点
の
位
置

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

ま
て
が

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

北
端

西
端

宇
港
由
宇
一
号
防
波
堤
灯
台
基

南
端

町
前
島
南
端

端だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

漁
業

業漁
業

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

業漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

い
漁
業

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ル
の
点

ル
の
点の

時

期

部ル
の
点

ル
の
点

て
囲
ま
れ
た
区
域

大
島
郡
周

岩
国
市
黒

大
島
郡
周

漁
場
の
位
置

岩
国
市
黒
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
黒伊黒

防
大
島
町
前
島
南
端

島
南
端

防
大
島
町
大
字
久
賀
大
崎
鼻
北
端

、
ホ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

島
北
端

勢
小
島
南
端

島
ヨ
モ
ギ
の
鼻
西
端

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

一
〇
三

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報

備

（号 外 ）

い
が
い

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

公
示
番
号

共
第
百
二
十
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

お
ご
の

ホ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

岩
国
市
柱
島

考制
限
又
は
条
件

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

岩
国
市
黒
島
南
東

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
黒
島
荒
神

端
島
南
端

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

が
で
き
な
い
。

端町
頭
島
セ
イ
ゼ
ノ
上
鼻
北
端

小
島
東
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

漁
業
の
種
類

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

関
係
地
区

岩
国
市
柱
島

公
示
番
号

共
第
百
二

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の 芋鞍黒鞍

大
島
郡
周

岩
国
市
鞍福

点
イ

と

と

漁
場
の
位
置

岩
国
市
鞍
掛
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

岩
国
市
鞍

漁
業
の
名
称

漁

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

十
一
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

島
西
端

掛
島
北
西
端

島
南
端

掛
島
南
端

防
大
島
町
頭
島
セ
イ
ゼ
ノ
上
鼻
北

掛
島
東
端

良
島
南
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

掛
島
北
端

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

業

の

時

期

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

端ー
ト
ル
の
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

一
〇
四



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

柳
井
市
神
代
瀬
戸

鳴
門
漁
港

大
島
郡
周
防
大
島

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
笠
佐
島
及

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

ま
て
が

も
が
い

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ま
も

あ
ら
め

い
ぎ
す

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

鼻
南
端

（
遠
崎
）
沖
側
防
波
堤
南
東
角

町
小
松
港
小
松
地
区

防
波
堤

業漁
業

び
野
島
地
先

ヘ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

町
笠
佐
島
北
西
端

業漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

い
漁
業

漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

基
部

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

作
、
大
字
志
佐
、
大
字
東

井
及
び
大
字
家
房

公
示
番
号

共
第
百
二

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

関
係
地
区

柳
井
市
裸

大
島
郡
周

柳
井
市
伊

大
島
郡
周

柳
井
市
烏

大
島
郡
周

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ま
も
漁
業

一
月
一
日

あ
ら
め
漁
業

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

字
東
三
蒲
、
大
字
西
三
蒲
、
大
字

屋
代
、
大
字
西
屋
代
、
大
字
日
見

十
二
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

笠
佐
島
南
東
端

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

島
頂
上

防
大
島
町
笠
佐
島
西
端

保
庄
黒
島
防
波
堤
基
部

防
大
島
町
野
島
南
端

島
北
端

防
大
島
町
大
字
志
佐
脇
ケ
鼻
西
端

野
島
北
西
端

一
〇
五

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

小
松
、
大
字
笠
佐
島
、
大
字
小
松

、
大
字
横
見
、
大
字
戸
田
、
大
字

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

だ
線
と
の
交
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

し
た
線
と
の
交
点

開出



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

柳
井
市
大
島
大
橋

大
島
郡
周
防
大
島

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

線
に
お
け
る
境
界
点

岩
国
市
由
宇
町
神

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
由
宇
町
相

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
神
代
瀬
戸

大
島
郡
周
防
大
島

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
東

佐
、
大
字
家
房
、
大
字
出
井
、
大

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、

の
各
点
を

区
域点

の
位
置

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

第
三
橋
脚
南
西
角

町
大
島
大
橋
第
四
橋
脚
北
西
角

町
大
字
東
三
蒲
と
同
郡
同
町
大

東
水
尻
川
河
口
左
岸
東
角

町
大
字
東
三
蒲
田
ノ
尻
鼻
北
端

地
鼻
東
端

町
大
字
東
三
蒲
東
浜
防
波
堤
突

鼻
南
端

町
大
字
西
三
蒲
筆
崎
北
端

三
蒲
、
大
字
西
三
蒲
、
大
字
小
松

字
戸
田
、
大
字
横
見
及
び
大
字

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、

順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時

し
漁
業

業業い
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

が
い
漁
業

業漁
業

字
椋
野
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

端
、
大
字
小
松
開
作
、
大
字
志

日
見
地
先

ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ
、

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ヌ

と

と

ル

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

柳
井
市
平

大
島
郡
周

お
け
る
境
界

柳
井
市
掛

点
イ

と

と

大
島
郡
周

柳
井
市
阿

大
島
郡
周

柳
井
市
阿

大
島
郡
周

柳
井
市
神

大
島
郡
周

柳
井
市
阿

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

郡
島
赤
崎
北
端

防
大
島
町
大
字
出
井
雨
ケ
浦
鼻
東

大
字
秋
仏
崎
南
端

大
字
出
井
滝
ノ
鼻
南
端

大
字
家
房
と
同
郡
同
町

点津
島
松
節
鼻
東
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

防
大
島
町
大
字
横
見
横
見
鼻
西
端

彦
島
頂
上

月
黒
崎
鼻
東
端

防
大
島
町
下
荷
内
島
灯
台
基
部

大
字
戸
田
押
前
鼻
西
端

月
横
添
鼻
東
端

防
大
島
町
大
字
戸
田
大
波
崎
西
端

大
字
出
井
法
師
岩
頂
上

大
字
小
松
字
御
開
作

代
石
神
川
河
口
左
岸
南
角

防
大
島
町
野
島
北
西
端

笠
佐
島
南
東
端

大
字
志
佐
脇
ケ
鼻
西
端

野
島
南
端

大
字
日
見
日
見
崎
西
端

月
高
辺
鼻
北
端

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

し
た
線
と
の
交
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

端大
字
秋
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

ー
ト
ル
の
点

浮
桟
橋
突
端 一

〇
六

に



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報

備

（号 外 ）

あ
わ
び

い
が
い

い
ぎ
す

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と

公
示
番
号

共
第
百
二
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ま
も

あ
ら
め

ツ

と

と
を
結
ん

ネ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
東
三

作
、
大
字
志
佐
、
大
字
東
屋
代
、

井
及
び
大
字
家
房

考制
限
又
は
条
件

ヲ

と

と
を
結
ん

ワ

と

と
を
結
ん

カ

と

と
を
結
ん

ヨ

と

と
を
結
ん

タ

と

と
を
結
ん

レ

と

と
を
結
ん

ソ

と

と
を
結
ん

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

が
で
き
な
い
。

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

蒲
、
大
字
西
三
蒲
、
大
字
小
松

大
字
西
屋
代
、
大
字
日
見
、
大

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ル
の
点

ル
の
点

、
大
字
笠
佐
島
、
大
字
小
松
開

字
横
見
、
大
字
戸
田
、
大
字
出

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ヘ

と

と

ト

と

と

関
係
地
区

熊
毛
郡
上

大
島
郡
周

柳
井
市
平

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

大
島
郡
周

柳
井
市
阿

大
島
郡
周

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
上

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

域
点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周

柳
井
市
平

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

関
町
舵
掛
岩
灯
標

防
大
島
町
下
荷
内
島
南
端

郡
島
甲
月
鼻
北
端

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

防
大
島
町
上
荷
内
島
東
端

沖
家
室
島
長
瀬
灯
標

上
荷
内
島
北
東
端

大
字
戸
田
押
前
鼻
西
端

下
荷
内
島
北
西
端

彦
島
頂
上

月
横
添
鼻
東
端

防
大
島
町
下
荷
内
島
南
西
端

荷
内
島
及
び
下
荷
内
島
地
先

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
イ
の
各
点
を
順

防
大
島
町
上
荷
内
島
南
端

郡
島
黒
鼻
北
端

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

一
〇
七

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
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漁
場
の
位
置

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

は
ま
ぐ

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
東
三

作
、
大
字
志
佐
、
大
字
東
屋
代
、

井
及
び
大
字
家
房

公
示
番
号

共
第
百
二
十
四
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

漁
業

し
漁
業

業業り
漁
業

い
漁
業

漁
業

業漁
業

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業 漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

蒲
、
大
字
西
三
蒲
、
大
字
小
松

大
字
西
屋
代
、
大
字
日
見
、
大

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

、
大
字
笠
佐
島
、
大
字
小
松
開

字
横
見
、
大
字
戸
田
、
大
字
出

の

時

期

ル

と

と

ヲ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

岸
線
に
お
け

点
イ

と

と

ロ

と

と

大
島
郡
周

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周

お
け
る
境
界

柳
井
市
掛

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

安
下
庄
港
亀
島
西
防
波

大
字
東
安
下
庄
竜
崎
西

ヨ
ボ
シ

と
同
郡

る
境
界
点

大
字
外
入
赤
石
鼻
北
西

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

防
大
島
町
大
字
秋
小
崎
南
端

雀
岩
頂
上

大
字
西
安
下
庄
安
下
崎

立
島
西
端

大
字
東
安
下
庄
立
岩
南

大
字
西
安
下
庄
大
泊
物

大
字
東
安
下
庄
竜
崎
南

大
字
西
安
下
庄
庄
防
波

字
秋
、
大
字
西
安
下
庄
及
び
大
字

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

防
大
島
町
大
字
秋
と
同
郡
同
町
大

点津
島
松
節
鼻
東
端

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

堤
灯
台
基
部

端岩
頂
上

同
町
大
字
西
方
と
の
最
大
高
潮
時

端ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

東
端

端揚
場
北
端

端堤
東
端

東
安
下
庄
地
先

ヌ
、
ル
、
ヲ
、
ワ
、

の
各
点
を

区
域

字
家
房
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

一
〇
八

海 順に



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

に
し
漁

に
な
漁

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
立
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

い
ぎ
す

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ワ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
秋
、

公
示
番
号

共
第
百
二
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

町
立
島
北
端

業業業漁
業

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

大
字
西
安
下
庄
及
び
大
字
東
安

び
漁
業
の
時
期

て
囲
ま
れ
た
区
域

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ル
の
点

下
庄

公
示
番
号

共
第
百
二

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

柳
井
市
平

大
島
郡
周

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

十
六
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

字
秋
、
大
字
西
安
下
庄
及
び
大
字

大
字
東
安
下
庄
ヨ
ボ
シ

立
島
西
端

大
字
西
安
下
庄
安
下
崎

立
島
南
端

郡
島
盛
鼻
北
端

防
大
島
町
立
島
東
端

大
字
外
入
ろ
ん
ど
ん
鼻

一
〇
九

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

東
安
下
庄

岩
頂
上

東
端

西
端
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ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

岩
国
市
由
宇
町
神

大
島
郡
周
防
大
島

線
に
お
け
る
境
界
点

岩
国
市
由
宇
町
神

点
イ

と

と
を
結
ん

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

に
お
け
る
境
界
点

岩
国
市
鞍
掛
島
北

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
黒
島
南
端

大
島
郡
周
防
大
島

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
久
賀

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、

高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま

点
の
位
置

お
お
の

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ま
て
が

も
が
い

だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

幣
振
島
北
端

福
島
西
端

東
由
宇
漁
港
駅
前
旧
防
波
堤
突

町
椋
野
漁
港
北
防
波
堤
突
端

大
字
椋
野
と
同
郡
同
町
大
字

東
水
尻
川
河
口
左
岸
東
角

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

町
大
字
久
賀
と
同
郡
同
町
大
字

西
端

町
久
賀
港
大
崎
鼻
灯
台
基
部

町
前
島
南
端

久
賀
港
中
央
防
波
堤
北
西
角

大
字
久
賀
明
神
鼻
北
東
端

業漁
業

及
び
大
字
椋
野
地
先

ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、

の

れ
た
区
域

が
い
漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業い
漁
業

漁
業

ル
の
点

ル
の
点

端
跡
に
設
置
し
た
標
識

東
三
蒲
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸

ル
の
点

日
前
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

漁
場
の
位
置

公
示
番
号

共
第
百
二

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

十
七
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

字
久
賀
及
び
大
字
椋
野

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点 一

一
〇



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ま
て
が

う
に
漁

あ
さ
り

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

い
わ
の

お
ご
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

公
示
番
号

共
第
百
二
十
八
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

い
ぎ
す

大
島
郡
周
防
大
島
町
福
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

を
中
心
と
し
た
半
径
四

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
久
賀

い
漁
業

業 漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

漁
業

業漁
業

し
漁
業

業業 り
漁
業

十
一
月
一
日
か

り
漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に
よ
っ

町
福
島
頂
上

及
び
大
字
椋
野

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

て
囲
ま
れ
た
区
域

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

関
係
地
区

由

大
島
郡
周

岩
国
市
由

大
島
郡
周

岩
国
市
由

大
島
郡
周

岩
国
市
由

点
イ

と

と

基
点

大
島
郡
周

岩
国
市
黒

大
島
郡
周

岩
国
市
黒

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
前

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

た
区
域

点
の
位
置

字
久
賀
及
び
大
字
椋
野

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

宇
町
甲
島
南
東
端

防
大
島
町
前
島
北
端

宇
町
由
宇
港
由
宇
一
号
防
波
堤
灯

防
大
島
町
前
島
カ
ナ
ガ
サ
イ
鼻
西

宇
町
神
東
水
尻
川
河
口
左
岸
東
角

防
大
島
町
前
島
松
ケ
鼻
南
西
端

宇
町
神
東
由
宇
漁
港
駅
前
旧
防
波

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

防
大
島
町
前
島
八
十
崎
島
西
端

福
島
頂
上

前
島
南
端

久
賀
港
中
央
防
波
堤
北

前
島
犬
戻
鼻
南
東
端

島
南
端

防
大
島
町
前
島
鳩
ケ
窪
鼻
東
端

島
北
端

え
む
し
漁
業

島
地
先

、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
イ
の
各
点

一
一
一

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

台
基
部

端堤
突
端
跡
に
設
置
し
た
標
識

ー
ト
ル
の
点

西
角

を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
伊
勢
小
島

大
島
郡
周
防
大
島

岩
国
市
黒
島
南
端

大
島
郡
周
防
大
島

に
し
漁

に
な
漁

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
沖
の
磯

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
イ
の

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

公
示
番
号

共
第
百
二
十
九
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

町
久
賀
港
大
崎
鼻
灯
台
基
部

南
東
端

町
福
島
頂
上

浮
島
丸
岩
の
鼻
南
端

町
前
島
南
端

浮
島
楽
の
江
鼻
西
端

業業業漁
業

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

業漁
業

し
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

と
の
交
点

と
の
交
点

て
囲
ま
れ
た
区
域

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ハ

と

と

ニ

と

と

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

公
示
番
号

共
第
百
三

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

も
が
い
漁
業

い
た
や
が
い
漁
業

う
ち
む
ら
さ
き
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
二
月
一

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

字
久
賀
及
び
大
字
椋
野

十
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点 一

一
二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

と

と
を
結
ん

岩
国
市
鞍
掛
島
南

大
島
郡
周
防
大
島

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

岩
国
市
福
良
島
南

大
島
郡
周
防
大
島

て
囲
ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

に
お
け
る
境
界
点

う
に
漁

え
む
し

か
め
の

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
浮
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

西
端

町
頭
島
竜
の
口
南
端

大
字
椋
野
幣
振
鼻
北
端

頭
島
ビ
ワ
ガ
首
西
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
の
中
央
点

浮
島
黒
フ
グ
リ
岩
頂
上

乙
小
島
北
端

浮
島
赤
崎
の
鼻
東
端

鍋
島
北
端

満
島
北
端

頭
島
沖
の
久
保
鼻
東
端

端頭
島
セ
イ
ゼ
ノ
上
鼻
北
端

町
浮
島
楽
の
江
鼻
西
端

前
島
南
端

浮
島
丸
岩
の
鼻
南
端

大
字
久
賀
大
崎
鼻
北
端

大
字
油
良
と
同
郡
同
町
大
字

業漁
業

て
漁
業

ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ヌ
、
イ
の

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

西
方
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ

区
画
漁
業
権
に
対
抗
す

公
示
番
号

共
第
百
三

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

備
考制

限
又
は
条
件

に
し
漁
業

に
な
漁
業

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

十
一
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
お
の
り
漁
業

十
一
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

字
浮
島

一
一
三

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

い
わ
の

公
示
番
号

共
第
百
三
十
二
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
お
の

あ
ら
め

い
ぎ
す

に
お
け
る
境
界
点

岩
国
市
鞍
掛
島
北

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
油
良

ま
れ
た
区
域

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

に
お
け
る
境
界
点

ま
て
が

も
が
い

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
油
良

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ
、

の
り
漁
業

十
一
月
一
日
か

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

大
字
久
賀
と
同
郡
同
町
大
字

西
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

、
大
字
土
居
及
び
大
字
日
前

町
大
字
油
良
と
同
郡
同
町
大
字

大
字
油
良
よ
し
が
崎
北
東
端

前
小
島
北
端

飛
瀬
島
東
端

浮
島
楽
の
江
鼻
西
端

い
漁
業

漁
業

業漁
業

、
大
字
土
居
及
び
大
字
日
前
地

各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

日
前
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

西
方
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

先高
潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字

家
室
地
先

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、
ハ

レ
、
ソ
、
ツ
、
ネ
、
ナ
、

テ
、
ア
、
サ
、
キ
、
ユ
、

、

、

、

の
各
点

ホ

ヘ

ト

漁
場
の
位
置

防
大
島
町
大
字
西
方
と
同
郡
同
町

字
伊
保
田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和

森
、
大
字
平
野
、
大
字
西
方
、
大

、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、
リ
、

ラ
、
ム
、
ウ
、
ヰ
、
ノ
、
オ
、
ク

メ
、
ミ
、
シ
、
エ
、
ヒ
、
モ
、
セ

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

は
ま
ぐ
り
漁
業

ま
て
が
い
漁
業

も
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

あ
さ
り
漁
業

一
月
一
日

あ
わ
び
漁
業

い
が
い
漁
業

お
お
の
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

お
ご
の
り
漁
業

十
二
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

大
字
東
安
下
庄
と
の
最
大
高
潮
時

田
、
大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大

字
外
入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字

ヌ
、
ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ
、
タ

、
ヤ
、
マ
、
ケ
、
フ
、
コ
、
エ

、
ス
、
ン
、

、

、

、

海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区

イ

ロ

ハ

ニ

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

一
一
四

海 字沖、、、域



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

愛
媛
県
松
山
市
小

愛
媛
県
松
山
市
由

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
平
郡
島
盛

大
島
郡
周
防
大
島

岸
線
に
お
け
る
境
界

大
字
油
宇
保
木
鼻
南
端

大
石
灯
標

市
島
南
端

モ
ソ
鼻
西
端

笹
島
東
端

片
島
ト
ッ
ク
リ
鼻
南
端

和
田
漁
港
（
小
泊
）
西
一
号

大
字
油
宇
大
鼻
南
端

西
ケ
崎
鼻
南
端

片
島
西
端

片
島
ハ
カ
マ
ノ
鼻
北
端

セ
ン
ガ
イ
瀬
灯
標

沖
家
室
島
石
の
上
鼻
南
端

大
水
無
瀬
島
洲
首
鼻
北
端

大
字
地
家
室
牛
ケ
首
南
端

利
島
南
端

町
大
字
平
野
鹿
の
瀬
東
端

笹
島
南
端

大
字
和
佐
草
田
鼻
南
東
端

大
字
東
安
下
庄
竜
崎
南
端

大
字
外
入
ろ
ん
ど
ん
鼻
西
端

立
島
南
端

大
字
外
入
伊
崎
鼻
南
端

大
字
地
家
室
松
ケ
鼻
南
西
端

沖
家
室
島
西
端

鼻
北
端

町
沖
家
室
島
長
瀬
灯
標

点
大
字
外
入
赤
石
鼻
北
西
端

大
字
西
方
白
木
漁
港
（
船
越

大
字
西
安
下
庄
安
下
崎
東
端

大
字
西
方
大
三
郎
鼻
南
端

立
島
北
端

白
木
港
外
入

防
波
堤
灯
台

防
波
堤
突
端

）

防
波
堤
東
端

基
部

大
島
郡
周

岩
国
市
鞍

大
島
郡
周

愛
媛
県
松

大
島
郡
周

岩
国
市
長

大
島
郡
周

岩
国
市
福

大
島
郡
周

愛
媛
県
松

広
島
県
呉

岩
国
市
福

愛
媛
県
松

岩
国
市
小

大
島
郡
周

大
島
郡
周

愛
媛
県
松

乙
小
島
北
端

浮
島
は
な
ぐ
り
鼻
東
端

前
小
島
南
端

防
大
島
町
大
字
伊
保
田
門
脇
鼻
北

掛
島
北
東
端

防
大
島
町
大
字
和
田
厨
子
ケ
鼻
西

鍋
島
頂
上

和
田
漁
港
（
東
泊
）
東

頭
島
沖
の
久
保
鼻
東
端

大
字
神
浦
松
ケ
鼻
北
端

満
島
頂
上

山
市
津
和
地
島
氏
神
鼻
北
端

防
大
島
町
情
島
黒
崎
鼻
北
西
端

島
南
端

防
大
島
町
大
字
伊
保
田
瀬
戸
ケ
鼻

金
丸
島
南
端

伊
保
田
港

防
波
堤
灯

大
字
伊
保
田
大
崎
鼻
北

良
島
東
端

津
和
地
島
苅
藻
鼻
南
西
端

防
大
島
町
情
島
大
磯
鼻
北
端

山
市
津
和
地
島
剣
の
鼻
北
西
端

市
倉
橋
町
西
五
番
之
砠
灯
標

良
島
南
端

山
市
津
和
地
島
友
落
鼻
西
端

柱
島
東
端

防
大
島
町
大
字
伊
保
田
松
ケ
鼻
北

防
大
島
町
大
字
油
宇
勝
鼻
南
端

浅
石
鼻
南
端

間
情
島
頂
上

諸
島
岩
窟
南
端

根
ナ
シ
礁
灯
標

諸
島
伊
崎
鼻
北
端

山
市
二
神
島
北
東
端

一
一
五

端端泊

防
波
堤
突
端

北
端

台
基
部

端 東
端



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ネ

か
ら
一
八
〇
度

ナ

と

と
を
結
ん

ヲ

と

と
を
結
ん

ワ

と

と
を
結
ん

カ

と

と
を
結
ん

ヨ

と

と
を
結
ん

タ

と

と
を
結
ん

レ

と

と
を
結
ん

ソ

と

と
を
結
ん

ツ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

ヘ

と

と
を
結
ん

ト

と

と
を
結
ん

チ

か
ら
一
八
〇
度

リ

と

と
を
結
ん

ヌ

と

と
を
結
ん

ル

と

と
を
結
ん

に
お
け
る
境
界
点

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
六
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

大
字
油
良
弁
天
鼻
東
端

大
字
西
方
と
同
郡
同
町
大
字

大
字
油
良
よ
し
が
崎
北
東
端

前
小
島
北
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト

飛
瀬
島
南
端

中
小
島
北
端

乙
小
島
南
端

ハ
ン
ド
島
頂
上

大
字
森
タ
ケ
ノ
シ
タ
鼻
北
端

我
島
南
端

我
島
北
端

前
島
南
端

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

油
良
と
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

と

と

ヘ

と

と

ト セ

と

と

ス

と

と

ン

と

と

と

と

イ

と

と

ロ

と

と

ハ

と

と

ニ

と

と

ホ キ

と

と

ユ

と

と

メ

と

と

ミ

と

と

シ

と

と

エ

と

と

ヒ

と

と

モ

と

と

マ

と

と

ケ

と

と

フ

と

と

コ

と

と

エ

と

と

テ

と

と

ア

と

と

サ

と

と

ラ

と

と

ム

と

と

ウ

と

と

ヰ

と

と

ノ

と

と

オ

と

と

ク

と

と

ヤ

と

と
を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
六
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点
と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

し
た
線
と
の
交
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点 一

一
六

と



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

備

次
の

を
中
心
と
し
た
半
径
三

点
の
位
置

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

う
に
漁

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
沖
家

漁
場
の
区
域

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

第
三
種
共
同
漁
業
権
及
び
区
画

公
示
番
号

共
第
百
三
十
三
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

と

と
を
結
ん
だ

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
伊
保

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字
森
、
大

家
室
地
先

考制
限
又
は
条
件

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に
よ
っ

漁
業

し
漁
業

業業業室
島
沖
セ
ン
ガ
イ
瀬
地
先

漁
業

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

業 漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

線
と
の
交
点

田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和
田
、

字
平
野
、
大
字
西
方
、
大
字
外

て
囲
ま
れ
た
区
域

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

き
な
い
。の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大
字

入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字
沖

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

公
示
番
号

共
第
百
三

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

基
点

大
島
郡
周

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字

家
室
地
先

、
ホ
、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

水
無
瀬
島
地
先

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

ほ
ん
だ
わ
ら
漁
業

一
月
一
日

も
ず
く
漁
業

一
月
一
日

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

十
四
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

い
わ
の
り
漁
業

十
一
月
一

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

防
大
島
町
セ
ン
ガ
イ
瀬
灯
標

字
伊
保
田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和

森
、
大
字
平
野
、
大
字
西
方
、
大

一
一
七

線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

田
、
大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大

字
外
入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字
字沖
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わ
か
め

あ
ら
め

い
ぎ
す

い
わ
の

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字
森
、
大

家
室
地
先

公
示
番
号

共
第
百
三
十
五
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

松
山
市
由

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
伊
保

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

柳
井
市
掛
津
島
州

大
島
郡
周
防
大
島

愛
媛
県
大
洲
市
青

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

り
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

字
平
野
、
大
字
西
方
、
大
字
外

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

利
島
南
端

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和
田
、

町
大
水
無
瀬
島
洲
首
鼻
北
端

大
字
地
家
室
牛
ケ
首
南
端

大
水
無
瀬
島
西
端

鼻
南
端

町
大
水
無
瀬
島
南
端

小
水
無
瀬
島
イ
ガ
イ
ソ
北
西

島
西
端

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字
沖

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大
字

端

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字

家
室
地
先

公
示
番
号

共
第
百
三

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業 柳

井
市
平

大
島
郡
周

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

か
ら
一

ニ

か
ら
九

関
係
地
区

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
小

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周

字
伊
保
田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和

森
、
大
字
平
野
、
大
字
西
方
、
大

十
六
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

た
い
飼
付
漁
業

一
月
一
日

郡
島
盛
鼻
北
端

防
大
島
町
小
水
無
瀬
島
灯
台
基
部

小
水
無
瀬
島
え
ん
の

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ

八
〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

〇
度
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

え
む
し
漁
業

水
無
瀬
島
地
先

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

防
大
島
町
小
水
無
瀬
島
イ
ガ
イ
ソ

大
水
無
瀬
島
南
端

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

に
な
漁
業

う
に
漁
業

田
、
大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大

字
外
入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

下
東
端

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

北
西
端

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

一
一
八

字沖



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

ほ
ん
だ

も
ず
く

公
示
番
号

共
第
百
三
十
七
号

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

交
点

ニ

を
中
心
と
し
た

最
大
高
潮
時
海
岸
線

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
伊
保

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字
森
、
大

家
室
地
先

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

愛
媛
県
松
山
市
小

大
島
郡
周
防
大
島

点
イ

を
中
心
と
し
た

島
の
最
大
高
潮
時
海

ロ

を
中
心
と
し
た

と
の
交
点

ハ

を
中
心
と
し
た

大
島
郡
周
防
大
島
町
片
島
地
先

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
各
点

た
区
域
（
イ
と
ロ
と
を
結
ぶ
線
は

円
弧
と
し
、
ハ
と
ニ
と
を
結
ぶ
線

弧
と
す
る
。
）

点
の
位
置

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

半
径
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
弧

と
の
西
側
の
交
点

田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和
田
、

字
平
野
、
大
字
西
方
、
大
字
外

町
片
島
ト
ッ
ク
リ
鼻
南
端

市
島
南
端

町
大
石
灯
標

半
径
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

岸
線
と
の
北
側
の
交
点

半
径
一
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

半
径
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
弧

を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

を
中
心
と
し
た
半
径
一
、
〇

は

を
中
心
と
し
た
半
径
五
〇

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

と
大
島
郡
周
防
大
島
町
片
島
の

大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大
字

入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字
沖

円
弧
と
大
島
郡
周
防
大
島
町
片

円
弧
と

と

と
を
結
ん
だ
線

と

と

と
を
結
ん
だ
線
と
の

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
の
北
側
の

〇
メ
ー
ト
ル
の
円
の
南
側
の
円

基
点

大
島
郡
周

愛
媛
県
松

漁
業
の
種
類

第
三
種
共
同
漁
業

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

漁
場
の
区
域

次
の

、
イ
、
ロ
、

潮
時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字

家
室
地
先

公
示
番
号

共
第
百
三

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
根

漁
場
の
区
域

次
の

を
中
心
と
し
た

点
の
位
置

防
大
島
町
情
島
北
端

山
市
津
和
地
島
苅
藻
鼻
南
西
端

漁
業
の
名
称

漁

た
い
飼
付
漁
業

一
月
一
日

字
伊
保
田
地
先

、

の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
及

囲
ま
れ
た
区
域

防
大
島
町
根
ナ
シ
礁
灯
標

字
伊
保
田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和

森
、
大
字
平
野
、
大
字
西
方
、
大

十
八
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

に
な
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

ナ
シ
礁
灯
標
地
先

半
径
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
周
に

わ
か
め
漁
業

十
二
月
一

あ
わ
び
漁
業

一
月
一
日

い
が
い
漁
業

か
き
漁
業

さ
ざ
え
漁
業

と
こ
ぶ
し
漁
業

に
し
漁
業

一
一
九

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

び

と
ハ
と
を
結
ん
だ
線
と
最
大

田
、
大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大

字
外
入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

高 字沖
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に
し
漁

ふ
の
り

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

と
こ
ぶ

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の
名
称
及

漁
業
の
種
類

漁
業
の

第
一
種
共
同
漁
業

あ
お
さ

あ
ら
め

い
ぎ
す

か
じ
め

て
ん
ぐ

ひ
じ
き

と
の
交
点

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
伊
保

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字
森
、
大

家
室
地
先

公
示
番
号

共
第
百
三
十
九
号

岩
国
市
柱
島
新
宮

愛
媛
県
松
山
市
二

大
島
郡
周
防
大
島

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

か
ら
二
〇
度
の

業 漁
業

一
月
一
日
か
ら

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

業漁
業

し
漁
業

び
漁
業
の
時
期

名
称

漁

業

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

三
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

さ
漁
業

十
一
月
一
日
か

漁
業

十
二
月
一
日
か

田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和
田
、

字
平
野
、
大
字
西
方
、
大
字
外

鼻
東
端

神
島
ク
ヅ
レ
岩
鼻
北
西
端

町
大
字
伊
保
田
丸
岩
頂
上

諸
島
岩
窟
南
端

大
字
伊
保
田
瀬
戸
ケ
鼻
北
西

だ
線
と

と

と
を
結
ん
だ
線

だ
線
と

か
ら

を
見
通
し
た

線
と
大
島
郡
周
防
大
島
町
情
島

六
月
三
十
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の

時

期

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

十
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

ら
翌
年
六
月
三
十
一
日
ま
で

大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大
字

入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字
沖

端と
の
交
点

線
と
の
交
点

南
西
岸
の
最
大
高
潮
時
海
岸
線

公
示
番
号

共
第
百
四

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ハ

と

と

ニ

と

と

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字

家
室
地
先

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周

岩
国
市
鞍

大
島
郡
周

点
イ

と

と

ロ

と

と

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
満

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ

ふ
の
り
漁
業

一
月
一
日

十
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
お
さ
漁
業

十
二
月
一

あ
ら
め
漁
業

一
月
一
日

い
ぎ
す
漁
業

三
月
一
日

か
じ
め
漁
業

一
月
一
日

て
ん
ぐ
さ
漁
業

十
一
月
一

ひ
じ
き
漁
業

十
二
月
一

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

字
伊
保
田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和

森
、
大
字
平
野
、
大
字
西
方
、
大

防
大
島
町
満
島
頂
上

掛
島
南
西
端

防
大
島
町
乙
小
島
北
端

大
字
和
田
厨
子
ケ
鼻
西

大
字
伊
保
田
門
脇
鼻
北

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
五
〇
〇
メ

を
結
ん
だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ

に
な
漁
業

ば
か
が
い
漁
業

う
に
漁
業

え
む
し
漁
業

島
地
先

、
イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

業

の

時

期

日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で

ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

田
、
大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大

字
外
入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字

端端ー
ト
ル
の
点

ー
ト
ル
の
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

一
二
〇

字沖



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県 報 （号 外 ）

関
係
地
区

大
島
郡
周
防
大
島
町
大
字
伊
保

和
佐
、
大
字
神
浦
、
大
字
森
、
大

点
イ

と

と
を
結
ん

ロ

と

と
を
結
ん

ハ

と

と
を
結
ん

ニ

と

と
を
結
ん

ホ

と

と
を
結
ん

漁
場
の
区
域

次
の
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
、
ホ
、

点
の
位
置

基
点

大
島
郡
周
防
大
島

と
こ
ぶ

に
し
漁

に
な
漁

ば
か
が

う
に
漁

え
む
し

漁
場
の
位
置

大
島
郡
周
防
大
島
町
乙
小
島
及

ほ
ん
だ

も
ず
く

わ
か
め

あ
わ
び

い
が
い

か
き
漁

さ
ざ
え

田
、
大
字
油
宇
、
大
字
和
田
、

字
平
野
、
大
字
西
方
、
大
字
外

我
島
北
端

乙
小
島
南
端

鍋
島
頂
上

だ
線
の
中
央
点

だ
線
上

か
ら
三
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
七
〇
〇
メ
ー
ト

だ
線
上

か
ら
四
〇
〇
メ
ー
ト

イ
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に

町
乙
小
島
北
端

浮
島
黒
フ
グ
リ
岩
頂
上

ハ
ン
ド
島
頂
上

大
字
久
賀
大
崎
鼻
北
東
端

大
字
日
前
符
崎
の
鼻
北
端

し
漁
業

業業い
漁
業

業漁
業

び
ハ
ン
ド
島
地
先

わ
ら
漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

十
二
月
一
日
か

漁
業

一
月
一
日
か
ら

漁
業

業漁
業

大
字
内
入
、
大
字
小
泊
、
大
字

入
、
大
字
地
家
室
及
び
大
字
沖

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

ル
の
点

よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

六
月
三
十
日
ま
で

ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
三
十
一
日
ま
で

ハ

熊
毛
郡
上

柳
井
市
平

次
の

、
イ
、
ロ
、

タ
、
レ
、

、
ソ
、

、

瀬
川
の
中
央
線
と
す
る
。

結
ん
だ
線
及
び

と

と

の

、
ツ
、
ネ
、

の
各

域
を
除
く
。
）

点
の
位
置

基
点

柳
井
市
と

漁
場
の
位
置

広
島
湾
及
び
屋
代
島
周

漁
場
の
区
域

第
二
種
共
同
漁
業

家
室
地
先

公
示
番
号

共
第
百
四

漁
業
の
種
類
、
漁
業
の

漁
業
の
種
類

第
一
種
共
同
漁
業

ン
ド
ウ
島
西
端

関
町
大
字
室
津
千
葉
崎
南
東
端

郡
島
蛇
の
池
西
側
角

、
ハ
、
ニ
、
ホ
、
ヘ
、
ト
、
チ
、

、

、

の
各
点
を
順
次
結
ん

）
、

と

と
を
結
ん
だ
線
、

を
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮
時
海
岸

点
を
順
次
結
ん
だ
線
と
最
大
高
潮

熊
毛
郡
上
関
町
と
の
最
大
高
潮
時

下
の
も
の
に
限

る
。
）

小
型
定
置
網
漁
業

い
か
巣
網
漁
業

三
月
一
日

し
ろ
う
お
四
つ
手
網

漁
業

一
月
一
日

辺
地
先

た
い
ら
ぎ
漁
業

と
り
が
い
漁
業

な
み
が
い
漁
業

み
る
く
い
漁
業

し
ゃ
こ
漁
業

た
こ
漁
業

な
ま
こ
漁
業

十
一
月
一

建
網
漁
業
（
網
丈

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以

一
月
一
日

十
一
号

名
称
及
び
漁
業
の
時
期

漁
業
の
名
称

漁

あ
か
が
い
漁
業

一
月
一
日

一
二
一

リ
、
ヌ
、
ル
、
ヲ
、
ワ
、
カ
、
ヨ

だ
線
（

と

と
を
結
ぶ
線
は
、

と

と
を
結
ん
だ
線
、

と

と

線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（

時
海
岸
線
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た

海
岸
線
に
お
け
る
境
界
点

か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

業

の

時

期

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

、小を次区
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大
竹
市
玖

と
山
口
県

岩
国
市
柱
島
新
宮

愛
媛
県
松
山
市
二

大
島
郡
周
防
大
島

広
島
県
呉
市
倉
橋

大
竹
市
安

愛
媛
県
松
山
市
竹

岩
国
市
由
宇
町
甲

広
島
県
呉
市
倉
橋

愛
媛
県
松
山
市
由

大
島
郡
周
防
大
島

愛
媛
県
松
山
市
二怒

大
島
郡
周
防
大
島

熊
毛
郡
上
関
町
横

柳
井
市
平
郡
島

掛
津
島
松

平
郡
島
盛

熊
毛
郡
上
関
町
八

大
島
郡
周
防
大
島

愛
媛
県
大
洲
市
青

波
三
五
六
高
地

と
の
小
瀬
川
河
口
に
お
け
る
境

鼻
東
端

神
島
ク
ヅ
レ
岩
鼻
北
西
端

町
大
字
伊
保
田
松
ケ
鼻
北
東
端

町
鹿
島
宮
の
口
鼻
北
西
端

芸
白
石
灯
標

の
子
島
頂
上

島
頂
上

町
鹿
島
宮
の
口
鼻
南
端

大
水
無
瀬
島
洲
首
鼻
東
端

利
島
西
端

町
片
島
ト
ッ
ク
リ
鼻
南
東
端

大
字
油
宇
大
鼻
南
端

大
字
地
家
室
牛
ケ
首
南
東
端

片
島
ト
ッ
ク
リ
鼻
南
端

神
島
南
西
端

和
島
ア
カ
ヅ
ワ
崎
西
端

町
上
荷
内
島
南
端

沖
家
室
島
南
端

大
字
戸
田
大
波
崎
南
端

立
島
南
西
端

小
水
無
瀬
島
こ
ぶ
岩
頂
上

沖
家
室
島
石
の
上
鼻
南
東
端

セ
ン
ガ
イ
瀬
灯
標

笹
島
東
端

島
南
端

崎
南
端

節
鼻
東
端

鼻
北
東
端

島
南
端

町
小
水
無
瀬
島
西
泊
り
乱
れ
岩

沖
家
室
島
西
端

島
南
西
端

界
第
二
標
石

頂
上

ネ

か
ら
九

関
係
地
区 ヲ

と

と

ワ

と

と

カ

と

と

ヨ

と

と

タ

と

と

レ

と

と

ソ

と

と

ツ

か
ら
九

ニ

と

と

ホ

と

と

ヘ

と

と

ト

と

と

チ

と

と

リ

と

と

ヌ

と

と

ル

と

と 門今今

柳
井
市
阿

点
イ

と

と

ロ

と

と

ハ

か
ら

と

玖
珂
郡
和

柳
井
市
伊南

岩
国
市
由門

〇
度
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

〇
度
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
点

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

か
ら

を
見
通

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

前
川
堰
堤
左
岸
下
流
端
に
設
置
し

津
川
堰
堤
右
岸
下
流
端
に
設
置
し

津
川
堰
堤
左
岸
下
流
端
に
設
置
し

月
鍋
割
鼻
に
設
置
し
た
標
識

池
の
浦
水
窪
東
端

を
結
ん
だ
線
と

と

と
を
結
ん

を
結
ん
だ
線
の
中
央
点

を
見
通
し
た
線
と

と

と
を
結

山
口
県
と
の
小
瀬
川
河
口
に
お
け

木
町
大
和
橋
の
中
央
点

大
和
橋
の
右
岸
下
流
端

保
庄
旧
旭
橋
右
岸
下
流
端

浜
三
丁
目
旧
旭
橋
左
岸
下
流
端

宇
町
由
宇
川
山
陽
本
線
鉄
橋
右
岸

由
宇
川
山
陽
本
線
鉄
橋
左
岸

前
川
堰
堤
右
岸
下
流
端
に
設
置
し

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

し
た
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

し
た
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

し
た
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

だ
線
と
の
交
点

た
標
識

た
標
識

た
標
識

だ
線
と
の
交
点

ん
だ
線
と
の
交
点

る
境
界
第
一
標
石

下
流
端

下
流
端

た
標
識

一
二
二



平成 年 月 日 金曜日 山 口 県

口務

報

三四
漁

（号 外 ）

備
二

山
口
県
下
関
水
産
振
興
局
並
び
に

県
萩
水
産
事
務
所

山
口
県
日
本
海
海
区
漁
業
調
整
委

局 平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

漁
業
権
存
続
期
間

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
平

免
許
申
請
期
間

平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
か
ら
同

付

記

場
図
閲
覧
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

柳
井
市
、
岩
国
市
、
玖
珂
郡
和

考制
限
又
は
条
件

第
三
種
共
同
漁
業
権
及
び
区

岩
国
港
の
区
域
内
に
お
い
て

い
。

免
許
予
定
年
月
日

山
口
県
柳
井
水
産
事
務
所
、
山

員
会
事
務
局
及
び
山
口
県
瀬
戸

成
三
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

年
九
月
三
十
日
ま
で

木
町
及
び
大
島
郡
周
防
大
島
町

画
漁
業
権
に
対
抗
す
る
こ
と
が

は
、
船
舶
の
航
行
、
停
泊
等
を

口
県
防
府
水
産
事
務
所
及
び
山

内
海
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事

ま
で

で
き
な
い
。

妨
げ
る
操
業
を
し
て
は
な
ら
な

一
二
三



平
成
二

平
成
二
十
五
年
六
月
七
日
印
刷

十
五
年
六
月
七
日
発
行

発
行
所

山

口

県

発
行
人

山
口
県
知
庁事


